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第一話　ドＳ、なおします。
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＜∧紫十字学園に流れる噂＞∨



　　この学園には、『白銀しろがねの吸血鬼』が棲すんでいる。

　　吸血鬼は知を望み、謎なぞを欲している。

　　吸血鬼の望む知を差し出せば、願いが叶かなう。

　　吸血鬼の欲する謎を与えれば、想おもいが届く。

　　汝なんじ、叶えたい願い、届けたい想いあらば、吸血鬼に極上の知を捧ささげよ――。



　＊追伸



　　捧げたい知や謎は、学園内の赤い箱に入れるといいらしい。

　　吸血鬼には仲間が二人いるようだ。

　　吸血鬼は最近暇ひまっぽい。



    

  
    
      


第一話　ドＳ、なおします。



　　拝啓　『白銀しろがねの吸血鬼』さま



　　わたしは今年の春、この学園の中等部に転入してきました。

　　海外暮らしが長いですが、日本人なので日本語以外はあんまりしゃべれません。

　　日本は優しい国だと聞いていたので、わたしは一つの希望を持っていました。

　　ここでなら、友だちができるかもしれない。

　　……でも、だめでした。

　　みんな仲良くなったとたんにはなれていってしまうのです。

　　わたしは悲しくてさびしくて、きいてみました。

　　どうしてはなれていってしまうのですか、と。

　　すると、みんな口をそろえて言うのです。



　「アニアちゃんがドＳだから」



　　『ドＳ』というのがどういう意味なのか、わたしにはよくわかりません。

　　ただ、わたしが口にする言葉に、みんな傷ついているみたいなのです。

　　やめようやめようと、何度も思いました。なるべく考えてしゃべるようにもしました。

　　……でも、だめでした。

　　わたしはどの言葉がみんなを傷つけるのかわからないのです。

　　だから……だからお願いです、『白銀の吸血鬼』さま。

　　どうか――



　　わたしのドＳをなおしてください。







「大事件です！」

　ばん、と机に手をつき、雨夜あまや冥利めいりが突然立ちあがった。

　その拍ひよう子しに腰まである長い髪がさらりと流れ、紅茶色の瞳ひとみがまっすぐにぼくを見つめてくる。

　幼稚園から大学院まで、広大な敷地になんでもござれの全寮制マンモス学校、私し立りつ紫むらさき十じゆう字じ学がく園えん。その第二図書館はいつものように閑かん散さんとしていて、ぼくたち以外は誰だれもいない。

　だから、ぼくは特に気兼ねすることなく、軽く答えた。

「そうだね、よくわかんないけど大事件だ。でもとりあえず座ったら冥利？」

「あ、はい。そうですね――ってそうじゃないですよ！」

「とか言いながらしっかり座ってる素直な冥利がぼくは好きだよ」

「あ、え、う……、そ、そうやってまた冗談を……」

「まあほら、冗談はぼくの呼吸みたいなものだから」

「……本当に冗談なんですか」

「うん？」

「――なんでもないです！」

　改めてばん、と長机をたたく冥利。ふと彼女の顔から視線を下げ、まったく揺れない胸を見て、ぼくの頭にもったいないという言葉が思い浮かんだ。

　大きな瞳に、すっと通った鼻筋、きゅっと引き結ばれた桜色の唇。明るい印象の髪には鍵かぎ型のミニクリップと黒いリボンがあしらわれている。

　黙っていさえすれば作り物めいた顔立ちの美少女。男子でなくとも十人が十五人は振り返りそうな容姿なのだけれど。

「おっぱいがなぁ」

「みゃっ!?　な、な、な……どどどこがどうつながったらそんな呟つぶやきになるんですかっ」

「いや、ちょっと背もたりないかな。手足も細すぎるかも」

「さらなるダメ出しっ？　悪びれてくださいよそこは！」

「どんなときも悪びれない男。それがこのぼく、蓮見はすみマコト！」

「開きなおってる！」

「どんなときも開きなおる男。それがこのぼく、蓮見マコト！」

「手がつけられない!?」

「どんなときも手がつけられない女。それがきみ、雨夜冥利」

「巻き込んだ上に勝手に決めつけないでください！」

「勝手に決めつけたのは冥利でしょ。誰が冥利の胸のことだなんて言った？」

「う……そ、そうきますか。確かにわたしのことだとは」

「まあ冥利のなんだけどね」

「ごまかす気なし！」

「いやいや、ぼくも考えなく呟つぶやいたわけじゃないよ。冥利めいりの将来を憂いてね、どうすれば胸は育つものなのかと」

「余計なお世話……って、ち、ちょっと、なんか視線がえっちなんですけど」

　机の上に置いてあった赤い箱――通称『知恵箱』で自分の身体を隠そうとする冥利。警戒するようにこちらをうかがう顔はほんのり赤い。

　学園の理事長の遠縁、正真正銘のお嬢様である彼女は、ぼくの幼なじみだ。幼稚園の頃ころから十数年の付き合いで、お互いのことなど知りすぎるほど知っている仲なのだけど。

「相変わらずこっち関係のネタはダメだね、冥利は」

「……マコトはそっち関係のネタばかり得意ですよね」

「某先輩には全力で負けるよ」

「ククリ先輩と比べている時点でおかしいです。不純です。不潔です」

「うわ、すっごい冷たい目。――ぞくぞくする」

「いつの間にそっちの属性まで……！」

「冥利、人間は日々進歩しているんだよ」

「進む方向があきらかに間違っていますから。それとマコトの変なところを人類一般にまで拡大しないでください」



    

  
    
      



    

  
    
      「まあぼくのすばらしき変態性は置いておくにせよだ」

「自分で認めた上にすばらしきとかつけてる!?　自重してくださいよ！」

「自重しない男。それが――」

「もういいですから！」

　同じネタもさすがに四回は許されないらしい。冥利めいりの顔も三度まで。ぼくは軽く肩をすくめると、長机に肘ひじをついて話を戻す。

「で、なにが大事件なの？」

　冥利ははっとした顔で「……不覚です」と言って、先ほど読んでいた紙――通称『ネタ紙』をぼくに手渡してくる。

　その紙に書かれていたのは、真剣かつ深刻な――ドＳについてのお悩み相談だった。

　……うん。

「なにこれ？」

「だから、第二図書委員会はじまって以来の大事件ですよ」

「いや、第二図書委員会ができてまだ一ヶ月しか経たってないけど」

　ぼくたちが高等部に進学してからのひと月。第二図書委員会の歴史はその一ヶ月だけだ。

「時間なんて問題じゃありません。よく言うでしょう？　『大事なのは結果じゃない、過程だ』って」

「ああ、よく言うね。『大事なのはデキてしまった結果じゃない、あたたかい家庭を作ろう』って」

「なにしちゃったんですかそれは!?」

「え？　言っていいの？　たぶん――」

「わ、わぁぁ、言わないでください！」

　冥利があわあわと慌てたように手を振りながら、思いきり机に身を乗り出す。

　きめ細かな肌に、鼻び腔こうをくすぐるほのかなシャンプーの匂におい。

　……人のことをえっちだなんだと言う前に、この無防備さをどうにかしたほうがいいと思うけどなあ。

「はいはい、わかったよ」

　ぼくはバンザイして椅い子すごと後あと退ずさると、胸をなでおろす冥利に尋ねた。

「で、冥利はどうしたいの？」

「もちろん願いを叶かなえます！」

「……願いを叶える？」

「はい。せっかく悩みの相談をしてくれたんですから、詳しく話を聞いた上で――って、こんなことしている場合じゃありませんでした」

　言うが早いか冥利は第二図書館の鍵かぎと『ネタ紙』を手にすると、そそくさとドアまで歩いていき、座ったままのぼくに向かって手招きしてくる。

「マコト、なにをしているんですか。早く行きましょう」

「行くって……どこに？」

「決まっているじゃないですか、この手紙を書いてくれた人のところ――中等部棟です」

「明日あしたでもいいんじゃ」

「ダメです」

　さえぎる冥利めいりは、真剣な表情で握りしめた鍵かぎとネタ紙に視線を落とす。

「明日なんて待っていたら遅すぎます。この手紙を入れてくれた子は……きっと今も苦しんでいるでしょうから」

　冥利自身が悩んでいるかのような思いつめた声。

　そんな声を聞いてしまったら――協力するしかなかった。

「……やれやれ」

　ため息と共に立ちあがったぼくを見て、冥利が一転して明るい表情を浮かべた。

「急ぎますよマコト。時間は問題にならないとはいえ、待ってもくれませんから」

「ん……それはいいんだけど、その子に会ってどうするつもりなの？」

「そんなことは――その場で考えればいいんです」

「……潔いさぎよいね」

　第二図書館を施せ錠じようし終えた冥利は、長い髪を翻ひるがえしてこちらに向き直ると、リングのついた鍵をくるりと指先で回して、

「それが第二図書委員会ですから！」

　無邪気に笑った。



　　　☆



　というわけで、第二図書委員会の話をする前に、そもそも学園に流れる噂うわさ――『白銀しろがねの吸血鬼』あてに出された手紙をなぜ冥利が手にしているのかというと。

「わたしが『白銀の吸血鬼』だからに決まってるじゃないですか」

　中等部の校舎へ向かう途中、むーっと唇を突き出し、ふてくされたように言う冥利を見て、ぼくは歩みをゆるめる。

「不満なの？　噂のおかげで今回の相談もきたのに」

「……そうですけど」

『ネタ紙』を胸に抱え、複雑そうに眉まゆを寄せる冥利。

　その気持ちもわからなくはなかった。

　ぼくたち第二図書委員は、公の仕事である蔵書整理以外にもう一つ、委員長である冥利の一存で、とある秘密の活動を行っている。

　それは冥利めいりいわく「世界の真理を解き明かすこと」であり、もう一人の第二図書委員である鳥羽とば七月なつきいわく「無駄なおしゃべり」。

　そう――第二図書館の入口には次のような張り紙が貼はられている。



◆第二図書委員会からのお願い◆



　●第二図書委員会では、世界の真理を解き明かすため、身近な謎なぞや疑問、あなただけの格言を募集しています。

　●お心当たりのあるかたは、適当な紙に書いて学園内の『知恵箱』（赤い箱）にお入れ下さい。

　　＊なお、謝礼などは一切出ませんのであしからず。



　ようするに、学園の生徒から募ったネタを元に、好き勝手におしゃべりをしているのだ。

　なぜそんなことを……というのはとりあえず置いておいて、こんな張り紙だけでは誰だれも『知恵箱』に謎や疑問など入れてはくれない。

　だから設立したての第二図書委員会は、蔵書整理という名の暇ひまつぶしに明け暮れるしかなかったのだけど、そこへきて示し合わせたように流れたのが『白銀しろがねの吸血鬼』の噂うわさだ。

『白銀の吸血鬼』の望む知を差し出せば願いが叶かなう――という噂の内容は、第二図書委員会の秘密活動とぴたりと一致する。

「誰が流してるんでしょうね……この噂」

「……さあねぇ。噂は気がついたら流れているものだし、誰とかは別にないんじゃない？」

「そんなことはないです。そもそもこれは――」

　と冥利が続けようとしたところで。



「――蓮見はすみっ？」



　跳ね上がった声は、ちょうど今日の空のように澄みきった、キレイなソプラノ。

　振り向くと、黒いケースを背負った女子四人組の中から、癖くせのある髪をツインテールにした少女が、驚きに目を見開いて歩みでてくる。

　ややつりあがった目に、バランスのとれた――いや細い体付きの割に胸の目立つ体形。左右長さの違うソックスがトレードマークの彼女に、ぼくは見覚えがあった。

「七月？　偶然だね」

　ぼくや冥利と同じ高等部一年、ついでに言えばクラスメイトでもある鳥羽七月は、背負った黒のベースケースを見ればわかるとおり、軽音部の部員だ。後ろにいるのは彼女のバンドメンバーだったと思う。

　中等部のころからベース一ひと筋すじだった七月なつきは、なぜか今年になって頻繁に第二図書館に出入りするようになり、気がついたら第二図書委員にもなっていた。

『ぶ、部員が二人だけじゃ暇ひまでしょ？　軽音部もそこまで忙しいわけじゃないし……仕方ないからおまけで入ってあげるわ！』

　とは本人の弁。七月とは中等部のころから何度か同じクラスになって、自然と話すようになったのだけど、いまだによくわからないところがある。

「七月も今から部活？」

　軽く尋ねかけると、七月はなぜか不機嫌そうに目を細めて、同学年の女子と比べて大きめの胸の前で腕を組み、冥利めいりとぼくを交互に見てきた。

「……そうだけど。っていうかあんたたちはなんで外に出てるのよ？　いつも引きこもってるのに」

「あー、実は」

「マコト、いいから早く行きましょう。依頼者が帰ってしまったら大変です」

　七月の声をさえぎり、冥利がぼくの腕をぐいぐいと引っぱってきた。いきなりだったのでたたらを踏む。いや、急がなくちゃいけないのは確かなんだけど。

「ち、ちょっと待ちなさいよ！」

　七月が焦ったように後ろに控えていた女子たちに振り返り、二言三言声をかけて彼女たちを先に行かせてしまう。

「あれ、いいの？　今から練習なんじゃ」

「ま、まだメンバーが全員そろってなかったからいいのよ」

　……いや、今そろってなかった？　と言おうと思ったけど、七月の必死そうな表情を見てやめた。ぼくの思い違いかもしれないし。

「じゃあ、一緒に来る？」

　そう言った瞬間、七月の顔がぱあっと輝いた――ような気がした。一瞬だけ。

「し……仕方ないわね。ま、あたしも一応第二図書委員だし、行かないわけにはいかないわよね」

「ああいや、軽音部のほうが忙しければ――」

「で！　なにが起きたの？」

　勢いよく遮さえぎられた。ツインテールが小さく揺れる。

「んーとね」

　と、これまでの経緯を説明してもらおうと冥利を見ると、

「――ちっ」

「……冥利めいり？　今舌打ちしなかった？」

「してません。空耳です」

　冥利はふいと目をそらし、低い声で言う。

「えー、では空気の読めない女が合流したところで再確認しますが」

「ちょっと、空気の読めない女って誰だれのことよ!?」

「誰のことでしょうね。ちなみに今この場にいる女子はわたしを含めて二人しかいませんけど」

「ああ、冥利とぼくのことだね」

「なんでですか!?」「なんでよ!?」

　おー、キレイにそろった。

　ぼくが肩をすくめると、二人そろって毒気を抜かれたような表情を浮かべ、顔をそむける。

　毎度毎度の恒例行事だ。冥利と七月なつきはなぜかすぐに言い合いになる。

　七月いわく「あの子があたしに突っかかってくるのよ！」

　冥利いわく「わたしとキャラが若干かぶってるんです！」

　……どっちが悪いとか、そういうのはないと思う。たぶん。

　ともあれ、冥利が説明を放棄したので、ぼくが例の『ネタ紙』の話をする。

「……はぁ？　ドＳを治しにいく？」

　聞き終えると、七月が理解できないとでも言いたげに眉まゆをしかめた。うん、実に七月らしい……というか普通の反応だ。嬉うれしくなる。

「だから誘っておいてなんだけど、無理しなくていいよ？　どう考えても変な話だし」

「べ、別に行かないとは言ってないでしょ！　ちょ、ちょっとびっくりしただけよ……」

　と言いつつ、思案げに腕を組む七月。むー、とあごに手を当てて考え込む仕し草ぐさがよく似合っていた。

　外見から軽いキャラに見られがちな七月だけど、実は品行方正、成績優秀で名を馳はせている。むしろ横でふくれ面をしている冥利のほうが――ってなんでふくれ面。

「――これだから鳥羽とばシチガツは」

　ぼそりと呟つぶやいた冥利に、七月が激しく反応した。

「ちょっ、あんたねぇ、いいかげんあたしのことをシチガツって呼ぶのは――」

「なんですかJuly」

「英語にもするなっ！」

「Julio！」

「フ、フリ……？　何語よそれ!?」

　たぶんスペイン語。この前、スペイン語の辞書で調べ物をしている冥利を見た。

　ぎゃあぎゃあ言い合う二人を眺めながら、これもまた恒例行事と悟りを開くぼく。

　この流れの発端は、冥利めいりが七月なつきとはじめて会ったときに、素で名前を『シチガツ』と読んだことだった。

　激げき昂こうする七月を尻しり目めに、冥利はかたくなに間違いを認めず、それ以来顔を合わせるたびにこんなやりとりを繰り返している。

　だからまあ、なんていうか。

「二人とも仲いいよね」

「「どこが!?」」

「そういうところが」

「「ぐっ」」

　再び声をそろえた二人がにらみあうようにし、同時に目をそらす。

「……心外な解釈をされるので、今日のところはこのぐらいで勘弁してあげます」

「それはこっちのセリフよ……」

　ふん、とわかりやすくそっぽを向く冥利と七月。

「まあ二人の仲のよさはともかく」

「「よくないっ！」」

　三度重なった突っ込みに、ぼくはため息。

「そろそろ動かないとまずそうだよ」

　視線は中等部の校舎へ。

　ちらほらと中等部の生徒が帰りはじめていた。



　　　★



　手紙の送り主を捜すために聞き込みをはじめると、目的のクラスはあっさりと判明した。

　それもそのはずで、依頼者はかなりの有名人だったのだ。

　グラウンド中心に外回りをしていた冥利に電話したところ、「即刻確保です！」との指示を受けたので、先に校舎内に入っていたぼくと七月が、ターゲットの教室――三年Ａ組へ移動したのだけれど。

「……ねぇ、蓮見はすみ」

　まだ掃除中だった教室をのぞきこんでいると、隣の七月が神妙に声をかけてきた。

「やっぱりおかしいわよ」

「ん？　なにが？」

「なにがって……」

　七月は怒っているような戸惑っているような顔をしながら、あらためて教室の中を指さす。正確には、窓際で一生懸命黒板消しを叩たたいている小柄な少女を。

「あの子が手紙の差出人……なのよね？」

　背中まで流れる白金プラチナの髪に、憂いをたたえた翠玉エメラルドブルーの瞳ひとみ。初等部と言われても不思議じゃない小さな身体もあいまって、アンティークドールみたいな女の子。

　彼女こそがぼくたちのターゲット――中等部三年Ａ組アニア・リンドベルイだった。

「たぶんね。人形みたいな外見って言ってたし」

「――おかしいわよ」

　七月なつきが繰り返した。

「おかしい？　あれで帰国子女の日本人ってことが？」

「それも十分おかしいけど」

　ちなみに、両親が日本国籍を取得していれば書類上は子供も日本人になる。

「そうじゃなくて……その、あんなに――あんなにかわいい子がドＳだなんて」

「ああ、それは確かに言えて――」

「あ、あんなにかわいいのに……ム、ムチとか持ったりして」

「……ムチ？」

「ロ、ロウをたらして、変な形の馬に乗せて……！」

「…………」

　なぜか顔を赤らめて、息を荒くする七月。

　一を聞いて十を知る優秀な七月は、たまにわけのわからない妄……飛躍をする。

　そのことに触れるとものすごい勢いで否定してくるので、ぼくは「変な形の馬って三角木馬のこと？」と訊ききたいのを我慢して別の言葉を口にした。

「ドＳなんて言葉自体知らなそうな感じだよね」

　ここから見ていても、クラスメイトに避けられているというよりは、自ら避けているようだし、なにより――

「あ、また転んだ」

　なにもないところでも平気で転ぶ彼女は、とても誰だれかを傷つけられるようには見えない。

「むしろドＭって言われたほうがしっくりくるかな」

「……なんで両極端なのよ」

「ちなみにぼくはＳＭ両極端いけるよ」

「なにを宣言してるの!?」

「ぼくの性的嗜し好こう？」

「せ……」言葉に詰まる七月は顔を紅潮させて「ふ、普通に答えるな！　バカなのっ？　ねぇ、バカなの!?」

　と叫んだところで。

「あ、あのぅ……」

　いつの間にか近づいていたアニア・リンドベルイが、おっかなびっくり声をかけてきた。

「ワ、ワタシに……なにか、用なのですか……？」

　制服の袖そでを掴つかみ、おそるおそるの上目づかい。

　どうやらぼくたちがここにやってきた目的が彼女だとバレてしまったらしい。……あれだけ大きな声でしゃべっていたので当然かもしれないけど。

　どうしたものかと隣の七月なつきをうかがい見ると、

「…………か、かわいい」

　瞳ひとみをきらっきらさせて、今にもアニアに抱きつきそうだった。

　……あー、そういえば七月って小動物とかかわいい生き物には目がないんだっけ。

　いきなり抱きつかれたりしても困るので、ぼくが話を進めることにする。

「えっと、君がアニア・リンドベルイなんだよね？」

「――は、はぅっ!?　……は……はい、なのです……」

　うつむく彼女は、なぜかぼくと目が合ったときだけ顔をそらしてしまう。

　あれ……？　怖がられてる？

　おかしいな。「蓮見はすみくんって見た目はすごく優しい感じだよね。見た目は」ってよく言われるのに。

「……えーと、ぼく怖いかな？」

「――えぅっ？　……い、いえ、あのあの」

「なにを訊きいてるのよあんたは……」

　七月に肘ひじで小こ突づかれてぼくは我に返る。

　そうだった。そんなことはどうだっていい。

「んと、実はぼくたちが君を訪ねたのは――」



「すとーっぷ！」



　廊下中に響く声は、振り返らなくても誰だれのものかわかった。

　息せき切って駆け寄ってくるのは、我らが第二図書委員会委員長、雨夜あまや冥利めいり。

「すとっぷ、進みすぎ……ですよ、マコト。わたしは……アニア、リンドベルイを……ただ、確保する、ようにと……」

「呼吸するのかしゃべるのか、どっちかにしなさいよ」

「しゃらっぷ、じゅ、らい」

「だから英語で言うな――って、ち、ちょっとあんた……本当に大丈夫？」

　七月の心配もごもっとも。冥利はぼくの肩にしがみつき、ぜーぜーと荒い呼吸を繰り返していた。

　どうやら全力で外から走ってきたっぽい。冥利めいりはお世辞にも体力があるとは言えないので、その意気込みには感心するやら呆あきれるやらだ。

「ちょっと待っててね。もう少ししたら息が整うと思うから」

　戸惑うアニアにそう言うと、彼女は素直にうなずいてくれた。ぽつんとひとりで立つその姿は、ちんまりした見た目もあいまって餌えさを待つハムスターみたいだ。

　うーん、こうして見ると、ただのかわいい女の子としか思えないんだけど。

「アニア・リンドベルイ！」

　呼吸が落ち着くやいなや、いきなり大きな声をあげた冥利に、全員が驚く。

　ちなみにさっきから教室中どころか、廊下からも注目されていたので、そろそろ先生が来てもおかしくないレベル。

　名前を呼ばれたアニアなんて、きょろきょろと視線をさまよわせ、見ているこっちが心配になるほど挙動不審だ。

「あ……、ぁ……、あの、あの……」

「む……なんだかわたしが脅おどかしてしまったように見えるんですが」

　と言いながらちらりとぼくを見てくる冥利。

　うん、まさにそうだよ――とはさすがに言えないので、「そうとしか見えないこともなかったねー」とぼかすと。

「そうとしか見えないことも……？」

　冥利は軽く小首をかしげて、少し考えるようなそぶりをみせたけれど。

「――まあいいです」

　あっさりとそう言いのけ、いつものようにこほんと咳せき払ばらいをすると、

「あなたを助けにきました！」

　誇らしげに宣言した。



　　　☆☆



「というわけで、わたしが噂うわさの『白銀しろがねの吸血鬼』なんです」

　再び放課後の第二図書館。

　長机の端はしに立つ冥利の言葉に、ぼくの右隣に座るアニアが大きな瞳ひとみをぱちぱちさせる。

　小動物をあしらった帽子をちょこんと頭にのせ、ぬいぐるみにしか見えないカバンを抱きしめる姿は、可愛かわいいの一言。

　でも、その細い眉まゆがわずかに寄せられているのは困惑しているからかもしれない。

　第二図書館へ移動するあいだに、冥利が自己紹介もかねて『白銀の吸血鬼』の噂や第二図書委員会の活動内容を軽く説明したのだけど――。

「えーと、もう一回ぼくが説明しようか？」

「――えっ？　あ、い、いえ……」

　椅い子すに座ったまま後あと退ずさりそうな勢いで、アニアはふるふると首を横に振る。

　ふーむ……やっぱりぼくだけ変に怖がられているような。

「ちょっと待ってくださいマコト。今の言いかたですと、わたしの説明がイマイチわかりづらかったみたいに聞こえるんですが」

　むー、と唇を突き出す冥利めいりに詰め寄られ、ぼくは両手を軽くあげてみせる。

「それは誤解だよ冥利。イマイチどころかバツグンにわかりづらかったし」

「そうですか。それなら――よくないですよ!?」

「うん、よくないね」

「確かにわかりづらかったわね」

「う……シチガツさんにまで……！」

「だからシチガツ言うな！　あんたのせいで最近バンドメンバーにもシチガツって言われはじめてるんだから……っ」

「ふん、早く間違いに気づくべきですね」

「まったくよ」

「シチガツさんが」

「あたしが間違えるか!!」

　冥利のようにばんと机を叩たたく七月なつき。そのまま言い争いになる前に口を挟はさんでおく。

「そういえば七月、本当に軽音部のほうはいいの？」

「いいって言ってるでしょ！」

　声をあげた七月は、はっとした表情で対面のぼくを見ると、慌ててそっぽを向いた。

「だ、だって……気になるじゃない」

　小さく呟つぶやかれた言葉は、アニアのことを言っているのだろうか。

　ドＳを治したいと『白銀しろがねの吸血鬼』にお願いした女の子。

「アニアは……あ、名前呼び捨てでもいい？」

　リンドベルイさん、っていうのはちょっと呼びづらい。おずおずとうなずく彼女を確認してから、ぼくは続ける。

「さっき説明したとおり、『白銀の吸血鬼』あての手紙は、ぼくたち第二図書委員が読んでいたんだけど、アニアがあの手紙の差出人なんだよね？」

「…………」

　顔を手でおおい、恥ずかしそうにうつむくアニア。

　どうやら彼女が手紙の差出人というのは間違いないらしい。

　となると。

「アニアってドＳなの？」

「ちょ、蓮見はすみ！」「マコト！」

　七月なつきと冥利めいりが怒ったように声をあげる。うーん、これを確かめなくちゃ話が進められないと思うんだけど。

「急せいてはことをし損じるんですよ！」

「……えーと、さんざん急げ急げ言ってたのは冥利だったよね？」

　ぼくの突っ込みに、冥利は残念な胸をふふんと張って言う。

「それとこれとは話が別です。別腹ならぬ別バナです」

「あんたはあんたでなんの話をしてるのよ……」

「女の子は甘い物なら別のお腹なかに入り、甘い話ならいくらでも聞けるということです」

「うまいこと言ってるようでさっぱり意味がわからないわね！」

「むぅ、なんですかシチガツさん。わたしなりに気をつかっているというのに――」

「――で、アニアってドＳなの？」

「話を戻すな!!」「話を戻さないでください!!」

　と、恒例のダブル突っ込みを受けたところで。

「ふ……ふふ、あはははっ」

　顔をうつむかせていたアニアが突然笑い出した。

　プラチナブロンドの長い髪を揺らして笑う彼女は、すぐにはっとした表情になって。

「あ――、ご……ごめんなさ――あうっ」

　慌てて頭を下げようとして、机に額をぶつける。

「は、はぅぅ……い、いたいのです……」

　涙すら浮かべたアニアの姿には、和むなというほうが無理な話だった。

「もっと楽にしてくれていいんですよ？」

　優しく微笑ほほえむ冥利に、アニアは額を押さえたまま瞳ひとみを揺らがせる。

「あ……、あの……、で、でも……」

「というか、アニアが楽にしてくれないとわたしたちもかたくなってしまいます。類は友を呼ぶ、ですよ」

　人差し指を立て、得意げに言う冥利。いや、類は友を呼ぶっていうのはちょっと違うけど……と思った矢先。



「類は友を呼ぶというのはおかしいのです」



　アニアが。

　ほんわかした笑顔を浮かべたアンティークドールのような少女が、すっぱり言いきった。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………え？　……あっ、い、今のは別に、あの、あの」

　沈黙から異変を察したのか、慌てて取り繕おうとするアニアを、ぼくが遮さえぎる。

「あー、いや、うん。そうだね、確かに今の冥利めいりの使い方はおかしかったかな」

「……え？　そうですか？」

「んー、ちょっと意味が」

「ちょっとじゃないのです。かなりなのです。それでは初めからメイリたちもかたくなっていたことになってしまうのです」

「…………」

「…………」

「…………」

「あ……あの、ワタシ、なにかおかしなことを……？」

　不安げに表情を曇らせるアニアは、どこにも変わった様子がない。ぬいぐるみにしか見えないカバンを抱きしめて、気弱な少女そのまま。

「お――おかしくは、ないんじゃないかしら。ね、ねぇ、蓮見はすみ？」

「ん、おかしくは……ないかな、冥利？」

「そ、そうですね……わたしが少し間違えただけで、別におかしなことなどは」

　微妙に引きつった笑みを浮かべる冥利を見て、アニアがほっと息をついた。

「よかったのです……また変なことを言ってしまったのかと思って」

　そうして浮かべられる天使のような笑顔は、ぼくたちを安あん堵どさせたのだけど。

「あ、でも、メイリが間違えたのは『少し』じゃなく『かなり』だと思うのです。そこのところは間違えてはいけないのです」

　なんの悪気も他意もなさそうに。

　天使のような少女は悪魔のごとき言葉をすらすらと口ずさんだ。

「メイリは絶望的なうっかりさんなのですね」

「……」

「……」

「……えーと、うん」

　あっけにとられる二人を尻しり目めに、ぼくはぽりぽりと頭をかいて、

「なるほど、ドＳだ」

　一人大きくうなずいた。



　　　★★



　アニア・リンドベルイ。

　海外生まれ、海外育ち、見た目もまるきり外国人な日本人。

　彼女はそのせいで友だちができなかったらしいけれど――友だちができなかった理由は、必ずしもそのせいじゃないことが判明しつつあった。

「は、はぅぅ……ご、ごめんなさいなのです……」

「あ、あは……い、いいんですよ別に。わたしが間違っていたんですし……少しじゃなくかなり」

「そ、そうね。誰だれでも言い過ぎちゃうことはあるし、そんなに気にしなくても――」

「あの……なんでナツキが口を挟はさむのですか？」

「え」

「今、ワタシはメイリに謝っていたのに……ナツキは微み塵じんも関係ないと思うのですが」

「…………」

「――あっ！　ワ、ワタシ、また余計なことを……？」

「うん、言ったね。気持ちいいほどすっぱりと」

「は、はぅぅ……っ」

　ぼくの言葉に、両手で頭の帽子を抱え込むアニア。

　どうやらアニアは、どの言葉が相手を傷つけるのかわかっていないっぽかった。

　だから言ってしまった後で、相手の反応を見て判断している。

　言われたほうも言われたほうで、アニアが虫一匹殺せないような容姿であるため、毒舌とのギャップにダメージ大なんだろう。

　綺き麗れいな花には棘とげがあると言うけれど、その程度じゃ生ぬるい。ハムスターの口からレーザービームぐらいの破壊力。

　だとすると問題は。

「アニアはドＳ、っていうか毒舌を治したいんだよね？」

「……は、はい」

「じゃあ、しゃべらなければいいんじゃないのかな」

「そ、それは――」

「マコト、言い過ぎです！」

　ひるんだアニアを冥利めいりがかばう。

「しゃべらないで解決するなら、はじめから悩んだりしません……よね？」

　アニアは口を手で押さえたままこくりとうなずく。……しゃべるまいと一生懸命がんばってる。

「というか……その、アニアはどうして自分がそんなふうになってしまったのか、思い当たることはないのですか？」

「……」

　冥利めいりに訊きかれ、ふるふると力なく首を横に振る。本当に困りきっているのか、細い肩は震え、目にはうっすらと涙が浮いていた。

　その涙を見て――かどうかはわからないけど、冥利もまた困ったような顔をする。

「むぅ……原因がわからないというのはやっかいですね……」

　考え込む彼女をよそに、ふと視線を横にすべらせてみると、七月なつきが長机の上でヘコんでいた。

「あたしは微み塵じんも関係ない……あたしは微塵も関係ない……」

　机に突つっ伏ぷしてうわごとのように呟つぶやいている姿はぞっとしない。うーん、あらためて天使の悪魔的発言、効果は抜群だ。

　その天使はそろそろとこちらを見て、小さな声で言う。

「……昔はまだ、言ってはいけないことがわかったのです。傷つけて、嫌われて……だからなるべくしゃべらないようにしていたのです」

　カバンをぎゅっと抱きしめて、瞳ひとみを伏せる。

「でも、ある日……パパとママが言ったのです……アニアは心を開かなくちゃいけない。パパとママが聞いてあげるから全部話してごらん、って……」

　アニアの両親は、娘が無理をしているとわかったのかもしれない。海外を転々としているせいで友だちができないんじゃないと、気づいた。

「ワタシは、パパとママに向かって、思っていたことを全部話したのです……。ママは料理の味付けが三日に一回はおかしいとか洗濯物を生乾きで取り込むのはやめて欲しいとか、パパは年相応の服装を心がけるべきとかワタシにほおずりするときは髭ひげのそり残しを確認して欲しいとか――そういったもろもろのことを全部」

「……突っ込みの部分だけ饒じよう舌ぜつだなぁ」

「……いきいきとしていましたね」

　ぼくと冥利の呟きに、アニアは心底申し訳なさそうに頭を下げる。

「はぅぅっ、ご、ごめんなさいごめんなさい……！」

「いや、うん、ぼくたちに謝ることじゃないっていうか、まあ事実なんだろうしね」

　アニアの母親はちょっと料理と洗濯がアレなときがあり、父親はファッションセンスが微妙だけど娘を溺でき愛あいしている。たぶん、全部本当のこと。

　問題はアニアが『そういったもろもろのこと』をぶちまけてしまったことで。

「で、そんな衝撃的な告白を受けて、アニアの両親は？」

「……大喜びだったのです」

　なぜに。

「アニアの両親ってドＭなの？」

「ぶっ……マ、マコト、言葉を選んでください！」

「あ、ごめん。えーと、アニアのご両親は被虐願望があるの？」

「――難しく言えばいいってことでもないわよ!!　バカなのっ？　ねぇ、バカなの!?」

「お、七月なつきが復活した」

　ツインテールを波打たせて勢いよく顔をあげた七月は、復活早々ぼくに指をつきつけ、目をつりあげる。

「あんたたちがそばにいたらゆっくりヘコむこともできないわ！」

　ゆっくりヘコむというのは変な気がしたけど、それはともかく。

「うん、でもまあ、とりあえず今の話で毒舌の原因はなんとなくわかったかな」

「え……？　わ、わかったのですか……？」

　目をまん丸く見開いたアニアに、ぼくは軽くうなずいてみせる。

「ん、アニアは、理由はなんにせよ、両親に喜ばれてどう思ったの？」

「どうって……あの……」

「正直に言ってくれると嬉うれしいな。――というか、アニアの両親も、アニアが正直に言ってくれて嬉しかったとか言ってなかった？」

「…………はい」

「それを聞いてアニアはどう思ったのかな」

「……………………嬉しかった、のです」

　喜ぶ自分を恥じるように、アニアはうつむいて椅い子すの上で小さくなる。

「自分を隠さなくてもいいって……我慢しなくてもいいって、言われた気がして」

　膝ひざの上に置かれた手が、きゅっと握りしめられる。

「だから、少しだけ……我慢を、やめてしまったのです。――でも」

「やっぱりみんなに引かれて、ショックを受けた、と」

　長い睫まつ毛げが切なげに揺れて、アニアの心の内を余すことなく伝えてくる。

　きっとなにを言ったらダメなのかわからなくなったのも、その時期だったんだろう。

　アニアが自分自身につけていた枷かせ。それを両親が外してしまったことで、元通りにつけなおすことができなくなってしまった。

「親しくなればなるほど、傷つけてしまうことはわかっていたのです……我慢がゆるんで、無意識にしゃべることが多くなるから。でも、独りは寂しくて……だから優しくしてもらうと、どうしても一緒にいたくなってしまって――」

「ヤマアラシのジレンマ」

　冥利めいりが静かに口を挟はさむ。

「近づきすぎれば自らの毒舌針で相手を傷つけるし、遠ければ寂しい……切ないジレンマですね」

　かすかに浮かぶ微笑ほほえみは、近づきすぎて傷を負ったヤマアラシのように痛々しく――どうしようもなく悲しい。

「冥利――」

「わかりました」

　冥利は不敵な笑顔を浮かべ、長机をばんと叩たたく。

「ジレンマなんてくそくらえです」

「…………メ、メイリ？」

「安心してくださいアニア。幸いにもわたしは『白銀しろがねの吸血鬼』です。極上の知を糧かてに、願いを叶かなえる吸血鬼なんです」

　握った拳こぶしを胸の前にかざし、彼女は力強く言い放った。

「あなたの身の上話を対価に――ドＳなお悩み、見事解決してみせましょう！」



　　　☆☆☆



「作戦は、『パブロフの犬』方式で行います！」

　図書準備室から引っぱってきた古い黒板に、冥利は大きな字で『パブロフの犬』と書く。

　いや、書くのはいいんだけど。

「冥利、パブロフの犬ってことは条件反射を使うんだよね？」

「条件……反射？」

　首を傾かしげるアニアに、冥利は自信満々にうなずいて続ける。

「そうです。パブロフさんちの犬畜生は、餌えさをもらうときに必ずベルの音を聞いてヨダレを流していました。そんなことを繰り返しているうちに、犬畜生は餌がなくてもベルの音を聞くだけでヨダレがたれるようになってしまったんです」

「……うん、珍しくちゃんとした説明だ」

　犬畜生はともかく。

「で、それをどう使うのよ？」

　七月なつきの問いかけにぼくが答える。

「逆に利用するんじゃないかな。アニアが毒舌を吐くたびに罰を……ん、罰って言い方はちょっとあれだけど、あまりよくないことが起こるって身体に覚えこませる」

「か、身体に覚えこませるって……」

　なぜか顔を赤くする七月なつき。

「たぶん七月の考えているようなことじゃないと思うよ」

「な――な、なにも想像してないわよっ、スケベ!!」

「墓穴を掘ってますよシチガツさん」

「……！」

「そういう冥利めいりも、七月がなにを想像したのかわかったってことだよね」

「――と、というわけでアニア！」

　ぼくのフリを慌てた様子で流して、冥利はものすごく不安そうなアニアに言う。

「とりあえずあなたの苦手なものを教えてください」

「…………」

「どうしました？」

「……あ、あの、あの、えっと……」

　目をそらしてうつむくアニアに、冥利が神妙な顔で語りかける。

「アニア、つらいのはわたしたちも同じなんです」

「……え？」

「つらい目に遭うアニアを見るのもそうですし、アニアの毒を受け続けるんですから」

「あ――」

　顔をあげたアニアが目を見開いて、

「まあぼくは両方ともおいしくいただけるけどね」

「マコトは少し黙っていてください！」

　冥利はぼくを睨にらみつけてから、アニアに優しく微笑ほほえみかけた。

「この作戦を成功させればアニアの悩みは解消される……そう思うからこそ、そんなつらさも乗り越えられるんです」

「メイリ……」

　感激したように瞳ひとみを潤ませるアニアが、黒板の前に立つ冥利に深く頭を下げる。

「……ありがとうなのです」

　そうして決意を込めた眼まな差ざしで、はっきりと言った。

「ワタシ、がんばるのです……！」

「はい、がんばりましょう！」

　握手でも交わしそうな雰囲気に、七月の冷静な突っ込みが飛ぶ。

「で、結局アニアの苦手なものはなんなの？」

「あ、ええと、あの……た、炭酸の入ったジュースとか」

「……」

「……」

「は、はぅっ？　え、えとえと、なにか間違って……？」

「……他ほかには？」

「く、くすぐられたりするのも……」

「…………腹立つくらいかわいいわね……っ」

　もじもじと上目づかいのアニアを見て、七月なつきがぼそりと呟つぶやく。

　黙ったままの冥利めいりもなにか言いたげにしているけど……うん、今のはしょうがない。

「じゃあ、ぼくはとりあえず炭酸飲料買ってくるよ」

「じゃあ、わたしは――とりあえずくすぐります」

「あたしもやるわ」

「え、えっ？　で、でもでも、ワ、ワタシまだ――」

「言われてから動くのでは遅いですからね。備えあれば嬉うれしいな、です」

「は、はぅぅっ!?」

　意気揚々と動き出すぼくたちを見て、アニアが悲鳴をあげる。

　慌てて逃げ出そうとするものの、七月と冥利に挟はさみ込まれて万事休す。

「……ふふふふ、いくら声をあげてもかまいませんよ？　どうせ人はきませんから」

「こんなときは第二図書館が離れにあるということに感謝したくなるわね……」

　そう呟く冥利と七月を横目に、ぼくはドアのほうに向かうと――

「――マ、マコトっ！」

　アニアに呼び止められた。お、っていうか名前？

　振り返ったぼくに、アニアは両サイドの冥利と七月を交互に見ながら、助けを求めるような表情を浮かべていて、

「あ、あ……あの、あの……っ」

「アニア」

　すがるような眼まな差ざしに、ぼくは笑顔を返す。

「すぐに炭酸買ってくるから、ちょっと待っててね」

「――は、はぅぅ！」

　ドアを閉じても悲鳴は聞こえてきた。



　　　★★★



　そうして買い物から戻ってきたぼくが耳にしたのは。

「――あ、あ、ゃ……ぁは……ぅ、ぅ……ゃ、ぁ……っ」

　悶もだえるアニアの声。

　そっとドアを開けて中をのぞきこむと――女子三人が床の上に絡まりあって倒れていた。ドアのほうに足を向ける三人は、どうやらぼくが入ってきたことには気づいていないっぽい。

　よく見れば、冥利めいりがアニアの右半身を押さえ、七月なつきが左半身を押さえているみたいだけど、なぜか全員息が荒かった。

「――はぁぅっ、……く……んっ……、や、ゃめ……っ」

　バンザイをさせられた格好で切なげな声をもらすアニアは、制服の上着どころかブラウスまでめくられていて、かわいらしいおへそが見えてしまっている。

　そうしてあらわになった白いお腹なかを、冥利と七月が指でつーっと撫なでて、

「ひゃうんっ」

　びくん、と反応するアニアを見てあやしく笑う。

「あは、あはははは……」

「ふふ、ふふふふふ……」

　……二人ともどうしちゃったの？

　っていうか、なんで冥利も七月もアニアに負けないくらい服装が乱れてるんだろう。

　アニアのお腹を撫でるために身を起こした二人は、上着は脱げかけ、ブラウスのボタンも何個か外れていて、ちらちらと見え隠れする鎖さ骨こつがすごく……いい。

　いやぼくの好みはともかく、七月は白い太ももが剥むきだしになっているし、冥利に至ってはスカートが盛大にまくれてその奥にあるピンクの……ってこれ、さすがにまずいんじゃないの？

　思いつつも口に出せないぼくは、もちろん目もそらせない。

　白くやわらかそうな太ももが肉付きの薄いアニアの足と絡まり合い、汗ばんだ肌が愛あい撫ぶされるのを、固かた唾ずを呑んで見守ってしまう。

「ん、は、ぁぁぅっ」

　恥じらいとは違う、妙に艶つやめいた声に、思わず胸に抱えたペットボトルを落としそうになった。

「ぅ……ぁ、ぁあ……も、もぉ……や、やめて……」

「ふふ、ふふふふふ、どうですか……？　もう毒舌とか口にしたくもないでしょう？」

「そうよ……こ、これ以上口にしたら……もっと――もっとすごいことをするわよ……！」

　アニアの懇こん願がんを聞かず、二人は再び寝転がりながら上気した顔で熱っぽく言う。

　床に組み敷いたまま、アニアの下半身へと指を這はわせていく。

　ゆっくりと脱がされるニーソックス。

　もどかしく動く手が、スカートの中にまで伸びていって――

「ん――ふああぁっ！」

　一際大きな喘あえぎ声。

　びくりと身体をはねさせたアニアが艶つやめいた息を漏らし、床に広がった金糸の髪が激しく脈打った。

　これは…………もうしばらくほうっておこう、うん。

　ひとりうなずいたぼくは、そっと長机まで移動し、音を立てずにペットボトルを並べる。

　そのまま観察続行。

「ほら……アニア、さっきまでの勢いはどうしたんですか……？」

「さんざんわたしたちをバカにしてくれたわよね……？」

「胸がどうとか言ってましたよね……！」

「は、はぅぅ……そ、そんなぁ……ワ、ワタシはただ――メイリの胸は身長の割に薄いしナツキのおっぱいはどうしてそんなに大きいのか重くないのか将来たれてしまう心配はないのか――純粋な疑問から訊きいただけなのです……」

「…………」

「…………」

　上半身を起こし、無言で自分の胸に手をやる冥利めいりと七月なつき。

　そのあいだにアニアはあたふたともがきながら拘束を逃れようとして――二人に飛びつかれた。

「――ひゃぅっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　両足にそれぞれしがみつかれ、べたんとうつ伏せに倒れるアニア。盛大にスカートがまくれあがり、白いパンツが丸見えになる。

　バックプリントは耳の垂れたうさぎさんだった。

「ふ、ふふ……まだ……まだ懲りていないようね……！」

「というか、シチガツさんのならともかく……わ、わたしの――む、胸のことを言われるのは心外なんですけど」

「ちょ、なによそれっ？」

「シチガツさんのは――無駄に大きいですから無駄に」

「む、無駄無駄言うなっ！　あんたみたいにないよりはましよ!!」

「ない!?　今ないって言いましたっ!?　アニア聞きましたか、ありますよねわたしたち！」

「え……あの、えと……ワタシはまだ成長途中なのでメイリと一緒にされたくないのです……」

「――――」

　突き放されて、ショックを受ける冥利めいり。

　なんというか……ご愁傷様？

「まあまあ冥利。たとえ小さくてもやわらかければ――」

「マコトっ!?」「蓮見はすみっ!?」

　冥利と七月なつき、二人に叫ばれて、ぼくは椅い子すに座ったまま首をかしげる。

「え、なに？」

「い、いつからいたんですか……？」

「戻ってきてたのなら声ぐらいかけなさいよ……！」

　あ、そうか。気づかれてなかったんだっけ。

「ごめんごめん、邪魔しちゃ悪いかなって思って」

「邪魔しないほうが悪いです！」

「時と場合によるでしょっ！」

　言いながら、冥利も七月もそそくさと制服の乱れを直して立ちあがる。アニアのは七月が手伝っていた。

　三人が席に戻るのを待ってから、ぼくは口を開く。

「で、くすぐりは効果あったの？」

「……なくはなかったですけど」

「あったとも言えないわね……」

「……はぅぅ」

　申し訳なさそうに顔をうつむかせ、もじもじと指先をいじるアニア。

　うーん、これからすることを考えるとちょっと気が引けるな。

　まあ、やるんだけどね。

「じゃ、次のステップにいこっか」

「はぅ……や、やっぱり、それを飲まないとダメなのです……？」

　アニアの視線は机の上へ。そこにはずらりと並べられたペットボトルがあった。

「いろんな味をそろえてみたけど、どれがいい？」

「……ど、どれも」

「嫌だっていうのはダメ。あ、むしろどれが一番嫌かな？」

「はぅぅ……っ」

「なんか会話だけ聞いていると蓮見はすみがアニアをいじめているみたいね……」

「わたしたちもこんなことをしていたんですね……不覚です」

　いまさらのように反省の言葉を口にする二人。

　さっきまでさんざんアニアをいじってたのに……と思ったけど、行為中はアニアの毒舌で我を忘れてたのかも。

「って、そうだ」

　ふとした思いつき。いじる、という言葉でぴんときた。

　ぼくはペットボトルに伸ばしていた手を引っ込め、自分のネクタイを外すと、すぐ隣のアニアに近づいていく。

「え……？　あ、あの、マコト……？」

「動かないでアニア……大丈夫、怖くないから」

「な、なぜネクタイを……え、えっ？」

「ち、ちょっと蓮見……？」

「なにをしているんですか！」

　七月なつきと冥利めいりが身を乗り出してくる前に、ぼくはアニアの後ろに回りこみ、ネクタイをアニアの目に当てて頭の後ろで結ぶ。

　秘技・ネクタイ目隠し。

「…………いや、本当になにをしてるのよ？」

　不思議そうにする七月に、ぼくは軽く言う。

「目隠ししておけば、誰だれがジュースを飲ませるのかわからないよね」

「毒舌を吐かれたあとの話……？」

「そうそう。毒舌を吐かれたら、ぼくたちはアニアに炭酸を飲ませる。するとアニアは炭酸を飲ませた相手に毒舌を吐こうとするわけだけど、目隠しをされていれば誰に毒舌を吐けばいいのか迷うかなって」

「……理屈は通ってるけど」

「っていうか、目隠しされた女の子ってすごくイイかなって」

「明らかにそっちが本音じゃないのっ！」

　勢いよく突っ込んできた七月なつきに、ぼくは肩をすくめてみせる。

「いや、実は冥利めいりもこうされるのが好きって言っててね」

「え……あ、雨夜あまやが――？」

「な――か、勝手にひとをヘンタイさんにしないでください！　そんなこと言うわけないじゃないですか!!」

　頬ほおを赤く染めて割り込んでくる冥利。聞こえてたか。

「……あ、あの、ワタシはどうすれば……？」

　アニアが不安そうに言う。目隠しをしたまま。

　……うん、あれだ。このまま黙って放置したい。

　というのはさすがに無理そうなので、ちゃんと計画を進めることにする。

「んーと、好きなように毒を吐いてくれるかな？」

「え」

「ああ、いきなりそんなこと言われても困るよね。ええと、じゃあぼくについて思うところをぜひ」

「マ、マコトについて……ですか？」

「うん。なに言ってもいいから、どーんとどうぞ」

「…………」

　目隠しで見えないはずなのに、アニアはわざわざ顔をそらして指先をいじいじする。

「あ、あの……マコトは……そのぉ……、――――です」

「え？　ごめん、よく聞こえなかった」

「はぅぅ……、だ、だから……あの、あの……、――いいのです」

「……？　いいよ遠慮しないで。むしろ大きな声で言ってくれたほうがいいかも」

「うぅ……っ、マ、マコトは、か――かっこいいのですっ!!」

　顔を真まっ赤かにしてうつむくアニア。

　うん？　ぼくは毒を吐いてほしいって言ったのに、褒められたということは……

「褒め殺し？」

「ち、違うのです！」

　じゃあなんだろう？　首をかしげていると、冥利と七月が音もなく立ちあがった。

「なるほどなるほど……そういうことだったんですね」

「おかしいと思っていたのよ……なんで蓮見はすみにだけは毒を吐かないのか」

　ふふふふふ、と乾いた笑いを響かせながらこちらに近づいてくる二人。

「好みの男子を前にしたら、誰だれだって緊張してしまいますよね」

「緊張すれば――毒を吐きづらくなるのは当たり前だわ」

「……えーと、二人ともなんの話を」

「マコトは黙っていてください」「蓮見はすみは黙ってて」

　本日何回目かの黙ってろ宣言を受けて、ぼくは口を閉じる。

　沈黙は世界を救う。少なくともぼくの世界は。

　なんて自己完結しているあいだに、七月なつきと冥利めいりがそれぞれ一本ずつペットボトルのキャップをあけていた。

　しゅわしゅわと炭酸の抜ける音に、アニアがびくりと震える。

「あ、あの、あの……？　え、えと、ワ、ワタシまだなにもしゃべって――」

「いいえアニア。あなたはもう十分しゃべりました」

「ええ……大事な大事なことをね」

　炭酸飲料を手にして、二人は不敵に笑う。

「は、はぅ……な、なにを……？」

「なんだと思いますか？」

「え……ええと、もしマコトをかっこいいと言ったことだとしたら、メイリにもナツキにもどうこう言われる筋合いはないと思うのですけど……」

「……」

「……」

　沈黙する二人はお互いに顔を見あわせると、なぜか悔しそうに歯は噛がみして、アニアに詰め寄った。

「さぁアニアっ」

「喉のどが渇いたわよねっ」

「は、はぅぅっ？　乾いているのは二人の心と肌――むぐっ」

　アニアが毒を吐いたと同時に、冥利の持つジュースが小さな口に流し込まれた。

　抵抗しようと伸ばした手は押さえられ、なすすべなく炭酸を飲まされるアニア。

「んくっ、んん……っ、んぅ……」

　こくりこくりと嚥えん下かする白い喉。時折もれる苦しげな声。目隠しをされた顔は、徐々に赤くなっていく。

　頬ほおを赤く染め、切なそうに苦手な液体を一生懸命飲み干そうとするその姿は――あれ？

　なんでだろう。

　無性にエロい。

「――っ、けほけほっ」

　限界がきたのか、アニアが顔をそむけてむせた。

　けふけふと咳せき込こむアニア。

　泡をまとって白くなった液体が、赤く濡ぬれた唇から顎あごを伝って首筋まで流れていく。

「あぅ……こぼしちゃいました……」

　あえぐような吐息。糸を引く唾だ液えき。

　ぼくはカバンから取り出したハンカチでアニアの口元を拭ぬぐってあげる。

　……唇についた白い液体を拭ふき取る。

「――炭酸をね？」

「え？」

「いや、うん……なんでもない」

　ほんとなんでもない。

「……？　マコトが変ですね」

「蓮見はすみが変なのは今にはじまったことじゃないけど」

「えと……メイリとナツキも決して普通ではないと思うのです……」

「……」「……」

「ひぅっ!?　む、無言でいきなりは――はぷっ」

　今度は七月なつきの炭酸攻め。

　勢いよく注ぎすぎたせいか、飲みきれない炭酸がアニアの口からあふれる。

「ち、ちょっとシチガツさん、それじゃあこぼしすぎ――」

「――けふっ」



    

  
    
      



    

  
    
      「きゃっ!?」

　アニアがペットボトルから顔をそむけた拍ひよう子しに、七月なつきが勢い余って冥利めいりの顔に炭酸をかけてしまった。

「あ――ご、ごめん……」

「うう……べとべとします……」

　冥利の顔についた白くてべとべとの液体を、ぼくが拭ぬぐう。

　――炭酸……炭酸をね。

「むぅ……服にもかかっちゃいました」

「胸の部分は自分で拭ふいてね」

「――い、言われなくてもわかっていますっ！」

　冥利が真まっ赤かな顔でハンカチを取り出すのを見て、ぼくはアニアに向き直る。

　そのままあらためて拭いてあげようとして――ふと気づいた。

　アニアの毒を吐く頻度があがってきているような……？

「あの……メイリ……もしかしてメイリの胸は詰めも――むきゅ」

「――う、うぅぅっ、詰めものなんてしてるわけないじゃないですかっ！　詰めものをするなら……もっとましな大きさにします!!」

「ち、ちょっと、あんたが泣かないでよ……ってこら、どさくさにまぎれてあたしの胸を触ろうとするな！　関係ないでしょ!?」

「この胸が……この胸が……！」

「…………」

　ぼくは必死な冥利たちの背中を見て、作戦の欠陥に目を伏せ、口を閉ざす。

　沈黙は世界を救うのだ。

　……ぼくの世界だけ。



　　　☆☆☆☆



　その後もドＳの治療はてこずりにてこずった。

　まず、『炭酸ジュース攻め』は、ペットボトルを数本空にしたところで効果がないとわかり断念。

　代わりに実行された作戦、毒を吐かれたらこちらもアニアに毒を吐き返す、『毒をもって毒を制す戦法』は。

「……特に言うことがないです」

「……そうね」

　冥利も七月も結局はＭ……じゃなくて根が善人ということで、あっさりと挫ざ折せつ。

　じゃあもういっそ、元栓から締めたらいいということで、半ばヤケの『物理的に口を手で閉じる』というのも、気がつくとアニアがそばにあった紙にキツイ突っ込みを書いているという事態に完敗。

　それ以外にも様さま々ざまな方法、アイデアが出てきたものの、すべて頓とん挫ざし、失敗に終わった。

　そうして陽ひが落ちはじめたところで――ぼくたちはようやく気づいた。

「これ……作戦を実行する側の精神がもちません……」

　息を切らせる冥利めいりが、「不覚です」と口にして移動式黒板に手をつき、肩を落とす。心なしかやつれて見える顔は、書いては消しを繰り返した黒板同様真っ白。

「そんなの……わかりきっていたことじゃない」

　そう投げやりに言うのは、ツインテールを力なく揺らす七月なつきだ。長机の端はしに座ってうなだれる姿は、これまた某ボクサーのように燃え尽きて真っ白だった。

「む……あとからそれを言うのはどうかと思います」

「なによ……じゃあ先に言ってたら聞いてたわけ？」

「いいえ、聞きませんよ」

「意味ないじゃないの！」

「意味の問題じゃありません！　そうやって終わったあとに文句を言うのはかっこわるいって言ってるんです」

「かっこいいとかかっこわるいの問題でもないでしょ!?」

「言葉のあやです！　揚げ足を取らないでください!!」

　言い合う二人は、いつもと少し雰囲気が違った。

　普段のそれがじゃれ合いの延長線上にあるんだとしたら、これはケンカの一歩手前。

　……ちょっとまずいかもしれない。

「二人とも落ち着いて――」

「蓮見はすみは引っ込んでて！」「マコトには関係ないです！」

　遮さえぎるように強く言われて、一瞬躊ちゆう躇ちよする。

「そもそもわたしたちが考えているのはアニアのドＳを治す方法で、弱音の吐きかたじゃありません！」

「だからそれが無理だって言ってるんでしょ！　まだわからないの？」

「わからないのはシチガツさんですっ！　なんであきらめるんですか!!」

「あきらめるもなにもあんたが――」



「――やめてくださいっっ!!」



　背後からあがった、悲痛な叫び声。

　振り返ったぼくの目に映るのは、立ちあがり、悲しげに唇を噛かむ少女の姿。

「……やめて、ほしいのです。ワタシの、せいで……ケンカしてしまうくらいなら――もう」

「アニア……！」

　冥利めいりの声に、アニアは小さく首を横に振り、かすかに微笑ほほえんで。

「――あきらめるのです」

　その言葉を口にしてしまう。

　ふわりと舞う金糸の髪が、窓から差し込む黄昏たそがれ色いろの光に照らされ、浮かべた笑顔を綺き麗れいに彩る。

　その幻想的な光景に、ぼくたちはアニアを見て――なにも口にできない。

「最初から……無理な、話だったのです……ワタシのこれは……生まれつきのものなのですから」

　アニアは笑顔を引きつらせるようにして、精せい一いつ杯ぱい唇を動かす。

「……ワタシは、なにを勘違いしたのでしょう……たとえ、ただの噂うわさなのだとしても――どうして誰だれかに助けを求めたのでしょう……？」

「――」

　アニアの痛烈な自問に、冥利の顔が強こわばった。

　知を糧かてに、願いを叶かなえる吸血鬼。

　アニアが頼ったのは、そういう存在だった。

「ア……アニア」

「メイリはなにも悪くないのです」

　静かな微笑み。

「全部、ワタシが悪いのです。人と親しくなれば傷つけてしまうとわかっているのに、それでもひとりがつらくて――仲良くなりたいと思ってしまったワタシが」

　アニア自身を責める言葉。

「わかっていた……ことなのです。……わかっていたはずなのに…………願って、しまって」

　自ら吐いた毒で、自分を傷つける。

「――ごめん、なさい……っ！」

　ぽろぽろとこぼれるのは、涙。

　プラチナの美しい髪の、エメラルドブルーの澄んだ瞳ひとみの、異国情緒あふれる少女の。

　少し口が悪くて、ただの寂しがりやの、アニア・リンドベルイ。

　純粋な彼女の……切実な願いを耳にして。

　ぼくは――口を開かずにいられなかった。



「だったら、治さなくたっていいんじゃないかな」



　それは、ずっと思っていたこと。

「アニアはさ、誰だれかと一緒にいたくて、仲良くなりたくて……だから、ドＳ――悪口を言う癖くせを治したかったんだよね？」

「……」

　濡ぬれた瞳ひとみをまばたき、戸惑うようにうなずくアニアに、ぼくは一歩ずつ近づいていく。

「でも、ちっとも治せなくて、そんなことは最初から無理だと思ってて、諦あきらめてしまう自分もいやで、こんな自分は最低最悪、消えちゃえばいい――」

「蓮見はすみっ！　そこまで言うことは――」

　そう口を挟はさんできた優しい七月なつきに、ぼくは目配せをする。

　視線を交わすだけで黙ってくれたことに心の中でお礼を言い、小さな少女に向き直る。

「そんなこと思ってなかった？」

「…………」

　うなずく代わりに小さく鼻をすすったアニアを見て、ぼくは少しだけ笑った。

「それってさ、変だよ」

「…………へ、変？」

「うん。変」

「な、なんで――」

「だって」

　そこで言葉を切ったぼくは、最後の一歩を踏み出して、アニアの目の前に立つ。

　びくりと肩を震わせ、恐る恐るこちらを見あげてくる少女に、微笑ほほえんでみせる。

「そんなことしなくても、アニアを受け入れてくれる人間がここにいるから」

　小さく腕を広げて、ぼくは黒板前に立つ二人に振り返る。

　冥利めいりも七月も、いきなりのことでびっくりしたような顔をしていたけれど、すぐに言葉を返してくれた。

「そ……そうですよ！　わたしはありのままのアニアでもおーるおっけーです！」

「あ、あたしだってそうよ！」

　冥利が勢いよく手をあげ、七月も対抗するように言う。

「べ、別に、アニアのことが嫌いなわけじゃないんだから……」

「ふん、まねっこですかシチガツさん」

「だからシチガツ言うな！　真ま似ねもしてない！」

　ぎゃーぎゃーいつもの言い合いをはじめる二人。

　ケンカするほど仲が良いっていうのは、たぶん本当だ。

　ぼくは肩をすくめて、ぽかんと口を開けたアニアに語りかける。

「そもそも、人の悪口を絶対言わないようにするっていうのは、難しい話だよね。相手次第だし、その相手がなにを考えてるかなんて、本当の意味ではわからないんだから」

「…………でも」

「うん、わかろうとする努力はしなくちゃいけない。けど、努力してもわからなくて、そのせいで自分を責めちゃうぐらいなら――いっそ周りを自分に合わせたらどうかな？」

「――」

「それは傲ごう慢まんかもしれないけど……傲慢だと思い込んでいるだけかもしれないよ？」

　フタをあけてみれば、相手は気にしていなかった。そんな現実が今ここにあるように。

　アニアが思っているより、周りの人間はアニアの毒を気にしていないのかもしれない。

「で、でも……ワタシ、は……」

　言こと葉ば尻じりを震わせるアニアは、あふれてきた涙をこらえるように顔をうつむかせる。

「アニア」

　静かな声は、ぼくのすぐ後ろから聞こえてきた。

　いつの間にかぼくの後ろに立っていた冥利めいりが、顔をあげたアニアに優しく言う。

「わたしたちは普段、無秩序に散らばった言葉を拾い集め、世界の真理を追い求める活動をしています。もちろん真理といってもさまざまですから、アニアが本当に……ドＳを治したいのなら、その鍵かぎを見つけることもできるかもしれません。――だから」

　そこで間を取った冥利は、見るものすべてを安心させるような笑顔を浮かべて。



「第二図書委員会に入りませんか？」



「――――」

　冥利の差し出した手を、アニアは涙でいっぱいの瞳ひとみで見つめる。

　いや、いっぱいなのは、もしかすると瞳だけじゃないのかもしれない。

　大事なものを抱きしめるように、アニアは胸に手を当て、大きく一つうなずくと。

「はい、なのです……！」

　冥利の手を取り、満面の笑顔を浮かべた。



　　　†



「こうして第二図書委員会にはドＳ毒舌常備型天然系マスコットが加わったのです。めでたしめでたし――」

「いい話ふうにまとめないでくださいマコト……ってそれより、シチガツさんたちは？」

「七月なつきは軽音部に顔を出すって。アニアは寮の前まで送ってきたよ」

「……そうですか」

　後ろ手に扉を閉めたぼくは、念のため鍵かぎもかけて、声のした方――窓際に向き直る。

　すっかり陽ひの落ちた夜。電気を消したままの第二図書館内は、ほとんど見通せない。

　そしてほとんど見通せないからこそ、月明かりに照らされた彼女は美しく目に映った。

「いつも思うことだけど、月明かりってすごいよね」

「……え？」

「冥利めいりがすごく綺き麗れいに見える」

「――――」

「ずっと月が出ていればいいのにね」

「……それって、遠回しに月がないとダメって言われているような気がするんですけど」

「うん？　いやほら、それはしょうがないっていうか」

「血、吸いますよ……っ」

「あははは、吸う？」

「――吸いません」

　ぷいっと顔をそむけて、冥利は硬い声で言う。

「そこまで危険な状態にはなっていませんから」

　頭を振った拍ひよう子しに艶つややかな長い髪が揺れ、月光の下で夜より深い闇やみ色いろに沈む。

　青白い暗くら闇やみの中、細められた双そう眸ぼうは、それこそ血のように赤い。

　日中は紅茶色に見える彼女の瞳ひとみが、夜になると鮮血の紅くれないに染まる理由。

　それは本当に単純なことで。

　ようするに――



　雨夜あまや冥利が本物の吸血鬼だからだ。



「本当に大丈夫？　あんまり無理はしないほうがいいと思うけど」

「大丈夫ったら大丈夫です。っていうか、あの……マコトが――え、えっちな話題を出さなければ……もっと余裕で平気なんですけど」

「んー、ああ、吸血欲求は男女の――性欲に一番刺激されちゃうんだっけ？」

「ぐ……、そのセリフ自体が刺激してるってわかってますよね……っ」

「うん」

「悪びれもせず！」

「だってわざとやってるから」

「本当に血を吸いますよ!?」

「吸えるならねー」

　そう、吸えるなら。

「う……わ、わたしだって……やればできる子なんですから」

　歯は噛がみする冥利めいりの口から、八重歯というには長すぎる歯がちらちらと見え隠れする。

　夜になって顔を出した吸血鬼の本能が血を欲している。目の前にいる人間ぼくの血を。

　けれど彼女は吸わない。――いや、吸えない。

　雨夜あまや冥利は血を見ただけで吐いてしまう嫌血鬼だから。

「……ほんと困ったカラダだよね」

「い、今のも卑ひ猥わいな意味……？」

「や、違うから。むしろそっちの意味では全然困らないから」

「……それはそれでひどいです」

　どうしろと。

　ため息をつくぼくに、冥利はかすかに瞳ひとみを揺らがせて、唇を噛む。

　血を欲しているのに、その血を嫌う肉体。人間で言えば拒食症……いや、冥利は普通に食事もするのでその表現は合わないけれど、意味としては一緒だ。

　血をまったく吸わなければ死ぬという意味では。



    

  
    
      



    

  
    
      「吸えるときに吸っちゃえばいいのに」

「……まだ、耐えられなくはないですし」

　うつむく冥利めいりは、強がるように微笑ほほえむ。

「いえ、いくらでも耐えてみせますよ。そのための第二図書委員会ですから！」

「…………そうだね」

「えと……なにも知らないシチガツさんやアニアを巻き込んでしまうのは……申し訳ないと思っていますけど」

「それは気にしなくていいと思うけどね。七月なつきはなんだかんだで楽しんでくれてるみたいだし、アニアも気に入ってくれるんじゃないかな」

「そうだと、いいんですけど……」

　七月もアニアも知らない。雨夜あまや冥利が血を吸えない本物の吸血鬼で――

　彼女が吸うのは血ではなく、知だということを。

　底知れない知的好奇心で、絶え間ない吸血欲求を飲み込む。

『知恵箱』を設置し、生徒たちから『ネタ紙』を集めるのは、それが冥利にとって文字どおりの糧かてとなるからだ。

「でも、まさか悩みの相談をされるとはね」

「そうですか？　噂うわさのことを考えれば、そういうこともあると思っていましたけど」

「……願いを叶かなえるっていうのはやっぱり大げさだったかなあ」

「はい？」

「ん、なんでもない。――それより冥利、今回はやたらとやる気だったよね」

「わたしはいつだって全力ですよ。ひゃくぱーせんとです」

「ヤマアラシのジレンマ」

　ぼくの呟つぶやきに、冥利の肩がぴくりと反応する。

「そういえば、その話もちゃんと覚えていたよね。珍しく」

「め、珍しくは余計です……！」

「血を吸わなければいけないのに、吸えない自分に重ね合わせてたの？」

「…………そうじゃ、ないです」

　ふるふると首を横に振って、紅あかい瞳ひとみを細める。

「親しい相手ほど、傷つけてしまう。好きな相手ほど――血を吸いたくなる」

「…………」

　傷つけたくない相手ほど、傷つけずにはいられない。傷つけることでしか、愛情を表現できない。愛いとしい人に近づくことは、自らの針で相手を傷つけること。

　……なるほど、確かにヤマアラシのジレンマだ。

　でも。

「ヤマアラシのジレンマっていい意味でも解釈されるんだけど、知ってる？」

「……いい意味で、ですか？」

「うん。近づきすぎれば相手を傷つけ、遠すぎれば寂しい――でも、そういう経験を繰り返すことでちょうどいい距離を見つけられるんだよっていう前向きな話」

「…………」

「あんまり前向きでもないなって思った？」

「――そんなことは」

「ぼくは思った」

　冥利めいりがぱちぱちと目をまたたくのを見て、自然と頬ほおがゆるむ。

「あ……え？　う、嘘うそですか？」

「ううん、嘘じゃないよ。本当にそういう話はある。でもさ、それならぼくはヤマアラシに傷つけられてもいいから、ずっと近くにいたいって思うな」

　そう、だから――

「具体的に言えば、冥利に血を吸われたい」

「――へ？」

　抜けるような高い声。ぼくが思わず吹き出すと、冥利は頬を赤く染めて憤慨する。

「む、むぅぅっ、マコトの話はわかりづらいんです！　どういうことですかっ」

「んー……そのままなんだけど、詳しく話すと冥利が怒っちゃうかもしれないから秘密」

「ひ、秘密って――気になりますよ、はじめから言うつもりがないのなら思わせぶりなこと口にしないでください！」

「まあまあ……って言ってるうちに、吸血欲求もだいぶ収まってきたんじゃない？」

「え……あ」

　目は赤いままだけれど、さっきのように鮮烈な色はしていないし、長すぎる犬歯が口からのぞくこともない。

「い、いつの間に…………これもわたしの日ひ頃ごろの行いが良いから？」

「突っ込むところっぽいけど、あえてスルーするね」

「う、うぅぅ……もう！」

　頬を膨らませ、そっぽを向く冥利。

　その視線の先には、薄明かりに照らされた黒板があった。

　白く汚れたそこには、戦いの痕こん跡せきが残っている。今日一日、アニアのドＳを治すために出した知恵。

　その中で、かすかに読み取れる『ヤマアラシ』の五文字が、頭の中に残る。

　冥利には言わなかったけれど、実際のヤマアラシは針のない頭をお互いにくっつけあって、暖を取る習性があるらしい。

　それを愛情表現と読み取るのは都合のいい解釈だ。

　でも――どうせ都合がいいなら、ヤマアラシは暖を取ると同時に知恵を出し合っていると考えたらどうだろう。

　頭をくっつけあい、血を巡めぐらせ、知を廻めぐらせる。

　その様子は。

「なるほど……第二図書委員会はヤマアラシの集団なんだね」

「――――はい？」

　再度調子外れな声をあげた冥利めいりに、ぼくは小さく笑って窓の外を見た。



    

  
    
      


第二話　ファーストインプレッションは大事です。



「というわけで、今日は第二図書委員会の活動について語りたいと思います！」

　アニアが新メンバーになって最初の放課後第二図書館。

　冥利の宣言に、七月なつきが眉まゆをひそめる。

「……いきなりなに言ってるの？」

「いきなりっていうか、いまさらだね」

　ぼくがそう続けると、隣の席でアニアが不安そうに首をかしげた。

　ちなみに長机を囲う席順は昨日と同じ。ぼくの右隣にアニア、正面に七月、そして左隣のいわゆるお誕生日席に冥利だ。

「いきなりでもいまさらでもありません。というか二人とも委員長であるわたしに断ってからしゃべるように！」

　委員長らしく端はしっこに座っている冥利は、委員長らしくえらそうに胸を張る。ちなみに胸のほうはえらそうどころかだいぶ控えめだ。

「なんでそんなにえらそうなのよあんたは……」

「ふふん、委員長は事実としてえらいからです。アニアが入ってくれたので、その辺のことを再確認しようと思いまして」

「……考えかたがほんと小学生よね」

「そんな小学生みたいな委員長の下にいるんですよ、ヒラ委員のシチガツさんは」

「ああっ、そう考えるとすごく屈辱的！」

　七月なつきがツインテールをゆらして大げさに頭を抱える。本気で悔しそう。

「ふふふ、やはり委員長たるもの、最初のうちに力関係をはっきりさせておかなければいけません。具体的にはヒラのシチガツさんとの力関係を！」

「く……っ、――ふ、ふん、胸のほうはあんたのほうが断然ヒラたいけどね。こっちも力関係をはっきりさせておくべきかしら？」

「にゃ!?　む、むむ胸は関係ないじゃないですか!!」

「委員長がどうとかも関係ないでしょ!!」

「関係あります！」

「ないわよ！」

「ある！」

「ない！」

　いつの間にか二人とも立ちあがって、正面からにらみあっていた。ほんと飽きないなあ。

「まあまあ。冥利めいりの胸はヒラたいし、七月はヒラ委員ってことで一つ穏便に」

「「すむかっ!!」」

　示し合わせたように声を重ね、不服そうに顔をそらす。やれやれ。

「仲が……いいのですね」

　どこか羨うらやましそうに言うアニアに、ぼくは首をかしげた。

「アニアもそうなるよ？」

「え……？」

「えって、アニアも同じ仲間なんだから」

　びっくりしたようにこちらを見るアニア。そんなに驚くことでもないと思うんだけど。

「そ、そうでした……同じ……仲間」

　嬉うれしそうに繰り返すアニアは、両手を握りしめてかわいらしく意気込む。

「ワ、ワタシ、がんばるのです……！」

「そんなに気を張らなくても大丈夫だけどね」

「あ、あぅ……ご、ごめんなさいなのです」

「謝らなくても大丈夫」

「ご、ごめんなさ――あ」

「あははは、かわいいなぁ」

「はぅぅ……」

　アニアは顔を真まっ赤かにして小さくなってしまった。うーん、こうして見ているとやっぱりただの……いや天使のようなという表現が素で使えるとびっきりかわいい女の子だ。

　とても悪魔のごとき毒を吐くとは思えない。ってまあ、ぼくはまだ毒を吐かれたことがないんだけど。

　なんて、アニアの照れている様さまを思うぞんぶん堪能していると。

「マコト、それはないと思います」

「蓮見はすみ、それはないわね」

　いつの間にか席に着いていた冥利めいりと七月なつきが、神妙な顔でそろって首を横に振っていた。

「中等部に所属しているとはいえ、アニアの見た目は小学生ですよ？　そんな子相手にそのセリフは……幼なじみとして忠告せざるをえません」

「今回ばかりはあたしも雨夜あまやを支持するわ。クラスメイトとしてどうかと思う」

「えーと……誤解があるみたいだけど、ぼくに申し開きの機会はあるのかな？」

「ないです」「ないわ」

「じゃあいいか」

「諦あきらめた!?」「そこは粘ってください!!」

　そろって机を叩たたく二人。毎回毎回いい音させるなぁ。っていうかそのうち壊れるんじゃないだろうか。結構古いし。

「あ、あの！」

　と、そこで、アニアが机に身を乗り出すようにして口を挟はさんできた。

「ワ、ワタシとマコトは、一つしか学年が離れていないのですから……べ、別に問題なんてないと思うのです……！」

　たどたどしく、一生懸命な口調に――微笑ほほえましいと思うのは大間違い。

「そもそも胸の大きさでメイリとワタシは大差ないのですし、ナツキもバランスがいいとは言えないのです。それなら将来性の分だけワタシは有利なのです」

「……」

「……」

　一息でまくしたてられた天使の悪魔的発言に、場の空気が凍りつく。

　眠れる獅し子し。眠れるアニア。

　起きるとえらいことになるのは前回確認したばかり。

「……ごめんなさい」

「……調子に乗ってました」

　うなだれて謝る上級生二人を見て、アニアは途端に戸惑う。

「あ、あれ……？　あ――ワ、ワタシまた……！」

　冥利と七月がヘコみ、アニアもアニアでヘコむ。相変わらずの悪循環。

　まあそれはともかく。

「で、冥利めいりは第二図書委員会の活動について語ろうとか言ってたけど、なんでなの？」

「……なんでって、アニアに知ってもらうためです。わたしたちの崇高な活動を具体的に」

「え……ワ、ワタシのために……わざわざ……？」

「もちろんです。アニアはわたしたちの仲間になってくれたのですから」

　当然のようにうなずく冥利に、アニアが恥ずかしそうにうつむく。

「あ、ありがとう……なのです」

「お礼は無用ですよ。むしろアニアの知恵も大いに借りたいんです。――世界の真理を解き明かすために」

「せ、世界の真理？」

　ぱちぱちとまたたかれるエメラルドブルーの瞳ひとみ。

　いきなりスケールの大きくなった話に驚いているのかもしれない。

「別にそんなたいそうな話じゃないわよ。崇高でもなんでもないし」

「む……なんですかシチガツさん。文句があるなら聞きましょう。聞くだけですけど」

「じゃあ言わない。いつもどうでもいい話ばかりしてるとか、そもそもネタが集まるのは噂うわさのおかげとか、とても言えないから」

「言ってるじゃないですか！　きれいさっぱり言っちゃってるじゃないですかっ！」

「全部は言ってないでしょ？　ちゃんとしたネタがあるときのほうが珍しいとか、あまりにネタがないときは蓮見はすみとあたしの豆知識頼みになるとか……そういうことまではさすがに良心が咎とがめるわ」

「咎めてない!!　全然良心機能してないですっ！　鬼！　悪魔！　シチガツ！」

「なんでシチガツが鬼と悪魔に並列されてるのよ!?　バカなのっ？　ねぇ、バカなの!?」

　またはじまった。

　不毛な言い合いを前に、アニアがおろおろしだしている。

　この調子だと再びのドＳ覚かく醒せい→負の連鎖ともなりかねなかったので、ぼくは長机の上に置かれていた『知恵箱』を見ながら軽く言う。

「そこら辺を確かめる意味でも、一度実際にやってみたらどうかな」

「実際に……？」

「うん。第二図書委員会の普段の活動をね」

「――それです、マコト」

　ぽんと手を打った冥利は、嬉うれしそうに『知恵箱』の鍵かぎを外し、

「習うより慣れろ――やられる前にやれ、です！」

　適当なことを言った。



　　　☆



「それではさっそく『知恵箱』を――って、アニアはもう『知恵箱』のことは知っていますね？　この箱は普段、時計塔広場前、一番大きな桜の木の下にこっそり置かれていて、放課後にわたしがまったく同じ箱と交換してきてるんですが」

　得意げに赤い『知恵箱』を持ちあげ、中に入っている『ネタ紙』をかさかさ言わせる冥利めいり。

「……ふふふ、今日もたまってますたまってます」

　ものすごくいい笑顔だ。あまりに純粋すぎて、十六歳のお嬢様にはとても見えない。

　ちなみに『ネタ紙』は、神社のお賽さい銭せんよろしく試験前に異様に増える。今これだけ集まっているのは実力テストが近いからだ。みんな神頼みならぬ吸血鬼頼みをするらしい。

　そのうち『白銀しろがねの吸血鬼』は学業の神として祀まつられるかもしれない。……肝心の神様の成績がいまいちだけど。

「ふん、確かに実際にやってみればわかるわね」

　無邪気な冥利とは裏腹に、七月なつきが意地悪く言う。

「現実を知ったあとで、アニアが雨夜あまやとあたしのどちらをとるか……楽しみだわ」

　腕を組み、ふふんと笑う七月。っていうかいつから勝負になっていたんだろう？

「ふふふー……弱い犬畜生ほどよく吠ほえると言うんですよ、シチガツさん」

　びしっと七月を指さし、ごそごそと『知恵箱』をあさる冥利は、

「これにします！」

　勢いよく一枚の『ネタ紙』（ノートの切れ端はしっぽい）を引き抜くと、自信満々の顔で黙読し――――――――固まった。

「冥利？」

「………………え？　な、なんですか？」

「いや、なんで今『ネタ紙』を後ろに隠したの？」

「……な、なんのことでしょう」

　と言いながら冥利が視線をそらした隙すきに、七月が後ろに回りこんで『ネタ紙』を取り上げた。

「あっ、なにするんですかシチガツさん！」

「それはこっちのセリフ。隠してたらわからないでしょ」

「か、隠してなんて――ああっ」

　最後まで言い終わる前に、七月が『ネタ紙』に書かれた文字を読み上げる。



「えーと、なになに……『タマネギ、卵、牛乳、パン粉、合あい挽びき肉四〇〇グラム』」



「……」

「……」

「……」

「……ハンバーグ？」

　七月なつきの訝いぶかしげな呟つぶやきに、冥利めいりが慌てたようにまくしたてる。

「ち、ち、違います!!　こ、これは一見料理の材料のように見えて、実は深遠なテーマをはらんでいるんです！」

「へぇ……どんな？」

「ど、どんなってそれはその……た、たとえばですね、タマネギとかけましてプロポーズとときます」

「その心は？」

「どちらもキュウコンです！」

「――そういえば七月知ってる？　タマネギってユリ科なんだよ。いいよねユリ科」

「はあ？　いきなりなによ……？　っていうかユリ科の植物って毒を持つものが多いから、あんまりいいイメージないけど」

「えー、毒は怖いけどユリ科って響きがよくない？　ユリだよユリ。その響きを聞くだけでタマネギがやらしく見えてくるよね」

「あんたのその発想が怖いわ！」

「……わたしの発言をなかったことにしてるマコトとシチガツさんのほうが怖いんですけど……」

「寒いネタを平気で口にできる冥利もたいがいだと思うよ」

「そのセリフを笑顔で言うマコトが一番怖いです!!」

　暫定的に怖いものキングの座についた。アイムチャンピオン。あんまり嬉うれしくない。

　ともあれ。

「この『ネタ紙』は夕飯のメモかなにかを間違えて入れちゃったんだろうね」

「ちゃんとわかってた!?　わかってたのに『どんな？』とか訊きいたんですか、さも不思議そうに!!」

「うん。冥利の慌てふためくかわいい姿が見たくて」

「かわ――」

　かあっと顔を赤くする冥利。へたりと机の上に突つっ伏ぷして、恨みがましげにこちらをにらんでくる。

「――う、うぅぅ、マコトはサディストです、ヘンタイさんです！」

「もっと言って冥利めいり」

「…………っ」

　言葉に詰まる冥利は、どう続けてもぼくを悦よろこばせることに気づいたっぽい。黙って机を叩たたく。

「思いのほかおもしろかったから、今のは特別にノーカウントにしてあげるわ雨夜あまや」

　七月なつきの上から目線な発言にも、冥利はぐっと歯を食いしばるだけだったけれど。

「あの……これが、第二図書委員会の……？」

「違います、違うったら違います！」

　アニアの問いかけだけには強く答えた。

「その証拠を今から見せますから！」

　冥利は先ほどよりも勢いよく『知恵箱』から『ネタ紙』を取り出し、そのまま長机にばんと叩きつけた。

　ある意味潔いさぎよい、反面やけくそな行動に、ぼくたちはそろって机の上の『ネタ紙』を見る。

　そうして短冊のような紙に達筆で書かれていたのは。



『彼女が欲しい』



「知るかーっ!!」

「お、冥利の突っ込みが早い」

「どうでもいいです！　っていうかただの願望じゃないですかこれ……！」

「よくあるタイプじゃない」

　椅い子すに腰掛け、腕を組んで余裕の七月。

「次です次！」

　冥利は『知恵箱』をひっくり返す勢いで『ネタ紙』を引いていく。



『クラスの一員に、俺おれはなる！』



「こころざし低っ!!」

「謙虚だね」

「最初からクラスの一員だと思うけど」

　次。



『鏡を見るたびに絶望する』



「く、暗い……重いです……！」

「強く生きて欲しいね」

「鏡を見なければいいのに」

　次。



『ネコってかわいいよねー』



「にゃあぁぁっ!!」

　もう我慢ならないとばかりに、冥利めいりが叫んだ。

　その声に、隣に座るアニアがびくりと身体を震わせる。

「あ、あの……ワ、ワタシもなにかコメントしたほうが……？」

「しなくていいです！」

「してもらってもいいんじゃない？　それがきっかけで話がふくらむかもしれないし」

「そうよ。もうアニアにもバレてるわよ。こういうくだらないネタばかり集まるって」

「う……そ、そんなことは」

　言い返せない冥利を見て、アニアが一生懸命フォローを入れようとしてくれる。

「え、えとえと、じ、人生には回り道も必要だとよく言われるのです……。だから、ワタシは――こういうくだらないことをだらだらと話し合うのも大事だと思うのです」

「…………ぅぅっ」

「あー、えーとアニア。それ以上は勘弁してあげて。トドメになっちゃいそうだから」

「はぅ……っ!?　ご、ごめんなさいごめんなさい！」

　机の上で消沈する冥利。

　それでも『知恵箱』を離さず、『ネタ紙』を取り出そうとする姿は無駄に立派だった。

「わたしは…………負けないです……」

　死地に赴く戦士みたいな声を出して、冥利は机に頬ほおをつけたままの格好で『ネタ紙』を読みあげる。



『なにごとも第一印象は悪いほうがいい』



「――これです！」

　がばりと起きあがり、ぼくたちを見回すと、『ネタ紙』片手に瞳ひとみを輝かせて語る。

「なにごとも第一印象は悪いほうがいい――これは少し考えてみるといろいろ疑問がでてきますよ！　そうは思いませんかアニア？」

「ふぇっ？」

　いきなり話を振られ、まばたいたアニアは、冥利めいりに気け圧おされるようにうなずく。

「え、えと……はい」

「ですよね！」

　屈託なく喜ぶ冥利とは対照的に、アニアは神妙にうなずいた。

「……なるほど、なのです」

「ん？　なにかわかった？」

「あ……えと、第二図書委員会のことが……」

「わかったの？　このやりとりで？」

　ぼくの問いかけに、アニアはぎゅっと両手に拳こぶしをつくり、春の陽ひ射ざしのように晴れやかな笑顔を浮かべて、

「ようするに――暇ひまなのですね」

　身も蓋ふたもなければ、容赦もない言葉をのたまった。



　　　★



「さて」

　こほんと咳せき払ばらい一つして、冥利が朗ほがらかに言う。

「というわけで、今日は『なにごとも第一印象は悪いほうがいい』というテーマについて語りましょう」

「アニアのセリフをなかったことにしたわね」

「しゃらっぷっ、しゃらっぷです！」

　ばんばん机を叩たたき、頬ほおを膨らませる冥利に、アニアが申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさいなのです……」

　しゅんとしてうなだれる様子は、餌えさをもらえなかった小動物みたいだ。揺れる帽子の耳まで寂しげに見えてくる。

「ワタシが余計なことを言ってしまったから、メイリは仕切りなおして……」

「い、いえ……アニアは悪くないですよ？」

「メイリがおもしろくないネタばかり引いてしまうのも、第二図書委員会が暇になってしまったのも、ワタシのせいなのですね……」

「う……それは」

「アニアとは関係なくいつものことよね」

「否定できないなあ」

「――と、とにかくはじめますよこのテーマで！」

　言いながら、冥利は準備室から運び出してきた黒板を指さす。

　黒板には大きく『第一印象は悪いほうがいい』と書いてあった。

「第一印象は悪いほうがいい……ねぇ」

　意外にも興味深そうに呟つぶやいたのは七月なつきだった。黒板のほうへ顔を向けながら、横目でちらちらとぼくを見てくる。

「は、蓮見はすみは……その、あたしの――第一印象……とか」

「七月の第一印象？」

「なぜそんなことを訊きく必要があるんですか」

　鋭く突っ込んだ冥利めいりに、七月がうろたえるように言う。

「べ、別にあえて聞きたいわけじゃないわよ？　……た、ただ漠然と話すより、自分に引きつけたほうが語りやすいかなって」

「あー、それは冥利も言ってたことだよね」

「――雨夜あまやが？」

「うん。謎なぞや疑問は、日常のいたるところに転がってる。だからぼくたちは、ぼくたちの世界の真理を探究するために、身近なことをネタにしていこうって。ねぇ？　冥利」

「……よく、覚えていますね」

「そりゃあ、第二図書委員会が発足したときに話してたことだしね」

　もっと言えば、雨夜冥利の命に関かかわることだから。

　忘れるわけがない。

「…………そ、そうですか」

　なぜか照れるように顔をそむける冥利。あれ、あんまり言われたくないことだったかな？

「それで……どうなのよ」

　七月がツインテールをいじりつつ不安そうに尋ねてきたので、ぼくは天井に視線を投げて思い出す。うーん、七月の第一印象……。

「昔はおとなしかったよね、七月」

　七月とのファーストコンタクトは、確か中等部一年で同じクラスになったときだ。

　昔の七月はあまり人と話そうとしない、無口な子だった気がする。

「バンドはじめてからかなぁ、七月の印象が変わったのって」

「……ど、どういうふうに？」

「どういうって、今みたいに」

「だから今みたいって――」

「――はいはいはい！　そこまでです」

　冥利が七月の話を遮さえぎるように両手を広げた。

「それ以上は『第一印象は悪くてなんぼ』というテーマからズレますよ」

「……今冥利が言ったことも微妙にズレてるけど」

「わ、わたしはいいんです。えっと――そう、委員長ですから！」

「胸はヒラたいのにね」

「なっ、だから――！」

　とかやっているあいだに、アニアがちょんちょんとぼくの制服の袖そでを引っぱってきた。

「あ、あの、マコト……」

　顔をうつむかせて、上目づかいにこちらを見てくる。

「え……えと、あの……ワ、ワタシの第一印象は……」

「アニアの第一印象？」

　こくりとうなずくアニアに、ぼくはほぼ即答した。

「かわいい子だなぁって」

「――――」

「正直びっくりした。ねぇ、七月なつき？」

「……そこであたしに話を振ってくるあんたにびっくりよ」

「え、なんで？　七月もかわいいって言ってなかったっけ」

「あたしのかわいいと蓮見はすみのかわいいじゃ意味が違うでしょ」

「どういうふうに？」

「どういうって――」

「ま・た、話がズレてます」

　たんたんと机を指で叩たたいて、冥利めいりがジト目でこちらを見てきた。……なぜかぼくだけ。

「自分に引きつけて考えるのは大事ですが、引きつけすぎてただの想おもい出で語りになってしまっては意味がありませんよ、マコト」

「ん……確かに自分に引きつけすぎて、ぼくが冥利との想い出を語ったら大変だもんね」

「――え」

　冥利の顔が凍りつく。

「あの……マコトとメイリは……」

「あ、アニアには言ってなかったっけ？　幼なじみなんだぼくたち。幼稚園からの付き合いでね、そうそう幼稚園と言えば、冥利が運動会の徒競走でおも――」

「わ、わあぁぁっ！　マ、マコト!!　話し合いましょう！　話せばわかります！」

「うん、だから話してるよ？」

「べ、別の話……別の話で」

「じゃあ初等部のときの話にしよっか。二年のときにね、冥利がパンツをはかずに――」

「ひぃぃっ！　も、もうわたしとの想い出話はいいです!!　やめてください、お願いですから！」

「えー、まだまだあるのに。冥利の恥ずかしい話」

「なんで恥ずかしい話限定なんですか!?」

「恥ずかしがる冥利めいりが見たいから」

「――うぅぅ……、マコトはひどいです」

　肩を落としてヘコむ冥利を見て、ぼくは「というか冥利との想おもい出でってそういうのが多いしね」という言葉を飲み込む。

　もともとうっかりな冥利は、見切り発車で物事に取りかかるので、そういう話に事欠かない。

　何度失敗しても直らない癖くせ。昔から、ずっとずっと。

　そう考えてみると。

「冥利って全然変わってないよね。それこそはじめて会ったときから」

「し、失礼ですね……ちゃんと変わってますよ、身体だってこのとおり」

「うん、身体のことは置いておこうか冥利。大丈夫、信じていれば奇跡だって起きるかもしれないんだから」

「同情されましたっ!?」

　と言いながら、顔を赤くして胸を押さえる冥利。

「そういうマコトは身体ばっかり大きくなりましたよね……っ、身体ばっかり」

「ぼくは普通に成長したからね。まんべんなく」

「まんべんなくという部分に悪意を感じます……！」

　別に胸がどうこう言ったつもりはないけど。

「まあ胸のことはともかくだ」

「やっぱり胸って言いましたよ!?」

　激しく突っかかる冥利をスルーして言う。

「そう考えると第一印象もそれほど重要じゃないのかも」

「え……な、なんですか急に」

「んー、いや。さっき冥利も言ってたけどさ、終わりよければすべてよしって言うよね」

「……？　だから、それなら第一印象は悪いほうが」

「ううん、終わりが良いのなら、第一印象なんて良くても悪くてもどっちでもいいんじゃないかなって」

　終わりが良ければそれでよくて。

　始まりは良かろうが悪かろうが関係ない。

「……究極ね」

　七月なつきがうなるように言って、アニアが慌てたように口を挟はさむ。

「あ、あの、でもでも、終わりっていつなのかわからないと思うのです……だから、できるだけ最初は良い印象を持たれたほうが……」

「最初の印象が良すぎると、それ以降は会うたびに下がる一方ですよ？　普通にしていても幻滅させてしまいそうですし」

「……はぅぅ」

　うなだれるアニアに、ぼくは軽く言う。

「大丈夫大丈夫、アニアがかわいいっていう印象はむしろ会うたびに増してるから」

「――――」

　アニアが顔を赤くしてぬいぐるみ型のかばんを抱きしめる。うん、増してる増してる。

「というか、最初の印象が良すぎるとそのあとが大変っていうのも、ずいぶんと後ろ向きだよね」

「それは……まあ、そうですね」

「第一印象が悪ければあとは上がるだけっていうのも調子のいい話だし、そうするとやっぱり、第一印象なんて気にしないほうがいいんじゃない？」

　全員を見渡すと、みんなそろって難しそうな顔をしていた。

　あれ？　あんまりうまくまとまらなかった？

「えーと……ようするに、ギャップ萌もえってそこまで万能じゃないよねっていう話に」

「なりませんよ！」「ならないわよ！」

　ダブルで突っ込まれて、ちょっと安心する。よかったよかった。引かれていたわけじゃないっぽい。

「むぅ……いまいちしまりませんね。こう、一言でびしっと決まるような結論が出るといいんですけど」

「えー、一言でびしっと決まってないかな。『第一印象の良よし悪あしなんてどうでもいい』――ほら」

「マコト……どうでもいいが結論っていうのはどうなんですか」

「さすがにそれはないと思うわ蓮見はすみ……」

　女子二人から非難され、ぼくはほんの少し考える。ん、じゃこれならどうだ。

「『第一印象は関係ない』っていうのは？」

「……いえ、どうと言われても」

「関係ないって……」

「あの……意味が……」

　全員に困惑されて、軽く両手をあげる。

「うーん、ほら、こういうときこそ自分に引きつけて考えてみるんだよ。たとえば――ぼくはアニアのことが好きだけど」

「「なっ!?」」「――ふぇっ!?」

「ああいやいや、好きっていうのはアニアにかぎらず七月なつきにも冥利めいりにも言えることだよ」

「……あ、ああ……たとえ話なのね」

「ううん、本心だけど」

「「「――――」」」

「それぞれ違う第一印象だったのに、好きっていう結果は同じ。ほら、やっぱり関係ない」

「……」

「……」

「……」

　三人とも、そろって無言だった。

「……あら？」

　全員に突っ込まれるのも困るけど、全員に沈黙されるのもそれはそれで困る。

　なんだろう、お寒い感じになってしまったのだろうか。

　っていうか、ちゃんと伝わってない？

「ええと……別にみんなが好きだからってハーレムを作ろうとかそういうつもりはないよ？」

「当たり前です」「当たり前でしょ」

　冥利めいりと七月なつきからの同時突っ込み。

「あ、あのあの……ワ、ワタシは別に――」

　遅れてアニアが口を開くものの、七月のため息に乱入されてしまう。

「よく、そういうことを恥ずかしげもなく言えるわよね……」

「マコトはどこか大事なところのネジが飛んでいるんだと思います……」

　しみじみと言う二人は、ぼくの顔を見てもう一度嘆息する。

「あれ……ひどい言われよう。結構真面目まじめに言ったつもりだったんだけど」

「それがダメなんです」「それがダメなのよ」

「でも――」

　胸の前で手を組むアニアが、天使も惚ほれるような笑顔を浮かべる。

「それがマコトのいいところだと思うのです……」

　……うわー、これは照れる。照れるっていうか。

「結婚してアニア」

「はぅぅっ!?」

「って思わず言いたくなるレベル」

「「まぎらわしい!!」」

　再度冥利と七月に突っ込まれて、ぼくは肩をすくめる。

「ほら、ぼくがしゃべってることってほとんどが冗談だから」

「限度がありますよ……！」

「っていうことは冗談っていうのも冗談なんだけどね」

「え……え？」

　と冥利めいりが混乱したところで、ぼくはアニアに向き直って軽く言う。

「ま、第二図書委員会の普段の活動はこんな感じだから。それこそ今日のテーマじゃないけど、あんまり印象が良くなくても――」

「いいえ」

　アニアはふるふると首を横に振り、

「最高の……第一印象でした」

　はにかむように笑う。

「――む」

「ふーん……」

「そっか」

　なんとなくむずむずするぼくたちを見回し、アニアは両手をうち合わせて、



「あとは上がるだけなのですから」



「「え!?」」

「……え？　ち、違うのですか……？」

　不安そうな表情を浮かべたアニアを見て、冥利と七月なつきが微妙な顔をした。

「え、えーと……」

「違わないというか、なんというか……」

　と口では言うものの「最高ってそっちの意味!?」という突っ込みが透けて見えている。

　もちろんアニアはそんなことには気づかず、不思議そうに首をかしげるだけ。

「――ま、まあ、そう言えなくもないですよね！」

　と冥利がそれこそ微妙な結論を出したところで、「じ、じゃあ、そろそろあたしは軽音部のほうに……」と七月も続いて、その日はそのまま解散になった。

　そこはかとなく次に不安の残る結末。

　……けれど、ぼくはそれでもいい気がした。

　だって、本当に最悪な印象だったのなら、次なんて考えられないはずだから。

　自分自身も含めて変わることができるという期待。

　そういう期待があるから、次も来ようと思える。

　だとすれば、それは文字どおりに最高の第一印象なのかもしれない。

　――と、帰り際冥利に話してみたら。

「……そういえば、マコトって昔から女の子には甘々でしたよね」

　なぜか変なふうに怒られた。

「えー、そうかな？　――ああ、確かに冥利めいりには甘かったかもしれないけど」

「そ……そういうことを言ってるんじゃないです！」

「そうなの？」

「そうです」

　ぷいとそっぽを向く冥利は相変わらずで、ぼくの知っている昔の冥利のまま。

　変わっていくこと――変わらずにいること。

　それは、最初の印象がなければはじまらないわけで。

「そういう意味では……第一印象も大事なのかな」

　そう言えなくもない。

　今日をスタートに、アニアの加わった第二図書委員会がどう変わっていくのか――。

　楽しみなのは間違いなかった。



    

  
    
      


第三話　この道を行けば……以下略。



「我が道を行け、行けばわかるさ、ごーいんぐまいうぇいです！」

　今日も今日とて放課後の第二図書館。

　右手に『知恵箱』、左手に『ネタ紙』を携えた冥利が突然言いはなち、ぼくたちは――。

「……」

「……」

「……」

「ノーリアクションですか!?」

　ばんと机を叩たたいた冥利に、教科書を開いていた七月なつきがわずらわしそうに顔をあげる。

「雨夜あまや、うるさい」

「……！」

　ぞんざいに言われ、絶句する冥利。

　ちなみにアニアは一連のできごとに気づいていないのか、参考書らしき本を食い入るように読んでいる。ぼくも外から見れば二人と同じような状況だ。

「冥利は大丈夫なの？　テスト勉強しなくて」

「テ……スト、勉強――それはタブーですよマコト……！」

「いや、タブーっていうか、今日はどこに行ってもその話ばっかりだったよね」

　なにせ明日あしたは学園全体で合同実力テストがある。生徒は全員強制参加だ。

　冥利めいりはあまり成績がよろしくないので、むしろこの中で一番しっかり勉強しなければならないはずだけど。

「そこでこの『ネタ紙』が登場するんです」

　そう言って、机の上に『ネタ紙』を広げる冥利。

　そこに書かれていたのは。



『我が道を行け！　ゴーイングマイウェイ！』



「現実逃避はよくないよ、冥利」

「な――ち、違いますよ、ちゃんと選んだ理由があるんですから」

「へえ」

「……その顔は信じていませんね？」

「ううん、信じる気がない」

「信じる以前の問題!?」

　などと言っていても仕方ないので。

「じゃあとりあえず、聞くだけは聞くから言ってみて」

「むぅ、微妙に上から目線なのが気になりますが……ようするにですね、今日は学園のほぼ全生徒がテスト勉強をしているわけじゃないですか」

「してるね。今もね」

「いえ、そこでシチガツさんとアニアを見てもわたしは動じませんよ。不動の精神です」

「……意味も使い方もあってるけど、間違ってるなぁ」

　人として。

「みんなが勉強している中、わたしだけはあえて勉強しない。これこそまさに、ごーいんぐまいうぇい。つまり、格言を自ら実行することにしたんです！」

「見事だね」

「そうでしょうそうでしょう」

「うん。見事な現実逃避」

「そっちですか！」

　そっちって、それ以外になにがあるんだろう。現実逃避を実行しているだけなのに。

「まあいいけどさ……今日のお題はそれなの？」

「『我が道を行け』という言葉から、マコトが思いつくことはなんですか？」

「んー、そうだね。自分を持っている人とか……あとは個性が強い人かな」

「個性が強い――」

　なぜかそこで冥利めいりが言葉に詰まった。

「どうかした？」

「……マコトはぴんときませんか。わたしたちは高等部で――いえ、この学園でもっとも個性の強い人物に心当たりがありますよ……」

「ん……誰だれ？　冥利？」

「なんでですか！」

「ごめん、ぼくも今思ってもいないのに口に出してた」

「…………それはそれで悲しいです」

　確かに悲しい。いや冥利もけっこういい線いってると思うんだけどね。

「え、本当に忘れてるんですか……？　学園一ものすごい人ですよ？」

　直接口にしたくなさそうな、はぐらかした言い方。

　そしてなにより、こわばった冥利の表情に、ぼくはあらかじめ思いついていた人の名前を口にする。

「ああ、菊理くくり先輩か」

　そう呟つぶやいた瞬間、冥利の肩がびくりと震えた。

　そのまま入口のドアにおそるおそる振り返り――誰もいないことを確認すると大げさにため息をつく。

「マコト……その名前をあんまり気軽に口にしないでください。心臓に悪いです」

「冥利は本当に苦手だからねー、菊理先輩。従姉妹いとこなのに」

「従姉妹じゃないです……遠い遠い親しん戚せきです。不覚な関係です」

「不覚な関係って……叔お母ばさんの娘とか言ってなかったっけ？」

「わたしの言っている遠さは物理的なものじゃないんです。遠いと信じたいんです」

　などと言いながら、遠い目をする冥利。

　冥利にそこまで言われる菊理先輩は、『従姉妹の幼なじみは自分の幼なじみ』という意味不明なジャイアニズムで、一方的にぼくを幼なじみとみなしてくる変じ……変わった人だが、悪い人じゃない。

　それに普段の彼女は生徒会の仕事で忙しいので、なかなか――って。

「あれ……そういえば今日ってテスト前だから、課外活動禁止の日じゃなかったっけ」

「……？　そうですけど。なんですかいまさら」

「いや、だったら菊理先輩も仕事なさそうだよね」

「――――」

　あ、黙っちゃった。

　心なしか顔も青ざめてきた気がするので、一応フォローしておく。

「まあそうそう簡単に仕事が終わるとも思えないし、たとえ終わってたってこっちに来るとは――」



「それは聞き捨てならないな！」



　いきなり開け放たれた窓。

　とんでもないタイミングでとんでもないところから侵入してきたのは、長い黒髪をたなびかせた長身の少女。

　切れ長の瞳ひとみを鋭く細め、髪をかきあげる仕し草ぐさや服の乱れを直す手つき、ひいては窓枠を乗り越える動きさえ洗練されて見える彼女は。

「ク――ククリ先輩!?」

　悲鳴に近い冥利めいりの絶叫に、菊理くくり先輩は艶つややかな微笑を返し、軽く片手をあげてみせる。

「やあ愛いとしのめいめい。元気だったかな？」

　愛しの、と言った瞬間、冥利がぶるりと身体を震わせた。

「んん？　これはどうしたことだろう、めいめい。顔色がよくない。よければこの宗像むなかた菊理に――」

「決して診みせたりはしません！」

　机に身体ごと隠すようにして、冥利はその場で小さく縮こまる。警戒する猫みたいだ。

「困ったな……本人の承諾が得られなければ無む理り矢や理りやるしか」

「やらないっていう選択肢はないんですかっ!?」

「ない」

　胸を張ってきっぱり断言。

　冥利と違い、出るところが出まくってる先輩の仕草は非常に迫力があった。

　……いや、関係ないけど。

「聞いていたぞ、めいめい。今日のテーマは『我が道を行く』だろう？　宗像ほどこのテーマにぴったりな人間もいないじゃないか」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんと自分の道を貫くことは違います……！」

「うん。だから、宗像は自分の道を貫いて――」

「傍若無人です！　その態度がすでに！」

「ふーむ……いつ来てもめいめいはいい突っ込みをするなあ。しかし、突っ込みと言えば――お？」

　菊理先輩の目が爛らん々らんと光る。

「これは驚いた。一人メンバーが増えているじゃないか」

　ぼくの左隣に座るアニア。びっくりした顔でこちらを見ている。

　菊理くくり先輩、どうやらアニアにターゲッティングしたらしい。

　音もなくアニアに近づいていき、そのまま一気に――襲いかかりそうなところを止める。

「はいはい菊理先輩、そこまでにしておいてください」

　ぼくが後ろから両腕を押さえると、菊理先輩はおとなしくその場で立ち止まり、首だけ振り向けてきた。

　背中で踊る黒の艶つや髪かみ。

　切れ長の目が人懐こそうにぼくを見つめてくる。

「やあ、まこまこ」

「……まこまこはやめてください」

「ふ、やめろと言ってやめる宗像むなかたではない――と言いたいところだが」

　するりとぼくの両腕を引っぱり、身体を密着させてくる菊理先輩。

　前のめりになったぼくは、自然と先輩を後ろから抱きしめるような格好になる。

「まこまこが宗像の心の隙すき間まを埋めてくれるというのなら……考えてもいいかな」

　小首をかしげた拍ひよう子しに黒髪が揺れて、シャンプーの匂においが鼻び腔こうをくすぐる。蠱こ惑わく的てきに開かれた唇からなまめかしい吐息がこぼれ、しっとりと濡ぬれた瞳ひとみから目が離せなくなった。

　一歩進んだ女性の色香に、ぼくは――



    

  
    
      



    

  
    
      「マコト！」

　冥利めいりの声を聞いて、どうにか身を引く。

「いえ、そういう冗談はいいので」

　ぼくがそう答えると、菊理くくり先輩は一度目を細めてから手をはなした。

「残念。またフラれたか」

「またって……」

「本気じゃないくせに――なんて思った？」

　再び顔を寄せてくる菊理先輩。

　身長があまり変わらないので、正面から見つめあう形になる。

「まこまこ、一つ言っておこう。宗像むなかたはいついかなるとき、どのような場合でも――全力で本気だ」

「…………」

「そして隙すきあらばふざけようと思っている」

「台無しだ！」

　思わず普通に突っ込んでしまった。相変わらずとんでもなかった。

　ぼくは頭をかいて気を取り直すと、ため息をつきながら言う。

「なんでもいいですけど……それで節操のなさをごまかせると思ったら大間違いですよ？」

「わかってないなまこちー」

「まこちーっ？」

　声がうわずった。なんてあだ名を……！

「宗像は節操がないんじゃない。人がやらないことをあえてやっているだけだ」

「……ものはいいようですね」

「それだけじゃない。宗像は人に反対されればされるほどそれをしたくなる。そして――人に反対されなくてもしたいことはする！」

「結局無む茶ちや苦く茶ちやなだけじゃないですか!!」

　ぼくの代わりに冥利が突っ込んでくれた。いやもうほんとそのとおりなんだけど、腕を組んで微笑ほほえむ菊理先輩は、そういうキメの入ったセリフがそれこそ無茶苦茶似合っていた。

「仕方ない。まこちーを落とすのは次の機会にしておこう」

　……大変困ったことに、先輩がとんでもないあだ名を気に入ってしまったらしい。

「いえ、菊理先輩。ぼくはまこまこです」

「うん？　あれだけ嫌がっていたのに自らそう呼んでほしいと？」

「はい。男子三日会わざれば刮かつ目もくしてみよ、です。心変わりも激しいんです」

「数十秒前には『まこまこはやめてください』と言っていた気がするが」

「数十秒で三日分の心変わりがありました。女心とマコトの空です」

「空のほうを変えちゃうのか！　心のほうではなく！」

「はい。変えちゃいます。今は秋じゃありませんから」

「そこは女のほうが大きなファクターだと思うんだが……まあいい」

　ふっと息を抜くように笑う菊理くくり先輩。

「そこまで言うのならこの宗像むなかたも鬼じゃない。呼び名を――どうしようかな？」

　そこでまた試すような眼まな差ざしを向けてくる。……ほんと一ひと筋すじ縄なわじゃいかない人だ。

「じゃあぼくも宗像先輩のことクリリンって呼んでいいですか？」

「む、それは――」

「恥ずかしいでしょう？」

「…………ときめく」

　ときめかれた。微妙に声が小さくなり、顔をうつむかせて、マジっぽかった。

「なんでときめくんですか……嫌がってくださいよ素直に」

「宗像、今までの人生であだ名とかつけられたことないから。実はそういうのに憧あこがれていたり」

「……いや、でも、クリリンですよ？　地球人最強と同名ですよ？」

「偶然だな。ちょうど地球人最強を目指していたんだ」

　――そんな偶然があってたまるか。

「それにまこちーがつけてくれるあだ名ならなんでも嬉うれしい」

　そう言ってはにかむように笑う菊理先輩。……このタイミングでその表情は卑ひ怯きようだ。

「なら、ムナゾウとかでもいいんですね」

「強そうで素敵だな」

「……オキクとか」

「古風で落ち着いているイメージだ」

「…………いっそククでも」

「シンプルで素晴らしい」

「――――――やっぱりやめておきます」

「む？　なんだ、せっかくあだ名をつけてもらえると思ったのに」

　本当に残念そうな菊理先輩を見て、ぼくはこっそりため息をつく。

「あだ名はまた今度ということで……それよりいいかげん話を進めましょう」

　菊理先輩が相手だと、冥利めいりがあまり話に加わってこようとしない。こっちを見て「むー……」と唸うなりながら、なにか言いたげな顔をするだけ。

　そのせいでぼくの負担が大きくなるのだけど、ぼくはぼくで菊理先輩の相手が嫌じゃないのが困る。……困る？

「ふむ、そうだな。せっかくひさしぶりの第二図書委員会だ。時間を浪費してしまうのも惜しい」

「とか言いながらなんで服を脱ぎはじめてるんですかね……」

「ん？　この程度はまだ脱いだうちに――あ、まこちーちょっと持っていてくれ」

　きちんと羽織っていたブレザーを脱ぎ、リボンと一緒にぼくに手渡してくる。ぼくが受け取るやいなや、先輩はブラウスのボタンに手をかけ――

「ち、ちょっとククリ先輩！　なにを――」

　声をあげた冥利めいりも気にせず、大きく胸元を開く。

　目の前で創りあげられた肌色の谷間。

　豊満としか言いようがない二つの膨らみ。

　ブレザーとブラウスに押さえつけられていたせいか、普段服の上から見るより格段に大きな胸が、ぼくの目に飛びこんでくる。

「ふう、すっきりだ」

　胸元をぱたぱたとあおいでいた菊理くくり先輩は、そう言って満足げな表情を浮かべると、

「すっきりしたところで――行動再開だ」

　にんまり笑って踵きびすを返し、いきなりアニアに抱きついた。

「ひゃぅぅっ!?」

　響きわたるアニアの悲鳴もなんのその。

　菊理先輩はアニアを後ろからぎゅっと抱きしめる。

「おお、なんだこの子！　すごく……すごくやわらかいぞ！」

「はぅぅっ、――な、な、なに、なんっ」

「はははは、かわいいかわいいかわいい！」

　アニアにさんざん頬ほおずりしたあとで、素早く上着を脱がせる菊理先輩。

　ぷちぷちとブラウスのボタンを外し、水色のキャミソールをあらわにすると、そのままキャミソールの下に手を差し入れる。

「ふぁああっ!?」

　いきなり跳ね上がったアニアの声。

　菊理先輩の手が、起伏の乏しいアニアの胸を撫なでるように触っていた。

　キャミソールの上からでもわかる手の動きは、胸の突起部分を執しつ拗ように刺激しているようで、あっという間にアニアの顔が羞しゆう恥ちに染まる。

「は――ぅく、あ、あ、ん……ふあぁっ」

「うーむ……大きさはあれだが、実に良い感度だ……」

　うっとりとした表情の菊理先輩とは対照的に、頬を赤らめ、ときおり身体を震わせるアニア――ってあれ？

　……対照的でもない？

　喘あえぐように口を開き、もれてしまう声を必死にこらえようとしているのは、むしろ……

「ぁ、は……、んっ！　……ぅ、ぅぅ……っ、マ、マコト……た、助け」

　アニアの伸ばした手を、ぼくは取ることができない。

　菊理くくり先輩が指を動かすたびに、小さな身体をはねさせ、切なげな声をもらすアニア。

　ほんのりと上気した肌に、潤んだ瞳ひとみ。

　羞しゆう恥ちと快楽の狭はざ間まで必死に理性を保とうとする表情に、ぼくはすっかり目を奪われてしまった。

　と、いうか。

　――菊理先輩グッジョブ！

　――もっとやれ！

　などという脳内スタンディングオベーションがうるさくて、身体がいうことを聞いてくれなかった。

　く……ごめんよアニア、ぼくの力がたりないばかりに。

　そんな一人葛かつ藤とうごっこをしているあいだにも、菊理先輩の魔手はアニアの肉体を容赦なく蹂じゆう躙りんしていって――

「って、なにやってるのよ!?」

　鋭く飛んだ七月なつきの声。

　七月に突っ込まれると、菊理先輩はあっさりとアニアの拘束を解いた。……残念。

「やあナナ、ようやく突っ込んでくれたな。めいめいにナナ、二人に突っ込まれて宗像むなかたはやっとこの空間にいることを許された気分になるよ。――そのうちまこちーにも激しく突っ込まれるようになりたいものだが」

　と言ってこちらに流し目を送ってくる。そんな物欲しそうに見られても突っ込みませんけどね……。

「ああ、ちなみに突っ込まれると言っても」

「――それ以上のことを口にしたら退場ですよククリ先輩」

　出口を指さす冥利めいりに、菊理先輩は肩をすくめてみせる。

「わかってる。もちろん冗談……と見せかけて」

「見せかけなくていいです!!」

　ばんと机を叩たたき、冥利が叫ぶ。だいぶ突っ込みが早くなってきた。七月のおかぶを奪う勢い。

　その七月は腕を組み、呆あきれたようにため息をついて菊理先輩を見る。

「というか、なんで宗像先輩がここにいるのよ……？」

「ふむ、宗像はいつだってみんなの心の中に」

「そういうのはいいから」

「むしろわたしの心からは積極的に消してしまいたいです……」

「めいめい……冷たいな。たった一週間会わないだけで倦けん怠たい期きのパートナーのようになってしまって……」

「そもそもわたしとククリ先輩がいつそんなに仲良しになりましたか」

「裸で抱き合った仲じゃないか」

「みゃっ!?　――そ、それは、ち、小さいころの話でしょっ？　それも一緒にお風ふ呂ろに入って、身体を洗ったときに間違って」

「お互いの胸を触りあったりもしたなあ……懐かしい」

「う……くっ、その手の動きをやめてください……！」

　顔を赤くして胸を隠すようにする冥利めいり。

　菊理くくり先輩は昔を思い出すようにしみじみと目を閉じている。

「あのころを思い出すためにも、宗像むなかたはもっと仕事の能率をあげなければならないな」

「……仕事の能率をあげるのは勝手ですけど、第二図書館には来なくていいですから」

「なんとめいめい！　これが苦楽を共にした同志にする仕打ちか……？　あまりにひどい」

「ひどいのはククリ先輩ですよ……見てくださいアニアのこの脅おびえよう！」

　冥利の指さした先には、乱れたブラウスを直すこともなく、放心しているアニアの姿。

　虚うつろに見える瞳ひとみは、つらい現実から目をそらしているからかもしれない。……トラウマになってたらどうしよう。

「大丈夫、アニア？」

「……マコト……マコトは、汚れてしまったワタシでももらってくれますか……？」

　潤んだ瞳で上目づかいに見つめられて、うっかり「よろこんで」と即答しそうになる。が、さすがに自重。弱よわ味みにつけ込むような真ま似ねはよくない。

「だいたい同志って……宗像先輩は第二図書委員じゃないじゃないの」

　七月なつきの突っ込みに、菊理先輩が切れ長の瞳を不思議そうにまたたいた。

「そうだな。宗像は生徒会長だ。それがどうかしたのか？」

　さらりと言う先輩。

　――これがびっくりすることに、口から出任せじゃないのだ。

　紫むらさき十じゆう字じ学がく園えん高等部二年、宗像菊理。

　彼女は高等部にあがってから、二期連続で生徒会長を務めている。

「え……、か、会長さんなのですか……？」

「む、そこのブロンド少女は宗像を知らないのか？　ということは最近転入してきた生徒だな。ふむ……金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女で転入生。その制服とリボンは中等部の三年だから――――ああわかった、Ａ組のアニア・リンドベルイだ」

　ほぼノータイムで答えに辿たどり着き、菊理先輩は驚くアニアに微笑ほほえみかける。

「であれば、先ほどのリアクションもうなずける。生徒会長である宗像むなかたを知っていれば、もっと別の驚きかたをするはずだからな」

「べ、別の驚きかた……？」

「まぁそれについては後のち々のち知ることになるとしてだ――それより、めいめい」

　身構える冥利めいりに、菊理くくり先輩はゆっくりと近づいていき、神妙な表情を浮かべる。

「さっきのお風ふ呂ろの話にちなんで、大事なことを訊ききたいんだが……いいかな？」

「……内容によります」

「そう構えなくても大丈夫だ。それにこれは今日のテーマ、自分を貫くという話にも関係しているぞ」

　机に片手をつき、顔を近づける先輩。その目は――真剣そのものだ。

「そ、そんなこと言って、ろくな質問だった試しがありませんよ……！」

　冥利も負けじと顎あごをツンとあげるが、菊理先輩と正面から目が合い、怯ひるんでしまう。

　今日のテーマに関係しているというのも効いたのかもしれない。

「………………なんですか？」

　おそるおそるの問いかけに、菊理先輩は一度小さくうなずいてから、難しそうな顔で言い放った。



「めいめい、最近自分の部屋でなにかおかしなことをしていないか？」



「…………」

「…………」

「…………」

「…………は？」

「しらばっくれるか。では、もう少し具体的に言おう。めいめいは一日一回、主にお風呂に入る前に、自室の鏡の前で胸を寄せてあげている。ご丁寧に部屋に鍵かぎまでかけてな」

「…………っ!?」

「おっと、さすがの宗像もなぜという理由まではわからないぞ。だが想像の翼を広げれば、ほーら見えてくる……。健けな気げなめいめいは慎つつましい胸が少しでも成長していないか自らの手で測り、『もしわたしの胸が大きかったら……あんなこともできるのに』とか切ない思いにふけっているのだ……。そして小耳に挟はさんだ豊ほう胸きよう体操を一生懸命――」

「ひ、ひゃぁあああああっっ!!」

　顔を真まっ赤かにした冥利が変な悲鳴をあげ、菊理先輩に手を伸ばし――ひらりとかわされ、床に転ぶ。

「まあ待てめいめい。まだ宗像のターンだ。つまり、宗像が言いたいのはだな、めいめい最近ちょっと変わった？　ということなんだ」

　ひとりうなずく菊理くくり先輩は、けれど、なにかを思い出しようにぽんと手を叩たたき、

「ああでも、服を脱ぐとき必ず下からというのは変わっていないな。めいめいはまず制服のスカート、あるいはパジャマのズボンを脱ぎ、上はブラウスで、下はパンツだけになる。宗像むなかたからすればその格好こそがジャスティスなのだが、めいめいはいつもすぐにブラウスも脱いでしまい、ブラジャーを外して控えめな二つの膨らみを――」

　まるでその目で見てきたかのように、菊理先輩は冥利めいりの着替えを詳細に描写していく。

　ついでとばかりに冥利の身体……特に胸まわりのことを。

　その語り口は淀よどみなく流麗で、聞いているぼくからすれば、実際に冥利の着替えをのぞいているような気分になった。

　ある意味一つの芸術だ。

　あるいは一つの盗撮だ。

「ち、ちょっと蓮見はすみ！　耳を塞ふさぎなさい！」

　慌てて七月なつきが立ちあがり、ぼくのもとへ歩みよろうとしてくるが、それより早く隣のアニアが立ちあがって、後ろからぼくの耳を塞いできた。

　小さくて、あたたかな手の感触。うわー、こそばゆい……。

「ご、ごめんなさい……ごめんなさいなのですマコト」

　いや、二人とも元を正さないと意味がないと思うんだけど。あとアニア、押さえてる手の力が弱くて普通に声聞こえてる。

　冥利は冥利で「い、いい、いつのぞいたんですか!?」とか「自分を貫くとか全然関係ないじゃないですか！」とか叫びながら菊理先輩の口を塞ごうとするものの、ちっとも捕まえられない。運動能力の差が如実に出ている。冥利……吸血鬼なのに。

「はははは、めいめいこっちだぞ」

　そうこうしているあいだにも菊理先輩はいきいきと図書館内を駆け回る。みなさん、あれがこの学園の生徒会長ですよー。

「うう……っ」

　冥利のほうは対照的に、苦しげにあえいで――さすがにちょっとまずい気がしてきた。

　やりすぎは、危険。

「ごめんアニア。手、はなしてくれるかな」

「え？　あ――」

　やんわりとアニアの手をどかして、ぼくはほぼ追いかけっこ状態になっている二人に声をかける。



「そろそろ真面目まじめにやりましょうよ」



　急停止した菊理くくり先輩が、ぼくを見て大きく開いた胸元をばたばたさせる。

「……ふむ。確かにめいめいばかりいじっているのも申し訳ないな」

「も……申し訳ないと……思うのなら……っ、もっと早くやめてください……！」

　息を切らす冥利めいりは、ほとんど倒れるように席につき、恨みがましげに菊理先輩をにらむ。

「いや申し訳ないと思うのは、相手をできないナナやまこちー、それにアニアに対してだ」

「そっちですか!?」

　うん、その突っ込みは正しい。

　肩をすくめる先輩は、七月なつきの左隣の席に座ると困ったように笑う。

「たまの息抜きなんだ。少しでいいから無む茶ちやを聞いてほしい」

「…………」

　息抜きというのは、生徒会の仕事の。

　それを真面目まじめに言われてしまえば、ぼくたちはなにも言えなくなる。

　普段の菊理先輩がなにをどれだけがんばっているのか――知っているから。

　そして、そんなぼくたちを見て、菊理先輩はさらりと言う。

「まあ全然少しじゃないがな」

「自覚はあるんですね……！」

　冥利の突っ込みに涼やかな笑みを返し、菊理先輩はやっと黙った。

　ようやくの一段落。

　登場してからノンストップのやりとりは、全員の疲労を代償にどうにか終わりを告げた。

　ここまではウォーミングアップ。ここからが本番。

　息を整えた冥利は深呼吸一つ。

「では、あらためて……今日の活動をはじめたいと思います」

　全員を見渡し、少し疲れのにじむ声で言い放って、

「え、ちょ……テスト勉強は？」

　七月の突っ込みは聞かなかったことにした。



　　　☆



「よし、じゃあさっそく今日のお題を変えよう」

　そう口にしたのは、朗ほがらかに笑う菊理先輩。すらりと長い足を優雅に組み、余裕の表情を浮かべている。

「…………なにがどうなってそういうことになるのかはわかりませんが、どうしてお題を変えたいのかだけ訊ききましょう」

「ふむ、そうだな。あえて言うなら――そういう気分だから？」

「ククリ先輩……我慢っていう言葉をご存知ですか？」

「めいめい、その我慢をぜひ今してほしい」

「だから、今――」

「いや、今日のテーマのことだ」

　そこはかとなく真剣に言って、菊理くくり先輩が立ちあがる。

　そのまま準備室に行くと、いつもの黒板を引っぱってきた。

　よく知ってるなあ……と思ったけど、よく考えればこの人、生徒会長としては超のつくほど優秀な人なのだ。アニアの名前を当ててみせたのはその一例。学園のことであれば生徒や教師、施設の隅々まで網羅している。

　だからその先輩がわざわざ第二図書委員会にやってきたのには、ちゃんとした理由があるはず。

　ぼくたち全員が軽く緊張を走らせる中、菊理先輩は慣れた手つきで白いチョークを黒板に走らせていく。

　そうして現れた文章は――



『人はなぜエロスを求めるのか』



「というわけで、今日はぜひこのテーマで」

「話すかーっ!!」

　冥利めいりの突っ込みに、菊理先輩は心外そうな顔をする。

「なんだめいめい。いまさら」

「ほんといまさらですけどっ、身構えてしまった自分が不覚すぎて恥ずかしいですけどっ」

「はははは、ういやつめ」

「人の話を聞いてください！」

「いいぞ。聞くだけならな」

「…………っ！」

　悔しげな冥利を見て、七月なつきがため息をつきつつ言う。

「宗像むなかた先輩……こんなことやってる暇ひまがあったら生徒会の仕事を進めたら？」

「おっと、それも心外だなナナ。なにせ宗像は――息抜きのために仕事をがんばっているのだから！」

「本末転倒ね!!」

　七月の突っ込みに、菊理先輩はなぜか勝ち誇ったように笑う。

「あの……生徒会長さんは、生徒のために仕事をするものではないのですか……？」

「ふむ、そのとおりだアニア。しかしそれを言うなら、めいめいやまこちー、ナナもアニアもこの学園の生徒だろう？　ならば第二図書委員会に参加するのも立派な生徒会長の仕事じゃないか」

　慈しむような微笑ほほえみを浮かべる菊理くくり先輩に、アニアは目をまばたいて、

「はぅ……なるほどなのです……」

　感心してしまった。舌先三寸でごまかされていた。

「というわけで、今日の宗像むなかたは第二図書委員会のために一肌脱ごうと思うのだ。『知恵箱』活用もいいが、たまには内輪でネタを持ち込んだって」

「ダメです！　内輪でネタを持ち込むのがダメなのではなく、ククリ先輩の持ち込むネタがアウトです！」

「じゃあ宗像が持ち込んだわけじゃないという方向で」

「どういう方向ですかそれ……！」

「宗像ではなく、一般生徒が持ち込んだと考えるんだ。ネタの内容が内容だから十分ありえる話だろう？　するとどうだ、今このネタをやっておくのは未来を先取りするという意味で、いつも以上に意義ある活動になる！」

「う……」

　ぺらぺらと並べられる言葉に、冥利めいりがひるむ。

　理屈ではなく、その勢いと雰囲気に飲まれそうになる。

　仮にも高等部一年から生徒の頂点に立ち続ける人間だ。人を惹ひきつける魅力、カリスマのようなものが――

「というわけで意義のあるエロスの話をしようじゃないか」

「うん、ないな……」

　なかった。あるのはエロスに対する熱意だけ。

「っていうか、菊理先輩はなんでそこまでして下半身の話をしたいんですか……」

「胸の話なら上半身だぞ？」

「……下半身ってそういう意味じゃないと思いますよ」

「ふむ、そうなのか？　それは初耳だ。良ければまこちー、詳しく聞かせてくれないか」

「詳しくというほど中身はないですけど、ようするに――」

「ってマコトうっかりのせられてますよ！」

　冥利の突っ込みに、ぼくはすんでのところで口を閉ざす。ほんとだ……いつのまにか下半身トークにすり替えられそうになっていた。

「ちっ……もう少しだったのに」

　舌打ちする先輩は、目を細め、唇の端はしをつりあげる。

　恐るべし宗像菊理……！

「……本当にしょうもないわね」

　七月なつきの呟つぶやきがものすごく身に染みる。

「なんでもいいけど、結局テーマはどうするわけ？」

　そこはかとなくトゲのある言葉。腕を組んで眉まゆをひそめる七月は、見るからに不機嫌そう。

　生活態度全般が真面目まじめな七月だ。テスト前日に勉強をしていないこと、それ自体が落ち着かないのかもしれない。

「ん、そうだね。さっきぼくたちが話してたテーマは『我が道を行け』だったから、引き続き――」

「『人はなぜエロスを求めるのか』について語ろうじゃないか」

　こんこんと黒板をリズミカルに叩たたいて、菊理くくり先輩が笑顔を浮かべる。

「そんなに語りたいんですかククリ先輩っ!?」

「ああ、語りたい……宗像むなかたは今日この場で、第二図書委員会のみんなと思うぞんぶんエロスについて語りたい!!」

　歪ゆがみない菊理先輩の笑顔。

「……なぜ？」

　と訊きいたのはぼくで。

「さっきも言ったが、そういう気分だから」

　と答えた先輩は、なんというかもう、見事に『我が道を行け』っていうテーマを体現していた。この人の座右の銘なんじゃないかと思うほどに。

「ああでも、座右の銘なら『無む理り矢や理り』のほうが合ってるかな……」

「ん？　なんだまこちー、無理矢理がお好みか？　確かにエロスと言えば享楽好色、節度ない強引なイメージが先行しがちだが、しかし一口にエロスと言っても様さま々ざまな分類系統種類に分けられることは明白であり――」

「ち、ちょっと勝手に話を進めようとしないでください！」

「うん、めいめいはなかなかいいところに着目したな。勝手に話を進める。これもまたエロスにおいては重要なファクターだ。たとえば18歳未満ではプレイできないゲーム、いわゆるギャルゲーというものがあるが」

「え？　18歳未満がプレイできないのはエロゲーじゃないの？」

　大変意外なところで。

　七月が食いついた。

「……ん？　エロゲーとギャルゲーに違いなどあるのか？」

「あるでしょ。エロゲーはどのゲームにも『このゲームには18歳未満のキャラクターは登場しない』って最初に出てくるけど、ギャルゲーは違うわ」

「…………ほう」

「ナツキ……詳しいのです」

「むぅ……よく知っていますね、シチガツさん」

「……………………」

　純粋に感心する菊理くくり先輩やアニア、そこはかとなく悔しそうにする冥利めいりは、どうやら気がついていないらしい。

　今、七月なつきがものすごいことをカミングアウトしたということに。

「ところでナナは、なぜそんなことを知っているんだ？」

　あ、訊きいちゃった。

「なぜって、そんなの――……」

　はたと止まる七月。……気づいたっぽい。

「――ち、ちちち違うわよっ!?」

　両手を大げさに振って取り乱す。

「あ、あたしがやったんじゃなくて――お、お兄ちゃん！　お兄ちゃんがやってたのっ」

「……あー、そういえば七月、お兄さんいるもんね」

　この学園の大学生だっけ。あんまりよく知らないけど。

「そ、そう！　お兄ちゃんのプレイをたまたま後ろから見てただけっ」

「え、えっちなゲームをのぞいていたんですか……！」

「あうっ……ち、ちが――」

　顔を真まっ赤かにした七月を見て、アニアが首をかしげる。

「あの……そもそもナツキは……どこでお兄さんのゲームをのぞいたのですか？」

　アニア、鋭い。

　寮内は異性の出入り厳禁。女子の七月がお兄さんのゲームをのぞきこむのは無理がある。

「家族だから寮内に入れたんじゃない？　ほら、同じ学園生でもあるしね」

　ぼくの出任せにこくこくとうなずくアニア。頭の上で揺れる帽子の耳がラブリーだ。

「まこちー、嘘うそはよくない。アニア、実はだな――」

「わ、わああっ！」

　菊理先輩がアニアに話しかけようとしたのを、七月が全力で遮さえぎる。ツインテールが勢いよく跳ねた。

「そ、それよりも！　も、もう今日は解散にしない？　明日あしたテストあるし、本来なら部活とかやっちゃいけない日だし――」

「それはダメです」「ナナ、逃げるのはよくないぞ」

　冥利と菊理先輩から反撃を受け、沈黙する七月。……さすがにかわいそうになってきた。

「えーと、続けるならテーマを決めたほうがいいよね。とりあえずテーマは」



    

  
    
      



    

  
    
      「エロスについて」「我が道を行けということについてです」

　完全に声がかぶった。

「めいめい……いいかげん譲る心というものを持ってみたらどうかな？　新たな世界が開けるかもしれないぞ」

「そっくりそのままククリ先輩にお返しします……いいかげんエロスから離れてください」

「ふ……エロスなくして宗像むなかたなしだ！」

「じゃあもうククリ先輩自体いなくなっていいです！」

「めいめい、それはひるがえってナナの存在も否定することになるぞ？」

「む……どういうことですか。シチガツさんもエ……エロスに賛成の所存ですか？」

「聞くまでもないな。ナナは我々の中で唯一――いやこれ以上は直接本人に訊きいたほうがいい。なあ、ナナ？」

　再度七月なつきに全員の視線が突き刺さる。

「……もう帰ろうよ…………帰らせてよぉ……」

　七月は机に突つっ伏ぷして、うわごとのようにそう呟つぶやくだけ。

「メ、メイリ……あ、あのあの……ナツキが」

「アニア、甘やかしてはいけません。シチガツさんは自らの力で立ちあがらなくてはいけないんです。……というかあの、ククリ先輩の言ってたことが気になるんですけど――どういうことですか？」

「めいめいは欲望に誰だれよりも忠実だな。それもまたエロスにつながりし一本の道だ」

「なんでも強引にエロスにつなげないでください！」

「はっ、閃ひらめいた――すべての道はエロスに通じる！」

「確かにククリ先輩を通せばなんでもエロスにつながりますねっ！」

「その道をバージンロードと名付けよう」

「花嫁に失礼です！」

「ちなみに処女でなくても」

「言わなくていいですから!!」

　などなどと。

　お互い一歩も退ひかずに語り続け、時間は過ぎていく。

　そんな二人の姿を見て、ぼくはふと気づいた。

　今話していることこそが、菊理くくり先輩が今日第二図書館に来た目的で、同時に真理探求……をしつつ現実逃避をしたかった冥利めいりの目的なんじゃないかと。

　お互いに反発しあいつつ、実は自分の意見を押し通している二人は、文字どおりに我が道を行っていた。

　ぼくたちを巻き込んで。

「……なるほどなぁ」

　すべての道は我に通じている。

　それすなわち――

「マコトはどう思いますか！」「まこちーはどちらを支持するんだ？」

「え……なにが？」

「どっちのテーマがいいかって訊きいているんです！」

「…………どっちでもいいんじゃないかな」



「ちゃんと自分の意見を持ってください!!」



　――わがまま最強。

　そんなぼくの想おもいは、もちろん彼女たちに伝わるわけがなかった。



    

  
    
      


第四話　トリック・オア・トリ……イート？



「ニワトリが先なんですか、タマゴが先なんですか！」

　今日も今日とて放課後の――ではなく、昼休みの教室。

　叫びながら教室に入ってきた冥利めいりに、ぼくは手に持ったタマゴサンドをうっかり握りつぶしそうになった。

「聞いていますかマコト！」

　自分の席でこぼれるタマゴと奮闘していたぼくが顔をあげると、黒いリボンと紅茶色の大きな瞳ひとみが目に飛びこんでくる。

　息を切らした冥利が、窓際のぼくの机に身を乗り出すようにして立っていた。

「いや聞いてたけど……ニワトリが先かタマゴが先かって、なにいきなり」

「その前に」

　と口を挟はさんだのは、いつの間にやらぼくの右隣の席に移動していた七月なつきだ。

　ってあれ？　さっきまで女子のグループとご飯食べてなかったっけ？

「学食にいた雨夜あまやが戻ってきたのはよしとして……中等部のアニアがいるのはなんでよ？」

　七月が不機嫌そうに指さす先には、かわいらしいウサギの刺し繍しゆうが入ったお弁当袋を抱え、きょろきょろと不安そうに周りを見渡すアニアが立っていた。

　ちなみに先ほど冥利が集めた視線は、今すべてアニアに注がれているのだけど、冥利に気づいた様子はない。

「中等部棟から連れてきたからに決まってます。他ほかにどんな理由があると言うんですか？」

「そういうことを言ってるんじゃなくて――」

「すとっぷです、シチガツさん」

　ぴっと右手を突き出し、人差し指を立てる。

「今はお昼休みで、午後からは忌まわしい実力テストの続きがあります。いいですか、残り時間はあと三〇分少々しかないんですよ？」

「……だからなによ？」

「さっさとはじめないといけないんです」

　と言いつつ、冥利は空いている椅い子す（アニアの分も含めて二脚）を拝借し、机の上に自分の弁当を置くと、

「第二図書委員会の臨時活動を！」

　力強く宣言した。



　　　☆



「その前に、まずはお昼を食べてしまいましょう」

　テンションをあげるだけあげて、冥利めいりはいそいそと弁当を広げる。

　いや弁当っていうか――ハンバーガーとポテトだった。

「ちょっと待って冥利。なにそれ？」

　思わず尋ねたぼくに、冥利はポテトにフォークを刺しながら首をかしげる。

「照り焼きチキンバーガーとポテトですよ？」

「いや……うん。それは見ればわかるんだけどね」

　冥利が重度のジャンクフード好きで、特に照り焼きチキンバーガーが大好物なのも知っているけど。

「学食にないよね？　わざわざ学園の外で買ってきたの？」

「はい！　早起きがんばりました！」

　うわー、いい笑顔……。

「ちゃんと学食でチンもしてきたんですよ」

　えっへんと薄い胸を張る冥利。

「……また学食のおばちゃんにやってもらったの？」

「それは――まあ、そうですけど……」

　一転してごにょごにょとしゃべる冥利を見て、ぼくはこっそりとため息をつく。

　普段があまりにアレなので忘れがちだけど、雨夜あまや冥利は正真正銘のお嬢様だ。最近はだいぶ慣れてきたようだけど、寮暮らし当初は下しも々じもの使う機械にだいぶ苦労していた。特に電子レンジと洗濯機は鬼門らしく、その二つはいまだに一人じゃ使えない。

「と、ともかく、これで夢の『学校でハンバーガー計画』が完成です！」

「さいですか」

　普通そこまでしないなあ――と思ったけど、幸せそうにポテトをほおばる冥利を見ていると、よくわからなくなってくる。

　箱入りお嬢様の冥利がこの手のものをはじめて口にしたのは、寮暮らしをはじめた中等部のときだった。

『こんなにおいしいものを今まで知らなかったなんて……不覚すぎました！』

　以来、冥利の主食はほとんどジャンクフードになった。

　それまでは実家からのデリバリーが中心だったのだけど――どうやら完全にタガが外れてしまったらしい。

　なにも知らない人間は吸収率がハンパない。白は純粋に何色にでも染まる。

　そう、だから――

「白いパンツは永遠のマストアイテムなんだね」

「っ!?　――ごほっ、な、なにを唐突に……けほ、けほっ」

　冥利めいりがいきなりむせた。ポテトが詰まったっぽい。

「大丈夫？　ジュース飲む？」

　紙パックを差し出すと、冥利はストローに口をつける直前ではっとして、顔を赤らめた。

「い、いらないです！」

「……？　いいよ遠慮しないで。まだちょっとしか飲んでないし」

「だからいらないんです!!」

　あれ……冥利ってイチゴ牛乳とかダメだったっけ？　考え込んでいると、隣に座るアニアが声をかけてきた。

「あ、あの……マコト」

　上目づかいのアニアは、ウサギの刺し繍しゆう入りお弁当袋を手に持ったまま、妙にそわそわとこちらを見てくる。

「ん？　アニアもまだお昼食べてないんだよね？」

「え……あ、は、はい――あ、いえ」

　どっちだろう。時間的に見ればまだだと思うんだけど。

「とりあえずそれ机に置いたら？　そのままじゃ食べられないでしょ」

　すでに七月なつきもぼくの机の上に自分のお昼を広げ、箸はしを進めはじめていた。

　ちなみに七月はごくごく普通のお手製弁当。レパートリーも豊富で彩りも鮮やかなところを見ると、本格的に料理が得意っぽい。

　ベースケースと手作り弁当。……うーん、ロックだ。

「マ、マコトは……いつも、その……パンなのですか？」

「お昼？　いやいやまさか」

　さすがに毎日パンは飽きる。

「カ○リーメイトとかソ○ジョイとか……米が好きじゃないからおにぎりはあんまり食べないけど」

「……お手軽、なのですね」

「んー、誘われれば学食で食べたりもするよ」

　誘われれば、だけど。

「じ、じゃあ！」

　アニアの声は少し大きかった。

　クラスメイトからの視線がまた集まってくる。

「は、はぅぅ……ご、ごめんなさいなのです……」

　しゅんとするアニアはけれど、すぐに顔をあげ、ぼくに向かって自分の弁当箱を差し出してきた。

「あ、あの、こ、これ……っ」

「うん？」

「マ、マコトに……あ――あげます！」

　…………んん？

「えーと、それ……アニアのお昼だよね？」

「ち、違います、もうマコトのですっ」

　もうって。

「そ、それに、今日はお腹なかが空いていないのですっ」

　と言った直後に、アニアのお腹がかわいらしく鳴いた。ナイスタイミング。

「……は、はぅぅっ」

　顔を赤くするアニアに、ぼくは苦笑するしかない。

「気持ちは嬉うれしいけど、遠慮しておくよ」

「え……」

　途端に陰る表情。あれ、ものすごく悪いことをした気分になってきたよ？

「…………そう、ですか……やっぱり、ワタシのお弁当なんかじゃ……」

「いやいや違う違う」

「じゃあ、ワタシの存在自体が……」

「アニアー……？　どうしちゃったのそのキャラ」

　アニアはうっかりドＳなことを言っちゃう天然さんじゃなかったっけ？

　いつからそんな自虐ネタを……って思ったけど、そういえばドＳなベクトルはたまに自分にも向くことを思い出した。

「えーと、そうじゃなくて。ぼくが食べたらアニアの食べるものがなくなっちゃうでしょ？　アニアがなにも食べずにテストを受けると思ったら、なんにも喉のどを通らないよ」

「…………あぅ」

　ますます落ち込むアニア。ご主人様に叱しかられて、しゅんと耳を伏せる子犬みたいだ。上目づかいの潤んだ瞳ひとみがぼくの胸を締め付ける。

「あの……じゃあ、半分こも……ダメですか？」

「半分こ？」

「ワタシのお弁当の半分と……マコトのパンを半分ずつ交換して……」

「それなら別に……っていうかむしろぼくはありがたいけど。でも、いいの？　ぼくの普通のパンだよ？」

「い、いいのです――マコトのなら」

「……？　じゃ、半分こしようか」

「は、はい……ぜひ！」

　アニアが嬉うれしそうに顔を輝かせる。今度は散歩に行けると知って、しっぽを振る子犬っぽい。

　いそいそと机の上にお弁当箱を置いて、フタをあけると。

「おー」

　七月なつきの手作り弁当にも匹ひつ敵てきするおかずの数々。

　アニア・リンドベルイ、あなどりがたし。

「あの……お、お好きなようにつまんでください……」

　もじもじとお弁当袋をいじりながら言うアニアにうなずこうとして――気づく。

「あ、箸はしがないや」

「はぅっ……え、えとえと……」

　慌てふためくアニアがあっちを見て、こっちを見て、またあっちを見て……おろおろしているのを見ると、こっちが申し訳なくなってくる。

「いいよアニア。とりあえず手でつまめるものだけいただくから」

　そう言って、手を伸ばそうとしたそのとき。

「ん」

　いきなり差し出されたピンクの箸。

　顔をあげると、七月がそっぽを向いて口をへの字にしていた。

「……使えば」

　ぶっきらぼうな言葉。

　いや、使えばって……

「ええと……七月、まだ食べ終わってないよね？」

「は、半分は食べたわよ」

　確かに半分くらいは減っているように見える。

「もう半分は――あんたが食べれば」

　……なぜに。

　困惑するぼくに、七月は手に持った箸を揺らして不機嫌そうに言う。

「アニアのお弁当は喜んで食べるのに、あたしのは食べられないっていうわけ？」

「いや……そういうわけじゃないけど」

　むしろ七月のお弁当おいしそうだなぁといつも思ってたし、嬉しいは嬉しいんだけど。

　七月は黙ってぼくに箸を押しつけてくると、そのままぼくのパンの半分を奪っていく。

「――はい」

　ついでのようにお弁当を押しつけられた。きれいに並んだおかずを横目に、ぼくは手の中の箸を持て余す。

「……あー、七月なつき」

「な、なによ……？　なにか変なところでもあった？」

　いや弁当の中身がどうこうじゃなく。

「あのさ、ぼくがこの箸はし使ったら――」

「間接キスになりますね」

　いきなり会話に入ってきた冥利めいりに、ぼく以上に七月が驚いた。

「か――間接キス!?」

「自分の使った箸をマコトに使わせたら、そうなるに決まっているじゃないですか」

「…………っ！」

　やっぱり気づいていなかったらしい。この前のエロゲーの話と言い、七月は致命的なところが抜けてるっぽい。

　耳の先まで赤くして、口をぱくぱくさせる七月に、ぼくは黙って箸を返す。

　沈黙が優しさになる気がした。……なる気がしたんだけど。

「つ、つ、使えばいいじゃないっ！」

「……はい？」

　今、なんて？

「わ、わかってたわよっ、か、間接キスぐらい……そ、そうよ、そんなの意識するほうがおかしいじゃない……だから雨夜あまやはおかしい!!」

　すごいところに結論が来た。アリストテレスもびっくりの三段論法！

「な――か、間接キスですよっ？　お、おかしいに決まってるじゃないですか！　それを意識しないとか言ってるシチガツさんは――ヘンタイさんです!!」

「ヘ、ヘンタイですって!?」

「違うっていうんですかっ？　だったら――」

「あー、ストップストップ」

　身を乗り出して言い合う二人のあいだに、ぼくは手を差し入れる。

「なんですかマコト！」「なによ蓮見はすみっ！」

　両サイドから突っ込まれ、ため息。

「二人とも忘れてるかもしれないけど……ここ教室だから」

　衆人環視だから。周知プレイだから。

「「……！」」

　教室中の注目に気づいてくれたらしく、縮こまって黙る二人。

「あ、あの、大丈夫なのです……！」

　冥利と七月を見ていたアニアが、無理に明るい笑顔を浮かべ、

「クラスメイトのみなさんから白い目で見られているなんて――いまさらなのですから」

　さわやかにトドメを刺した。



　　　★



「えー……というわけで、そろそろはじめましょうか特別活動」

　テンションがた落ち、声も低めな冥利めいりが言って、

「あんたまだ食べ終わってないじゃないの……ちゃんと食べてからにしなさいよ」

　同じように疲れた表情の七月なつきが小声で突っ込みを入れる。

　ちなみにアニアと七月はすでに弁当を食べ終わっていた。

　ぼくのパンと半分ことかいう話は、ぼくが両方との交換を辞退したことで丸く収まった。

「これは……後で食べます。せっかくの照り焼きチキン、おいしくいただかなければ罰ばちが当たりますから……」

「テンション低いなぁ……」

　ぼくが呟つぶやくと、アニアがしょんぼりと縮こまる。やっぱり自分の毒舌に責任を感じているらしい。……どうしたもんかな、この悪循環。

「なんでもいいけど冥利、昼休みあと二〇分もないよ？」

　時計を指さしたぼくに、冥利が目を見開いた。

「な――ふ、不覚です！　早くはじめなければ悪夢の実力テストがっ」

「いや悪夢になるのは冥利が勉強していなかったからだけどね」

「……う」

「いいの？　勉強しなくて」

　まあ今からやっても遅いとは思うけど。

　一瞬ひるんだ冥利は、無理やり余裕っぽい笑顔を浮かべて胸を張る。

「……ふ、ふん、マコトはわかっていませんね。今から行う特別活動は、他ほかでもないテストに向けての準備なんですよ」

「へえ……」

　それはなかなか堂に入った屁理屈だ。

「ここまできたら詰め込んでも無意味です。むしろいかに気持ちよくテストを受けられるかが大事。その点、真理探究ですっきり知的欲求を満たせば準備万全というわけです！」

「……現実逃避もここまでくればいっそ立派だなあ」

「し、失礼な！　科学的にも立派に証明されていることですよ？　マコトは知らないかもしれませんが、脳を活性化させるワハ体験というのがあって――」

「アハ体験ね」

「……そ、そうとも言いますね」

「あとそれ冥利めいりに教えたのたぶんぼくだ」

　吸血欲求にかぶせる知的欲求。その科学的根拠云うん々ぬんを説明したときに。

「――」

　冥利は顔を真まっ赤かにして、口をぱくぱくさせながら呟つぶやく。

「せ、正論は――――いつだって禍か根こんしか残さないんですから……っ」

「……そんなヘコみながら言われても」

　うつむいていじいじと机に丸を書いていく冥利。ふてくされちゃった。

「あ、あのあの……ワ、ワタシはいい案だと思うのです！」

「まあ……心構えも確かに大事よね」

　アニアと七月なつきがさりげなくフォローを入れて、冥利が救われたように顔をあげる。

「そ、そうですよね、そうですよね！」

　いや、そんな簡単な話じゃないと思うけど……みんながいいならいっか。

「で、テーマはなんだったっけ？」

「タマゴが先かにゃトリが先かですっ！」

「……にゃトリ」

「……にゃトリね」

「……ネコさんとトリさんなのですか？」

　素で噛かんだっぽい。張りきって言おうとするから……。

　冥利は頬ほおを赤くしたまま無む理り矢や理り話を進める。

「さ、さっき学食でこんな話を耳にしたんですっ」

　いわく、親おや子こ丼どんを食べていた男子生徒Ａが、男子生徒Ｂにこんなことを訊きかれていたらしい。



『ニワトリとタマゴってさ、どっちが先に――人間に食われるようになったんだろうな？』



「そこなのっ？」

　七月の突っ込みに、冥利が不思議そうに言う。

「……なにがですか？」

「普通『ニワトリが先かタマゴが先か』って言ったら『ニワトリはタマゴから生まれるけど、そのタマゴはニワトリが生む。どっちが先なのか？』って話じゃない」

「そ、う、ですね……」

　目が泳ぎまくって、しどろもどろの冥利。

　……知らなかったんだな。

「ちなみに、冥利はどっちだと思うの？」

「も、もちろんニワトリです」

「お、早い」

　ほぼ即答だ。表情にも自信が満ちあふれている。

「その理由は？」

「チキンのほうがおいしいからです！」

「…………へぇ」

「あ……あれ？　あ、あの突っ込みとかは……？」

「じゃあ、七月なつきは？」

「あたしもニワトリだと思う。理由は雨夜あまやとまっったく違うけど」

「な、わたしだってちゃんとした理由が――」

「アニアはどう？」

「ワタシは……タマゴだと思うのです。あの……タマゴのほうが安全に取れそうなので」

「ああ、確かに動くニワトリは捕まえるのが大変そうだよね。調理する手間もかかるし」

「一理あるわね」

　アニアの意見に感心するぼくと七月。

「ちょ、え……？　わ、わたし委員長なのに……完全スルー？」

「いやいや、スルーはしてないよ。ただちょっと……ね」

「なんでそんな気まずそうに目をそらすんですか！　じょ、冗談のつもりだったのに……」

「で、七月がニワトリを選んだ理由はなんなの？」

「やっぱりスルーされてますよ!?」

　と声が悲鳴じみてきたところで。

「冥利めいりはなんでニワトリなの？」

「むぅ……なにもなかったみたいに言って……まあいいです。えっとですね、ニワトリは飛べない鳥じゃないですか」

「うん」

「飛べない鳥は飛んでいる鳥よりはるかに捕まえやすいです。それにタマゴは巣に隠されていますから、単純に見つける順番でニワトリのほうが先なはずですよ」

「……そうだねー」

「なんでわたしのときだけリアクションが薄いんですか!?」

「いやほら、冥利がまともなことを言うと……ね」

「そこで気まずそうに目をそらすのはおかしいですよね!?」

　なんか急に冥利をイジメなくちゃいけない気がして。

　そんなぼくの気まぐれを知ってか知らずか、冥利はぷくっと頬ほおを膨らませて机をたたく。

「もういいです！　次のテーマに移りましょう」

「次……？　もう本当に時間ないわよ？」

　正確には十分近くあるけど、徐々に人が戻ってきていた。

「そろそろアニアも帰らないとだしね」

「え、えと……」

　アニアは冥利めいりをうかがうように見て、その顔が必死なのを確認すると、慌てるように言う。

「ま、まだ大丈夫なのです……！」

　アニア……健けな気げな子。

　アニアの健気さを無駄にしないためにも、さっさと結論を出そう。

「それなら、『ニワトリが先かタマゴが先か』でもう一回考えてみようか。今度はどっちが先に食べられたかじゃなくて、どっちが先にいたのかっていうバージョンで」

「じ、じゃあタマゴが先です！」

　挙手して勢いよく言う冥利。

「雨夜あまや……あんた今じゃあって言ったわよね？」

「な、なんですか、タマゴがなければニワトリは生まれないじゃないですか！」

「そのタマゴは誰だれが産んだのよ」

「そんなの別のニワトリに――」

「そのニワトリはなにから生まれたわけ？」

「……別のタマゴ…………あ、あれ？」

　ものすごく初歩的なトリックに嵌はまっていた。

　というか、さっきからちらちらと時計を気にしている。焦っているのかもしれない。

　迫り来る実力テスト。まったくやっていないテスト勉強。

　……どう考えても自業自得。

　いやでも、ニワトリとタマゴ問題に取り組む姿は真剣だったし、脳の活性化がテスト直前に効果的というのも理にかなっている。

　だからぼくは、せめて冥利の脳に刺激を与えられればと、冥利が残していた照り焼きチキンバーガーに手を伸ばし――

　一気に口に放ほうりこんだ。



「に――にゃああぁぁあっ!?」



　絶叫する冥利にクラスメイトたちが何事かとこちらを見てくる。

　それらを適当にいなしていると、冥利が涙目で詰め寄ってきた。

「な、なな、なにをしてくれちゃったんですかマコト!?　わ……わたしが、わたしが大切に残していた照り焼きチキンを……最後の希望を！」

「そこだよ冥利めいり」

　ぼくは口をもぐもぐさせながら言う。あ、これ時間が経たってもおいしい。

「冥利は好物を後に残す派なんだよね。ちなみに七月なつきは？」

「さ……先に食べるわ。人間いつ死ぬかわからないし」

　地味にヘビーな理由……というのはともかく。

「アニアは？」

「え、えっと……そ、そのときそのときで変わるのです」

「臨機応変ってことだね。ぼくもそうかな」

　あんまり意識したことないだけだけど。

「な・に・が・言いたいんですかっ？　ごまかしているだけなら、マコトといえど――」

「冥利は好物を食べる順番、先と後でどっちが正解だと思う？」

「は……？　正解って、そんなの」

「ないよね。どっちとも言えるし、どっちとも言えない」

　なにが起きるかわからないから先に食べる。ゆっくり味わいたいから後で食べる。

　どっちも正しいし、どっちも正解じゃない。

「タマゴとニワトリの問題もさ、同じなんじゃないかな。どっちが先っていうのはどっちでも正しいし、どっちも正解じゃない」

「……まあ、よく言われる話よね」

　七月の同意にぼくは軽くうなずく。

「でも、だからこそ、それでも正解を出せって言われたら――先に言ったもの勝ちになると思わない？」

　自動車の通行区分は、本当は右側通行と左側通行のどちらが正しいか？

　エスカレーターは、本当はどちら側を歩行者に空けるのが正しいのか？

　それらはきっとどっちも正しくて、どっちも正解じゃない。

　ただ――最初に誰だれかがなんとなくそっちを選んだだけ。

　正解のないものの正解は、やったもの勝ちなのだ。

「ものすごい屁理屈……」

　七月が呆あきれたようにため息をつく。

「……でも一理ある気はするわ」

「でしょ？　ズルいやり方だけどね」

「な、なるほどなのです……」

　アニアの同意も得たところで――冥利が不思議そうに首をかしげる。

「それが、わたしがマコトに照り焼きチキンを食べられたこととどう関係するんですか？」

　……うーん、やっぱりごまかせなかったか。

「んーとね、冷静に聞いてほしいんだけど」

「はあ……」

「同じ理屈で好物を食べる順番にも勝敗をつけられると思うんだよね」

「……まさか、食べたもの勝ちとか言うつもりじゃないですよね？」

「うん、そのとおり」

「…………」

「いやほら、冥利めいりも自分に引きつけて考えるのが大事って言ってたでしょ？　だから、タマゴとニワトリの問題も自分に引きつけて――」

「わたしの照り焼きチキンを食べた、と」

　冥利はにこりと笑って、

「――――納得いくかーっ!!」

　憤慨。両手を突きあげる冥利を見て、ぼくはそそくさと席を立つ。

　あの状態の冥利は下へ手たをすると手が出る。

　一応教室の外まで逃げ出すと、案の定追いかけてきた。……普段の二倍速ぐらいで。

　あれー、うまく話をまとめたつもりだったのにな……。



　タマゴが先かニワトリが先か。



　どちらにせよ、食いものの恨みは恐ろしいということがわかった。





　――ちなみに。

　冥利のテスト結果はさんざんだった。

　たぶん、追試を受けることになるんだろう。

　ということは結局勉強することになるんだから、先にやっておけばよかったのに。

　後悔先に立たず。先手必勝のテストは、後手に回るほどつらくなる。

　後から一人で受けるテストほどしんどいものはない。



　……合がつ掌しよう。



    

  
    
      


第五話　なせばなるなる、なにごとも。



「鉄は熱いうちに打て！　やれることは今日のうちに、です！」

　今日も変わらず放課後の第二図書館。

『ネタ紙』を読んでいた冥利めいりがいきなり叫んで、

「ふむ、そのとおりだな」

　菊理くくり先輩が優雅にうなずき、笑顔で言う。

「よしめいめい、今日はそのテーマでいこう」

　いや……っていうか。

「なんでいるんですか、菊理先輩」

　大胆にブラウスの胸元を開いた菊理先輩は、ぼくの右斜め前の席に当然のように座っていた。

「なんでとは心外だな、まこちー。宗像むなかたがここにいる理由なんて一つしかないじゃないか。やれることは今日のうちに、だ」

　黒の艶つや髪かみをかきあげて、あでやかに微笑ほほえむ菊理先輩。……相変わらず綺き麗れいなんだけど、言動がさっぱり意味不明。

　そんな先輩に、冥利が頬ほおをひくつかせて扉を指さす。

「いえ、この際今日のうちにやれなくてもいいですし、理由は一つでも二つでもいいので帰ってください今すぐ！」

「うん、断る」

　笑顔で即答。

　宗像菊理、相変わらずの唯ゆい我が独どく尊そんぶりだった。

「……っ、じゃあもうその一つだけの理由を訊きいてあげますから、それを訊いたらさっさと生徒会室に戻ってくださいね……！」

「ほう、いいのかなめいめい。そんなに軽く宗像の願いを聞くなどと言ってしまって」

「……う」

　不敵かつ邪悪な笑みを浮かべる菊理先輩に、冥利が一歩後あと退ずさる。

「いやいや、めいめいはさすがだな。この第二図書委員会を統すべるだけのことはある。従姉妹いとことしてはもちろん、生徒会としても鼻が高い」

「――そう、ですか？　そう言われると悪い気はしませんね……」

　えへへ、とはにかむように照れ笑う冥利。

　いやいや冥利のせられてるよ……？　と思ったけど、下へ手たに口を出すとぼくまで菊理先輩に丸めこまれそうだったので、とりあえず傍観。

　ちなみに先輩の言った『生徒会としても鼻が高い』というのは、第二図書委員会が生徒会直属の特殊な組織だからだ。

　第二図書委員会は厳密に言うと部活でも委員会でもない。

　だからこその自由度であり、菊理くくり先輩の無む茶ちや苦く茶ちやぶりなわけだけど。

　……いや、菊理先輩の無茶苦茶は関係ないか。

「でだ、めいめい。ちょっとこっちに来てほしい」

「……？　なんですか」

　言われるがままに菊理先輩のそばまで歩いていく冥利めいり。無警戒の無防備。

「よしよし。じゃあ、まこちーのほうを向いて。そうそう宗像むなかたに背中を見せる。――ん、いいぞめいめい。そこでばんざーい」

「ばんざーいひゃあぅぅっ!?」

　冥利がばんざいしたと同時に、菊理先輩の両手がその控えめな胸をとらえた。

　ブレザーの下に手をすべりこませ、器用にブラウスのボタンだけを外していく。

「な、なな、なにやって――ふぁっ」

「ふふ……言葉とは裏腹に肉体は正直だな、めいめい」

　暴れる冥利をいなしながら、菊理先輩は冥利の胸をしっかりと掴つかむ。

　手のひらにちょうどおさまるサイズのふくらみを、ゆっくりと回すように揉もみしだく。



    

  
    
      



    

  
    
      　ブレザーはちゃんと着ているのに、その下のブラウスだけ全開になっているせいで、ちらちらと見え隠れする胸元と白いブラジャーが――非常に素晴らしい。

　ちょうど正面に立つぼくからはそのすべてが見通せて、それがわかっているからか、冥利めいりも恥ずかしそうに身をよじらせて胸を隠そうとする。

「ぅ、んくっ、ちょ、はなし…………っ」

「うーん、アニアとも違った微妙な感触……まさに極上サイズ」

「ぃ、やめ……っ、あ、ひぁ――」

　逃げようとする冥利を、菊理くくり先輩は絶妙の体重移動で先回りする。

　冥利が抵抗すればするほど、菊理先輩の手の動きはいっそう激しくなっていき、そうこうしているうちに冥利の表情にもくすぐったさや恥じらいではない、別のなにかが交じってきて――

　のんびりと見とれている場合じゃなくなってきた。

「――菊理先輩」「ちょっと！」

　ぼくと七月なつきが立ちあがったのはほぼ同時。

　思わず顔を見あわせ、七月のほうがすぐに目をそらす。

「やりすぎよ、宗像むなかた先輩……そういうのは、せめて女子だけしかいないところで」

「ふむ、なるほど。つまり女子だけしかいない花園でなら、ナナの素敵おっぱいもいただいていいんだな？」

「そういうことを言ってるんじゃ……っていただくってなによ！」

「だがナナ、まことに申し訳ないんだが……宗像は触るなら無い胸のほうがいいんだ。すまん！」

「なんで謝られたの!?」

「宗像は無い胸にロマンを感じるんだ。無い胸コンプレックスに萌もえるんだ。夢がないからこその健けな気げさに感動するんだ！」

「力説するなっ!!」

「……いやまあどうでもいいですけど」

　とりあえず。

「冥利のこと放しません？」

　ぼくがそう言うと、菊理先輩は思いのほかあっさりと冥利を解放してくれた。

　冥利はその場に膝ひざをついてへたりこむ。うつむいてしまったので表情は見えないけど。

「うぅぅ…………ククリ先輩に無い胸って言われました……！」

　――まだ大丈夫そうだった。しゃべる余裕があればなんとか。

「ふう……」

　菊理先輩は額の汗をかくような仕し草ぐさを見せ、満足げに息をつく。

「ああ、やはりめいめいの胸は素晴らしかったな……宗像むなかたはもう、生涯この感触を忘れない」

「忘れてくださいっ、即刻忘れてください！」

「忘れたらまた触るけどいいかな」

「いいわけないです……っ」

「めいめい。鉄は熱いうちに打て、無い胸は無いうちに触れ、だぞ？」

「なにを言ってるんですか!?」

「いやほら、『なせばなるなる、なにごとも』と言うしな。一度は誰だれしもやってみたいと」

「思いません！」

「仕方ない。じゃあじっくり視みるだけで」

「それもいや……っ」

　菊理くくり先輩のねぶるような視線を受けて、冥利めいりは胸をかばいながら後あと退ずさる。

　その顔は、少しばかり赤すぎた。

　……女子相手とは言え、胸を触られたのはまずかったのかもしれない。

　これは早いところごまかさないと。

「ところで菊理先輩」

「ん？　まこちーも触られたいのか？」

「いえ……え？　触られる？」

　触るじゃなくて？

「宗像的に男子はＮＧだが、見た目が中性的なまこちーなら妄想で補完できるかもしれない。なにごとも挑戦と言うし、宗像は常に開拓者パイオニアでありたいと思っている」

「……いや開拓者とか言われても」

「挑戦者グランドブレイカーでありたいと思っている」

「無駄にかっこいい！」

「超越者バイセクシヤルでありたいと思っている」

「そのルビはおかしいですよ!?」

「うん。でも、おおむね事実だし」

　おおむね事実って……。

「先輩……近寄らないで」

　七月なつきが本気で引いていた。

「……？　あの……バイ、セクシャルって……？」

　そして、海外育ちのアニアが素でわかっていなかった。

「そうだな、簡単に言うとアニアも好きだけどまこちーも好きだということだ」

「あ……ありがとう、なのです……？」

「いやいやこちらこそありがとう、ごちそうさま」

　アニアのほうはまだよくわかっていないらしく、しきりに首をかしげている。

　わからなくていいんだよアニア……。

「――それはともかく！」

　いつの間にか元の席に戻っていた冥利めいりが、椅い子すに座り直した菊理くくり先輩をびしりと指さす。

「はなはだ不本意ではありましたが、ククリ先輩のお願いは聞きました……もう用はないはずですよね？　さっさと生徒会室に帰ってください！」

　頬ほおの火ほ照てりがとれていない冥利は、息も荒い。

　……早く別の話題を振らないと。

　ぼくが迷っているあいだに、菊理先輩は心底真面目まじめに言う。

「いや、すまん。宗像むなかたのお願いは聞いてもらったが、生徒会の仕事が終わっていないのでまだ帰れない」

「……はい？　生徒会の仕事、ですか？」

「うん。宗像が今日第二図書館にきた理由だな」

「え――じゃ、じゃあ、さっきのは……っ？」

「あれは宗像個人の趣味だ」

「――――！」

　机に肘ひじをつき、晴れやかな笑顔を浮かべる菊理先輩と、細い肩を震わせて絶句する冥利。

　そんな二人を見て、七月なつきが呆あきれるように言う。

「さすが宗像先輩ね……蓮見はすみ並みの屁理屈だわ」

「え、七月？」

　それはぼくが不本意なんですが……。

　視線で訴えてみるものの、七月はこっちを見てくれなかったので、ぼくはため息をついて菊理先輩に尋ねる。

「……で、その生徒会の仕事っていうのはなんなんですか」

「む……もうその話にいかないとダメか？」

　残念そうに言う先輩。眉まゆをひそめて、唇を突き出す姿はちょっと子供っぽい。

　……たまに見せるこういう仕し草ぐさがかわいいんだよなあ。

「宗像はまだみんなと一緒に真理探究していたいんだが……」

「まだもなにも、ククリ先輩最初から探究する気なんてなかったですよね……むしろ全力で邪魔していましたよね？」

「めいめい、それは違う」

　首を横に振って、菊理先輩は諭すように言う。

「今日のテーマは『鉄は熱いうちに打て、今日やれることは今日』だっただろう？　その言葉どおりに、宗像むなかたは宗像のやりたかったことを早急にやったまでのことだ」

「それ、ただの自分勝手です……」

「いや、しっかりと宗像なりの真理を探究していたぞ？　宗像が今日探求していたのはめいめいの胸の真理だ。英語で言うとメイメイズバスト・イズ・トゥルー。略してＭＩＴ」

「マサチューセッツ工科大学じゃないですか!!」

　冥利めいりの突っ込みに、菊理くくり先輩は人差し指を立てる。

「かの大学でも人類における胸の進化ならぬ真価は日夜研究されているからな」

「本当に!?」

「たぶん」

　適当すぎる。

「まあ研究機関はおいておくにしても、興味深いテーマであることには変わりない。どうだめいめい、一つ協力するつもりで」

「そんなものは自分ので調べてください……！　わたしのとは違ってずいぶん立派なものをお持ちですし！」

「……必死ね」

「メイリ……心が泣いているのです……」

　七月なつきとアニアの同情をはらんだ声。

　冥利の身を切っての反撃も、菊理先輩には通じない。

「さっき言っただろう？　宗像は無い胸至上主義だと。――正直宗像は自分の胸があんまり好きじゃない。肩は凝るし、服はサイズがないし、走るとき邪魔だしな」

　興味なさげに自分の胸を見て、菊理先輩は肩をすくめる。

「めいめいのと交換してほしいぐらいだ」

「…………ククリ先輩。今、わたしのなかでうっすら殺意がわきましたよ……？」

　どんより笑う冥利。

　……これはフォローしておいたほうがいい気がする。

「あー、菊理先輩。そんなに悲観的にならなくても大丈夫だと思いますよ」

「ふむ、というと？」

「菊理先輩の胸は男一般からすれば非常に魅力的です」

「うーん、それはあまり好材料じゃないな……宗像は男一般が好きなわけではないし、どちらかと言えば女の子のほうがいい」

　七月が無言で菊理先輩から椅い子すを遠ざけた。

「おっとナナ、今のは男子一般と接するのがあまり好きじゃないということで、女の子のほうが性的に好きだという意味じゃないぞ？　それとナナの胸はバランスがよくてとてもいいと思う。グッドおっぱいだ」

「そんなフォローはいらないわ！」

　七月なつきの突っ込みに菊理くくり先輩が嘆息する。

「照れなくてもいいのに……あ、ちなみにまこちーも別腹だ。そこは誤解しないでほしい」

「……はあ、どうも」

「ん……というより、まこちーの目にも……その、宗像むなかたの胸はそれなりに映るのかな？」

　なぜか微妙にぎこちなく言う先輩。

　唇の下に握った手を添え、上目づかいに見てきて、ぼくは少し戸惑う。

「えーと……」

　どう答えればいいんだろう。っていうかこれ冥利めいりのフォローになってるのかな？

　若干ズレてる気がしつつも正直に答える。

「魅力的だと思いますよ」

「――――」

「菊理先輩？」

「…………あ、ああ、そうか、それならいい。いや、別によくはないか」

「……？」

　胸元をさりげなく閉じて、目をそらす菊理先輩。

　なんだろう。寒くなったのかな？　今日は過ごしやすいほうだと思うけど。

「でも、確かに……胸が大きくていいことってあんまりないわよね」

　ぼそりと呟つぶやいたのは七月だ。

　じっと自分の胸を見おろして、もの憂うげな表情を浮かべている。

　ちょっと意外。

「へぇ、そうなんだ。女の子の事情はよくわからないけど、男子のぼくからすれば大きな胸には夢が詰まってるって話を――」

「ど、どうせその夢はえっちなことに使うためのものでしょ！」

　……七月の返しが高度すぎてリアクションに困る。

「つ、使う……のですか？」

　うわー……ほら、アニアが反応しちゃったよ。どうすんの。

「さ、触るのでは、なくて……？」

　自分の胸に手を当てながら、ちらちらとぼくのほうを見てくるアニア。

　なぜそこでぼくを見る……！

　思わぬアニアの熱い反応に、七月がしどろもどろになりながら口を開く。

「そ、それは、その……だから、お、男の子は……、――っちのとき、む、胸で――」

「七月待った！」

　身を乗り出して手を伸ばす。待った。それ以上は待った。普段なら全力で歓迎する話だけど、アニアの前はまずい気がする。

　保護者のような気分で、本来その役を担うはずの冥利めいりを見ると――顔が真まっ赤かだった。

　冥利……素知らぬ顔をしながらしっかりと聞き耳を立てていたっぽい。

　変な沈黙が落ちたところで、菊理くくり先輩が慌てたように言う。

「ま……まあとにかくだな、宗像むなかたは小さい胸が好きだ。それと人の胸を触るのも好きだ。自分の胸を触っても全然おもしろくないが、人の胸を触るとときめく。……恋かな？」

「変です！」

「でも変態と恋愛って字が似てるし」

「やめてください……!!」

「っていうか菊理先輩、普通に相手ありきなだけなんじゃないですか？　相手の反応を楽しむその延長線上に、胸を触るっていうのがある気がするんですけど……」

　ぼくの言葉に、菊理先輩がぽんと手をたたいた。

「――まこちーそれだ。えっちな行為は相手ありき！」

「だからなにを言ってるんですか!?」

「そうよ、相手から一方的に欲望をぶつけられることだってあるんだから」

「「ええ!?」」

　七月なつきの突っ込みに、ぼくと冥利の声がかぶった。

　そこ……？　そこなの……？

「え……？　な、なにが？」

　七月はぼくたち二人がどうして驚いているのかわからないらしく、不安そうに目をまばたかせている。

「あ、あるでしょ？　男の子が……その、ほ、迸ほとばしっちゃったりして……」

「……？　なんのことを言ってるんですか？」

「なんのって、だから、その……男女の性欲にはギャップが」

「せ、性欲ってシチガツさん……！」

　七月、ダウト一。

「あ、ぅ、ち――違う違う違う!!　せ、せ――成熟にはギャップがあるから！」

「あの……ナツキ、男の子のなにが迸るのですか……？」

「――」

　不思議そうに首をかしげるアニアを見て、七月が口を閉ざす。

「……やはりナナは筋金入りのエロスだな」

「な、なんでよ!?　っていうか宗像先輩にだけは言われたくないわ！」

「いや宗像もまだエロゲーには手を出していないし」

「な、な……っ、あ、あたしも手は出してない!!　ないったらない！　お、お兄ちゃんのを見てただけでっ」

「ん……ああ、そういう話だったな」

　明らかに納得していないにやけ顔で、菊理くくり先輩は言う。

「ときにナナ」

「な、なに？」

「泣きゲーというのはなんだ？」

「プレイすることで泣けるほどの感動を味わえる素晴らしい美少女ゲームのことよ。モノによっては人生と称されることすらあるわ。プレイしたあとはしばらく放心状態が続いてしまうけれど、それも仕方がないほどに影響力のある至上の芸術品ね」

「……」

「……」

　七月なつきさん……。

「むぅ……不覚です。はじめて耳にしました。そんなゲームがあるんですか」

「はぅー……ナツキよく知っているのです……」

　今、知る者と知らざる者のあいだで線が引かれた。

　太くはっきりとした線が。

「なるほどな」

　菊理先輩がなにかを悟ったような顔でうなずく。

「胸の大きさと本人のエロスは比例するのか」

「ちょっ、どういう意味よそれ!?」

「まこちーどう思う？」

「そこでぼくに話を振るんですか……」

「うん。男子代表としてぜひ率直な意見を」

「いや、男子代表はこの場合まったく関係ないと思うんですけど」

　本人のエロスって。知らんがな。

「というか、まこちーはぶっちゃけエロスな女の子は好きかな？」

「――ぶっ！」

　どういうわけかそこで冥利めいりが吹いた。

「な、なにを訊きいてるんですか!?」

「ワ……ワタシもっ」

「……アニア？」

「マ、マコトの好きな女の子は……興味ある、のです……」

　上目づかいに、そろそろと見つめあげられて、ちょっとどきっとする。

　ふと気がつくと、この場にいる女子全員がぼくを見ていた。

　冥利めいりも顔をあさってのほうに向けながら、視線だけはこっち。

　……すごく、肩身がせまい。

「えーと……じゃあ、あくまでぼく個人の意見ですけど」

「うん」

　真面目まじめに相づちを打つ菊理くくり先輩。……やりづらい。

「ほどほどがいいんじゃないかな、と」

　言った瞬間、四人はそれぞれ違う表情を浮かべた。

　代表して菊理先輩が口を開く。

「つまらないな」

　容赦なかった。

「……いや、笑いをとりにいく場面でもなかったですよね？」

「まあそうだが……今この場にいる女子四人がエロス・オア・ノットエロスで二分化されることを考えると、まこちーの言動次第では――戦争になった」

「なんでですか……っ？」

　思わず素で突っ込んでしまう。

「まこちー、均衡の取れた天てん秤びんはほんのわずかな力が加わるだけで台無しになる。そこには遊びというものが存在しないからだ。バランスはいつだってぎりぎりのところで保たれている」

「……いえ、いきなりそんなシリアスなこと言われてもついていけないんですが」

「ようするに、鉄は熱いうちに打て、チャンスはあるうちに掴つかめ、無い胸は――」

「それはいいです!!」

　冥利が途中で遮さえぎった。よっぽど触れられたくないんだな……。

　菊理先輩は唇に人差し指を添え、魅惑的に微笑ほほえむ。

「とはいえ、波乱は波乱で人を成長させるしな。宗像むなかたは臨機応変、良よし悪あしだとも思う」

　そんないい笑顔をされても……よくわからない言葉には変わりない。

　菊理先輩はそのまま冥利に向き直ると。

「ということで、今日やることは今日。――そろそろこちらも本題に入ろうか」

　少し低い声で言った。



　　　☆



「最近、中等部の更衣室が夜な夜な荒らされて困っています」

　制服をキチンと着直して、生徒会長宗像菊理は淡々と言う。

「知ってのとおり、部外者が学園内に入りこむのは大変難しく、現実的ではありません。したがって生徒会では学園内の人間、それも生徒による犯行だと見ています」

　背筋を伸ばして椅い子すに座る先輩は、ほとんど表情を浮かべることなく、ぼくたちを順々に見ていく。

　その姿、口調は――第二図書館の外で見聞きするもの。

「つきましては、この事件――謎なぞについて、第二図書委員会のみなさんに仕事を依頼したいのですが」

「ち、ちょっと待ってください」

「はい、雨夜あまやさん」

「…………あの、どうして、そんな……」

「そんなというのは、なにについてのことでしょう？」

「――ク、ククリ先輩、第二図書館ここでは自分の素をさらけだすって、そう言ってたじゃないですか！」

「……あれだけ帰れ帰れ言っていたのに、優しいんですね」

　穏やかな微笑。全校集会でよく見る表情。

　冥利めいり同様、家のしきたりが厳しい先輩は、普段外で見るときはいつもこんな顔をしている。

　中等部生で転入生のアニアが目を白黒させるのも無理はない。

　猫をかぶった先輩はそれほど変わってしまっている。

　第二図書館内では素顔をさらす――そう決めたのは先輩自身だったのに。

「い、今までだって、生徒会の仕事で来たことはあったはずですよ？　それなのに、なんでいまさら……」

「公私の区別です」

　菊理くくり先輩はきっぱり言う。

「これまでの私は、『私的な用事』でこちらに来ていました。今回は生徒会の総意――生徒すべてを代表して、あなたがた第二図書委員会に依頼しにきたのです」

「つまり……公の仕事だと？」

　ぼくの言葉に、七月なつきが続く。

「なんでわざわざあたしたちに？」

「身近な謎や疑問を募集している第二図書委員会なら、事件の解決に尽力してくれるでしょう？」

　あらかじめ用意していたのか、菊理先輩は即答した。

「ちなみに、今回の件を教師や警察大人たちの問題にしないのは、犯罪行為が起きていないからです。荒らされているといっても、せいぜいシャワー室の備品が移動している程度のことで、どちらかといえば心霊現象のたぐいを疑ったほうがいいくらいですから」

「心れ……」

　七月なつきがフリーズした。

「実際に一部でそういった噂うわさも流れているようです。更衣室には毎晩『すすり泣く亡ぼう霊れい』が現れると。そのせいで、夜間に更衣室を利用する運動部が減ったという報告も」

「……なるほど。ようするに、ちゃんとした被害はないけど、気味が悪いから原因を突き止めてほしいと」

「そのとおりです。蓮見はすみくん」

「すみません菊理くくり先輩……それ、かゆいです」

　まこちー呼んでた人にいきなり蓮見くんとか呼ばれると、身体が変化についていけない。

「それはちょっとショックですね」

　困ったように笑う先輩。ぼくもちょっとショックです。

　一番最初に会ったときの呼び方は蓮見くんだったのにな……やっぱり慣れって怖い。

　菊理先輩はしなやかな艶つや髪かみを翻ひるがえし、冥利めいりへと向き直る。

「お話ししたとおり、特に危険という危険があるとも思えませんし、第二図書委員会向けの仕事だとも思っています。引き受けていただけないでしょうか？」

　穏やかな口調。聞き取りやすい声。

　それらを真正面から受け止めて、冥利はぎこちなくうなずいた。

「もちろん引き受けるに――」

「ちょっと待って冥利」

　最後まで言わせずに。

　ぼくは冥利を遮さえぎって、菊理先輩を見る。

　菊理先輩は、まるでぼくが遮るのをわかっていたかのように、余裕の表情でこちらを向いていた。

「……いくつか確認したいことがあるんですが、いいですか？」

「はい」

「生徒会は犯人を生徒と断定していましたが、それはなぜです？」

「断定はしていません。学園外部へのセキュリティの高さ、犯罪行為の皆無、それらを総合的に判断して生徒の可能性が高いと考えたまでです」

「でも夜間の不法侵入は許しているわけですよね？」

「そうですね」

「それは犯罪なのでは？」

「ええ、厳密には」

「……被害が特に出ていないので問題ないと？」

「そのとおりです」

　機械を相手にしているみたいだった。

　生徒会長、宗像むなかた菊理くくり。

　限りなく完かん璧ぺきなリバーシブル。

「……マコト？」

　不安そうに冥利めいりが訊きいてきて、ぼくは語気をゆるめる。

「じゃあ、ぼくたちが仕事を引き受けたとして……具体的にやるべきことは決まっているんですか？」

「はい。夜の学校に忍び込んでもらいます」

「「「「は？」」」」

　四人分の疑問の声を聞いて、菊理先輩は満足そうに微笑ほほえんだ。

「夜に荒らされるのですから、当然夜に見張ってもらわなければ困ります」

「見張るって……」

「そんなの警備員でもできるんじゃないですか？」

　七月なつきが言ってぼくが続けるけれど、菊理先輩の笑顔は変わらない。

「警備員には頼れないから、みなさんにお願いするんじゃないですか」

　いやそりゃそうなんだろうけど……なんか釈然としない。

「あ、あの……じゃあワタシたちは、夜、学校に忍び込んで……もし、警備員さんに見つかってしまったら」

「見つからないでください」

　簡潔極まりなかった。

　アニアが困ったようにぼくを見てくる。

「大丈夫です。警備員の巡回ルートや時間、先生方への根回しなどはこちらがやりますから。よっぽどのドジを踏まない限りは安全です」

「逆に言うと、ドジを踏んだらぼくたちが不法侵入者になるってことですよね」

「その場合当局は一切関知しませんのであしからず」

　涼やかな笑顔。

「トカゲのしっぽ切りですか……」

　縦社会の悲しい現実に、七月が小声でささやきかけてくる。

「こ、これはちょっと……考えたほうがいいんじゃないの？」

「――いえ！　引き受けましょう」

　立ちあがった冥利が、握った拳こぶしを振り上げる勢いで言う。

「夜の学校で正体不明の事件に立ち向かうなんて……どう考えてもおもしろそうですから！」

　……真理の探究は？　と思ったけど、それで冥利の好奇心が満たされるのなら問題ない。

　問題があるとしたら、忍び込むのが夜だということ。

　――雨夜あまや冥利めいりの吸血衝動は夜高まる。

　もちろん、夜という条件だけで欲求が抑えきれなくなったりはしないし、月一の絶対に我慢できない吸血衝動もまだ先の話だ。最近の冥利は安定している。

　だから、それほど心配する必要はないとは思うけど……

　もしも。

　根拠のないその三文字が、ぼくをためらわせる。

　もしも吸血衝動が起きたら――

　けれど、そのためらいも簡単に破られた。

「これは頼もしいです。さすがは第二図書委員会委員長。噂は伊達じゃないですね」

　菊理くくり先輩が両手をうち合わせて、なぜかぼくに笑いかけてくる。

「ねぇ？　蓮見はすみくん」

　噂うわさ。第二図書委員会。そして――生徒会長宗像むなかた菊理。

　三つのキーワードから連想されるのは、第二図書委員会設立に際して、ぼくが生徒会長宗像菊理にお願いしたある噂のことだ。



『宗像菊理先輩。一つ、お願いがあるんですが』

『なんでしょう、蓮見くん』

『先輩の権限を使って、ある噂を学園中に流して欲しいんです』

『――その噂というのは？』



　知を吸い、願いを叶える『白銀の吸血鬼』の噂。



　ぼくが流したあの噂は、宗像菊理の力なくして広まらなかった。

　つまり、その意味で――ぼくは菊理先輩に借りがあることになる。

「……そう、ですね」

　そう答えたぼくに、菊理先輩は微笑ほほえむ。

　あの日、『それはおもしろそうですね』と言って協力してくれたときと、同じ顔で。

「じゃあ、決まりですね」

　冥利が言って、七月なつきが微妙な顔をし、アニアがこくこくと小さくうなずく。

　そんな第二図書委員会の面々を眺め、

「では――これで仕事の話は終わりだな」

　リボンをゆるめながら嬉うれしそうに笑う先輩。

　すっかりリラックスモードの先輩を見て、ぼくはゆっくり長く息を吐いた。

　細かいことは気にしてもしかたがない。

　なせばなるなる、なにごとも――じゃないけれど。

　なんとかなればいいな……。



　――こうして第二図書委員会は、夜の中等部更衣室に侵入することになった。



    

  
    
      


第六話　わからないから信じるんです。



　というわけで、早めの夕食を学食で済ませて帰ってきた第二図書館。

　菊理くくり先輩からもらった校舎内の地図（生徒会特製）を見て、ぼくたちはあることに気がついた。

「更衣室って女子更衣室なの!?」

　七月なつきの声に、冥利めいりが広げていた地図から顔をあげる。

「いまさらなんですか？　別に女子も男子も変わらないでしょう」

「あ、あんた……中等部のときを思い出しなさいよ……！　自分たちがいないあいだに男子に入られて平気だったわけ？」

「……？　平気じゃないですけど」

「今からそれをやるんじゃないの！」

　ぼくを指さした七月に、冥利は二度まばたき、

「――前言を撤回します。別に平気でした」

「平然と嘘うそをつくなぁっ！」

　いつもどおりの言い合いをはじめる二人を見ながら、ぼくは菊理先輩の言葉を思い出す。

『必要な場所の鍵かぎは開けてある。寮にも話を通しておくから門限も気にしなくていいが、無理は禁物だ。頃ころ合あいを見はからって帰ってくれ。こちらも一晩で結果が出るとは思っていないからな』

　そんな感じのことを笑顔で言い置き、先輩は生徒会の仕事が残っているとかでさっさと帰っていってしまった。

　――忍び込むのが女子更衣室だという大事なことを伝えずに。

「マ、マコトなら平気です！　女の子っぽく見えなくもないですから」

「……え？」

　冥利めいり、今なんて？

「蓮見はすみが平気なのはあたしたちが知ってるからじゃない！　見た目の問題じゃないわよ」

　えーと、それもぼくの見た目が女の子っぽいっていうのは否定していないような。

　まあたまに言われるけど。

「なら、雨夜あまやは見た目が女の子っぽい男子になら侵入されてもいいわけ？　シャワー浴びたあとのシャワールームを、事細かに調べられてもいいのね？」

「…………ダメです」

「ほら、そうじゃない！　――中止よ中止。蓮見もいるから、てっきり男子のほうかと思っていたのに……よく考えたらそういう問題って男子の更衣室で起きるわけなかったわ」

　いや、それは七月なつきの妄想……じゃなくて偏見じゃないかなとちょっと思ったけど、言うと怒られそうなので黙っておく。ああ、悲しきかなマイノリティ。

「うーん……ぼく抜きで行くってわけにもいかないしね」

「当たり前です」「当たり前でしょ」

　ほぼ同時にうなずく冥利と七月。

　……実際に首を横に振られてたら困ってたけど、これはこれでどうなんだろう。

　マイノリティだけに希少価値はあるのかな……。

「じゃあ、今からでも生徒会に断りを入れてこよっか。早いほうが向こうもいいだろうし」

　立ちあがったぼくは、けれどすぐに袖そでを引っぱられて足を止める。

　見おろした先で、右袖を掴つかむ小さな手。揺れるウサギの耳、さらさらと流れる金糸の髪。

「アニア？」

「あの……大丈夫だと思うのです……」

　大きな瞳ひとみでこちらを見あげるアニアは、一度小さくうなずいてから、冥利たちに向き直った。

「えと……そもそも、男子が女子更衣室に入って困るのは、なぜなのですか？」

「そ、そんなの――だって、年とし頃ごろの男子が女子の更衣室に侵入するのよ？　つまり、その……な、なにか……い、いかがわしいこととかされたら――困るじゃないっ！」

　自分で口にしておきながら、七月なつきはしどろもどろだった。

　……またよからぬスイッチが入った予感。

「シ、シチガツさん……いかがわしいことって……？」

「な、なによ、そういうことでしょ？　男の子は変なことするじゃないの！　こ、更衣室に忍び込んで、忘れ物のブルマとかスク水を……」

「はぅ……？　ぶるま……？」

「すくみず……？」

　困惑するアニアと冥利めいりを尻しり目めに、七月の暴走もとい妄想は止まらない。

「そ、それだけじゃないわ……女子更衣室に忍び込む一組の男女……そこに突然帰ってくる女子水泳部……二人は一つのロッカーに一緒に隠れ、羞しゆう恥ちと欲望のどきどきの中で互いの感情を燃え上がらせて――！」

「あー……七月さん」

　いい感じに燃え上がっている七月に、ぼくは声をかける。

「その辺りでやめておいたほうがよくないかな……？」

　いや最後まで言ってもらってもいいんだけど、あとでヘコむのは七月だろうから。

「あ、う……べ、別に、一組の男女の男のほうは蓮見はすみじゃ……！」

「……うん、いや、訊きいてないけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、好きに使っていただいてけっこうですが。

「十分伝わったと思うから」

　アニアは全然わかってない感じだけど、あらぬ方向を見ている冥利めいりの顔が真まっ赤かだ。

「…………」

　言葉に詰まった七月なつきが気まずげにうつむく。そんな顔をされたぼくのほうが気まずい。

　また妙な沈黙が落ちそうになったところで、アニアが控えめに口を開いた。

「あの……だから、マコトが女子更衣室に入っても、そういうことをしないとわかっているのですから……大丈夫だと思うのですけど」

「そ……そういわれれば、そうね」

　七月の声に、冥利が怪け訝げんそうに尋ねる。

「どういう、ことですか？」

「蓮見はすみ一人で潜入するならともかく、あたしたちと一緒に行けば変なこともできないでしょ……。――さすがに、四人プレイっていうのはまだ見たことがないし……」

「四人プレイ？」

「と、とにかく！　変なことしないんだったら潜入したって別に――」

　いきなり言葉を切った七月に、アニアが首をかしげる。

「どうしたのですか、ナツキ……？」

「…………あたしのバカ。それじゃあ、夜の学校に……」

「え？」

「――なんでもない！」

　と言いながら、七月は明らかに浮かない顔だった。余計なことを言ってしまったとでもいうような、失敗を噛かみしめる表情。

「……？　よくわからないですけど、問題がなくなったのならさっさと侵入してしまいましょう。もう中等部の完全下校の時間は過ぎていますし」

　冥利の提案に、七月が窓の外の暗くら闇やみに視線を向け、

「…………そ……そうね」

　沈んだ声で言った。



　　　☆



　更衣室までの道のりはスムーズに進んだ。

　中等部棟へ続く道は歩きなれていたし、校舎内も先生がいないかをチェックするだけ。

　そうして――ぼくたちはそこに辿たどり着く。

「……ここですね」

　なんの変哲もないドア。

　暗くてはっきりしないが、プレートには女子更衣室の文字がかすかに読み取れる。

「あ、開けますよ？」

　冥利めいりは一度ぼくたちに振り返ってから、ゆっくりとドアを開いた。

　しっとりした空気の感触。真まっ暗くらな部屋。

「誰だれも……いませんよね」

　小声の冥利が、きょろきょろと中を見回しながら室内に足を踏み入れた――瞬間。

　パッと更衣室の電気が点ついた。

「えっ!?」

　声をあげた冥利共々、ぼくたちはスイッチのあるほうへと振り向き、



「――え？　な、なによ？」



　電気スイッチに手を添えた七月なつきと目が合う。

「……なに、してるんですか？」

「なにって、電気点けてあげたんじゃない……暗いから」

「…………シチガツさん、わたしたちなにしにここへ来たんでしたっけ？」

「は？　そんなの、ゆうれ……じゃなくて、不法侵入者を捕まえにでしょ？」

「こんなに明るくて不法侵入者さん来ますか？」

「来るわけ…………あれ？」

　珍しいことに、七月が馬ば鹿かになっていた。

「あ、あの……このままだと、先生とか警備員さんが来てしまうと思うのですけど……」

「アニアの言うとおりです。電気を消してください」

「ち、ちょっと待ちなさいよ！　ま、まだいいじゃない。そんなに早くバレないわよ」

「……？　いえ、バレるバレないの問題ではなく――」

　と、そこでなにかに気づいたらしい冥利が目を細め、腰に手を当ててにやりと笑う。

「ははーん……そういうことですか。そういうことなんですね」

「……な、なにが？」

「ずばり――怖いんですねシチガツさん！」

　跳ね上がった声に、七月がびくびくっと肩を震わせた。

「そ――そそ、そんなわけないでしょっ!?　こ、これは――場所を確認しておこうと思って」

　七月は右手で電気のスイッチを死守し、左手で室内の奥を指さす。

　ちなみに例のシャワー室は右奥――ちょうどぼくが担当する場所の後ろにあった。

　そのすぐ近くにはベンチが置いてあり、ここからだとちょうど進路上になる。

「ん……確かに電気が点ついてなかったら、あそこのベンチとか危なかったかも」

「ほ――ほら！」

　救われたように顔を輝かせる七月なつき。

「むぅ……」

　反対に不満げに唇を突き出す冥利めいりは、じとっとぼくを見つめてから仕方なさそうに言った。

「じゃあとりあえず、先にシャワー室を確認してしまいましょう。備品が動いているのはシャワー室の中ということですから」

　そう口にした冥利に、ぼくとアニアは続いたけれど、七月が来ない。

　顔を真まっ青さおにして、スイッチの前に釘くぎ付づけになっている。

　どうやらこれは……本格的にダメっぽかった。

「七月、先に戻っておく？　送っていくよ」

「な、なんでよ！」

「いや、だって……そこから動けないんでしょ？」

　ぼくがそう言うと、七月は目を見張って拳こぶしを握りしめ、おもむろに一歩を踏み出した。

　そのまま無言でアニアの後ろに回りこむと、その背を押して再び電気スイッチの前まで戻る。

「――あ、あの、ナツキ……？」

「アニアはこのスイッチを守ってて」

「はぅ……ま、守るってあの……」

「消されないように、絶対に死守して！」

　いや、なにから？　という突っ込みを入れる間もなく、早足でこちらに合流する七月。

「ま、待たせたわね。い、行くわよ、行けばいいんでしょ、行くときがきたわ……っ」

「え……ちょっと、後から来たのになんで先に――シチガツさん！」

　冥利の制止も聞かずに、七月はずんずん進んでいってしまう。

　やけくそなのか、次々とシャワー室の扉を開け放っては、自分でびっくりしている七月を見ているうちに――ふとイタズラ心がわいた。

「あ、最後の一つはぼくに開けさせて」

　一番端はしっこの扉に手をかけ、ぼくは冥利たちを待つ。

　そうして彼女たちが追いつく寸前で、勢いよく扉を開け放ち、

「わっ！」

　なんてね――そう笑いながら振り返ろうとした瞬間。

　電気が消えた。



「「き――きゃぁああああっ!?」」



　重なる悲鳴はすぐそばから。

　後ろから二人に抱きつかれて、ぼくは濡ぬれた床に足を取られる。

「うわっ」

　倒れこみながら伸ばした手がなにかを捻ひねり、一拍の間を置いて降り注いできたのは――水？

「ひゃうぅっ！」「ゃああっ！」

　どうやらシャワーの蛇口を開けてしまったらしい。

　うつ伏せに倒れるぼくは、手探りで蛇口を見つけ慌てて締める。シャワーが止まるのと電気がつくのはほぼ同時だった。

　すぐに聞こえてきたのは、申し訳なさそうなアニアの声。

「は、はぅぅ、ご――ごめんなさい、ごめんなさいなのです！　マ、マコトの声にびっくりして電気のスイッチを押してしまって……！」

　いや、悪いのはイタズラしようと思ったぼくで、アニアは悪くない。

　むしろアニアは被害者で――

「……蓮見はすみ」「マコト……」

　冷え冷えとした声に、ぼくは恐る恐る背後を振り返ると、努めて明るく言う。

「うん――水も滴るいい女だね」

「言いたいことはそれだけ？」「言いたいことはそれだけですか？」

　あ、まずかったっぽい。

　ずぶ濡れの二人は、変に笑顔のまま濡れた上着を脱ぎ捨てて――って。

「あ、ちょっと待った」

「待ちません」「待たないわ」

「いや、えーと……思いっきり服が透けてるんだけど？」

　ぴったりと張り付いたブラウスが、二人の身体のラインどころか、下着の色まであらわにしていた。

「「――――っ!!」」

　冥利めいりと七月なつきが弾はじかれたように胸を隠す。

「こっちを見ないでください！」「あっち向きなさいよ！」

　あれ、怒られた。ちゃんと教えてあげたのに……。

　とはいえ、これ以上怒らせるとまずそうなので、おとなしく従っておく。

　冥利たちが服を着たのを確認してから、ぼくは向き直った。



    

  
    
      



    

  
    
      「文字どおり水も差されちゃったし……今回は出直したほうがいいかな」

「え……あ、そ、そうね！　風邪とか引いたら大変だし」

　一転して嬉うれしそうに言う七月なつきに、冥利めいりが口を挟はさむ。

「やっぱり怖いんですね」

「な――ち、違……っていうかあんただって蓮見はすみに抱きついてたじゃないの！」

「あ、あれはその……き、急に暗くなったからです」

「だからあんたも怖いんでしょ!!」

「シ、シチガツさんほどではありません！　わたしは最初から真まっ暗くらなら平気です」

「あたしだって別に暗いのが怖いわけじゃ――」

「え？」

　暗いのが怖いわけじゃない？

　はっとした表情の七月はぼくと目が合うと、慌てて顔をうつむかせたけれど、

「七月……？」

　ぼくの問いかけに、かわいそうなぐらい大げさに反応して、観念したようにのろのろと口を開いた。

「あ……あたしが怖いのは――――れい、よ」

「え？」

「だ、だから……怖いのは…………れい」

　よく聞こえない。

　ぼくが顔を近づけると、七月なつきはぎゅっと制服のスカートを握りしめて、一息に口にした。

「幽ゆう霊れいが怖いのっ！」

「「幽霊？」」

　冥利めいりと声がハモった。

　顔をあげた七月は、涙目で言う。

「あ、あたし……霊感が強いらしくて……家の中で知らない女の人の泣き声が聞こえてきたり、学校のトイレで白い影を見たり、月一ペースで金縛りにあったり……」

「……」

　あれ？　今、ちょっとぶるっとした。

「よ、夜の更衣室で……それも水場に出るのなんて、幽霊しかいないじゃない……！　だから、そんな場所に行ったら絶対見ちゃうと思って、そう考えたらよけいに……怖くなって」

　最後のほうは声が震えていた。

　本気でトラウマレベルの体験をしている七月からしてみたら、正体のわからない人間の犯人より、超常現象――幽霊の存在のほうが圧倒的に怖いのかもしれない。

　幽霊はいるかいないかじゃない。体験するかしないか。

　体験した人間からすれば、その存在は問答無用で恐怖の対象だ。

　……というか、そんな人間のリアルな話を聞いたあとだと正直ぼくも怖い。

「マ、マコト……」

　すぐ隣にいたアニアが制服の裾すそを掴つかんできた。大きな瞳ひとみが頼りなげに揺れて、ぼくは小さく嘆息する。

「じゃあもうみんなで固まって見張ろうか」

　ぼくの提案に、全員がぎこちなくうなずいた。



　　　★



　再び電気が消され、周囲が暗くら闇やみに包まれる。

　光源になるものは、カーテンの隙すき間まから差し込む青白い月明かりだけ。

　どこか幻想的に彩られた室内に、ぼくは――

「ちょっとシチガツさん、くっつきすぎですよ……！」

「う、うるさいわね……さっき言ったでしょ……？　あたしは幽霊がこわいのよ……！」

「それ完全に開きなおっていますよね……？」

「開きなおってないわよ……っていうかあんた、人のこと言えるわけ……？　ぴったり寄りすぎじゃないの……！」

「こ、これはその、ちょっと……寒くなってきたので……」

「はあ？　なによそのいいわけ……！　バカなの……っ？　ねぇ、バカなの……!?」

　冥利めいりと七月なつき、両隣の二人が小声で言い合うのを耳にして、ため息をつく。

　左隣の七月と右隣の冥利。なぜか二人とも対抗しあうようにぼくに身体を押しつけあっていた。

　まあ二人とも幽ゆう霊れいやら暗くら闇やみが怖いらしいし、ぼくもさっきの七月の話が効いているので心強くはあるけど……ぶっちゃけ窮屈です。

「マ、マコト……あの……ワ、ワタシも――」

　と言って、電気を消してきたアニアが正面からぼくにしがみついてくる。

　月光にふわりと舞うブロンドは美しく、鼻び腔こうをくすぐる石せつ鹸けんの香りは爽さわやか。

　ぼくの胸にも届かない背丈のアニアが抱きついてくると、ちょうどお腹なかのあたりに直じかにぬくもりが伝わってくる。

　もともと体温が高いほうなのか、それとも子供っぽい外見だからなのか、アニアの身体はすごくあったかい。

　そのあったかい身体できゅっとぼくの手を掴つかみ、顔まですりよせられると、変に緊張する。すべすべで、ぷにぷにのほっぺをさわっていると、ああ、やっぱりアニアも女の子なんだなあ――なんて、菊理くくり先輩っぽい考えにふけっていると。

「ぁ――っ」

　耳元で囁ささやかれた声。

　そして、左ひだり肘ひじに当たる、ふにょんとやわらかい何か。

　これは、まさしく――

　胸。

　胸だ。

　菊理先輩が言うところの――七月のグッドおっぱい！

　それは至高の感触。母なる桃源郷。素晴らしき男の夢。

　一瞬にしてぼくの全感覚は左肘へと集中し、やわらかくも弾力のある、不思議な肌触りに――

「……んんっ、ちょ、は、蓮見はすみ……っ」

　恥ずかしさをこらえるような七月の声に、ぼくは我に返る。

　あぶないあぶない……うっかり自分を見失いかけていた。

　っていうか、よく考えると。

「これだけ密着してたら、胸も当たるよね……」

「な――ひ、開きなおるのっ？」

「あ、いや、そういうわけじゃないけど」

　事実を言っただけというか、もうちょっと離れてほしいだけというか。

「や、やっぱり暗くなると男の子は積極的になるのね……！」

「いやいやちょっと待って……今のはどう考えても」

「な、なによ、あ、あたしの胸を触っておいて――」

「マコト……」

「――いだっ、え？　なんで冥利めいりはぼくのことつねってんの……っ？」

「そんなにおっきいのがいいんですか……」

　声低っ。

　七月なつきに難なん癖くせをつけられ、冥利ににらまれ、ぼくは天を――仰ぐ、前に。

　その異変に気がつく。

　鋭く細められた冥利の瞳ひとみ。

　普段、紅茶色の瞳が――



　鮮やかな朱色に染まっている。



「――――」

　思わず声をあげそうになった。

　すぐに冥利に知らせようとして、ぎりぎりで思い直す。

　そんなことをすれば、アニアや七月にも伝わってしまう。

　ぼくは冥利から一度目をそらすと、さりげなく身体を離して考える。

　ぼくが予測していたよりはるかに早い変化の原因は、単に夜が深まったせいなんかじゃない。

　強い性的刺激。

　思い当たることが多すぎて、歯は噛がみしたくなる。

　人間と吸血鬼の境界線。

　絶対境界線を越えさせないために、今ぼくができることは――

「犯人当てクイズをしようか！」

　少し大きかったぼくの声に、七月や冥利、アニアまでがびくりと身体を震わせる。

「犯人当て……」「クイズ、ですか……？」

　声を揃そろえた七月とアニアに、ぼくはうなずき返す。

「ただ待っているだけじゃ手持ちぶさただし、ぼくたちらしくもないよね？　だから犯人がどんな人物か、人物じゃないならなんなのか――推理するのはどうかなって」

「……なによ、急に」

　不審そうに眉まゆをひそめる七月なつきとは裏腹に、冥利めいりが目を細めてぎこちなく笑顔を浮かべた。

「それは……興味深い、ですね」

　平静を装った、つらそうな声。

　冥利も気づいているのかもしれない。自分の肉体が変わりはじめているということに。

　だとしたら――一刻も早く知的欲求を満たさなければ。

「じゃあ、さっそくはじめようよ。今回の事件についてなにか思うところのある人は？」

「あの……」

　珍しくアニアが挙手する。

「そもそも……この事件に犯人さんはいるのでしょうか……？」

「というと？」

「え、えと……ワ、ワタシも、いちおう中等部生なのですけど……そんな噂うわさは聞いたことがなかったので……」

「ん……むしろ生徒会だけが知ってて、一般生徒はみんな知らないって可能性もあるよね」

「生徒会が一般生徒に秘密にしてるっていうの？　そんなことありえる？」

　七月が腕を組んで首をかしげる。

「口コミで今回のことは知れ渡ったって言ってたし、苦情が出たから生徒会も調査に乗り出したんじゃなかった？」

「えーと、それは」

「生徒会メンバーが……たまたま見たのかもしれないですよ」

　ぼくの後に続く冥利は、やっぱり声が苦しそうだった。

「それってかなりの偶然が重なっているんじゃない？　現実的とは思えないわ」

「それは――……」

　七月の言葉に、途中で口をつぐむ冥利。一瞬見えた口の中に、長くなった犬歯がのぞく。

　……まずい。

「と――とにかく、菊理くくり先輩に仕事として回された以上は、本当だと思うのは前提にするしかないんじゃないかな？　ほら、知らんがために我信ずとも言うしね」

「…………？　蓮見はすみらしくないわね。むしろ宗像むなかた先輩に回された仕事だからこそあやしいんじゃないの」

　もっともだった。

　菊理先輩ならおもしろそうという理由だけで、ぼくたちに嘘うその事件を解決させようとしてもおかしくない。

　――同じ理由で『白銀しろがねの吸血鬼』の噂を流してくれたように。

　そうだとすれば、ここにきたこと自体が完全な無駄足になる。

「それは……ありえる話だね」

　これだけ騒いでも先生や警備員がまったく出てこないのも気になるし――いや、単に運がいいだけかもしれないけれど。

　いずれにせよ、菊理くくり先輩に連絡を取るためにケータイを取りだそうとした矢先。

「マ、マコト……！　ひ、人が来るのですっ」

「――え？」

　更衣室が一瞬で静まりかえり、全員がぼくの周りに集まる。

　ベンチ前に立つぼくを中心に、左隣に七月なつき、右隣に冥利めいり。

　アニアは少し迷ってから、七月の隣に寄り添った。

　そうして正面のベンチ越しに入口をにらむと――外からの足音がはっきりと認識できるようになった。

「け、警備員かしら……？」

　七月が小声で言い、冥利が反対側で首を横に振る。

「……いえ、警備員や先生方なら……ライトを持っているはずです。でも、光が全然漏れてきませんから――」

「じ、じゃあ…………」

　泣きそうなアニアの声に反応するようにして、足音が部屋の外で止まった。

　かちゃりと鳴るのは、閉めたはずの鍵かぎが開く音。

　――合い鍵！

　そうだ、合い鍵を作ればどんな人間だって部屋の出入りは自由になる。

　だとすれば、やはり外にいるのは――犯人？

　ゆっくりと回るドアノブ。

　スローモーションで開かれていくドア。

　誰だれかがぼくの右手をぎゅっと握りしめ、その手が冥利のものだとわかったとき――



「――わっ!!」



「きゃぁぁぁっ!?」「ひゃぅぅぅっ!?」

　煌こう々こうとつく灯あかり、盛大にあがる叫び声。

　その瞬間、ぼくは左側から勢いよく押され、たたらを踏もうとして――ベンチに足をひっかけた。

「っ！」「っ!?」

　倒れこむ身体は、とっさに右手に掴つかんでいたものを引っぱる。

　壊れる均衡。崩れるバランス。

　ぼくと冥利めいりが倒れる音は、ベンチの転倒音に打ち消された。



「なーんてな！　実は宗像むなかただ」



　背中に落ちてくる声は、楽しそうな菊理くくり先輩のもの。

「いやいや、実は先ほど手違いが判明してな。更衣室の場所なんだが、正しくは中等部の男子――――ん？」

　いつものように軽快で、悪気のない言葉。

「ほう……まこちー、大胆だな」

「え……？　――あ！　は、蓮見はすみあんた、離れなさいよっ！」

　菊理先輩と七月なつきの声が、どこか遠くから聞こえてくる。

　それはぼくが目の前の現実を遠ざけて、受け入れるのを拒否しているからかもしれない。

　ぼくの目の前にあるのは、驚きに目を見開いた冥利の顔。薄紅色の唇、きめ細かな肌、首筋からのぞく鎖さ骨こつ。

　ぼくの身体は冥利に覆おおいかぶさるような格好のまま、睫まつ毛げの数も数えられるほど近くで、冥利の吐息を感じている。

　そしてぼくの左手は――言い訳のしようもなく、冥利の胸を触ってしまっていた。

　ハプニング。

　そんな言葉では済まされない現実が、彼女の瞳ひとみに、犬歯に、髪の毛に、容赦なく現れていく。

　ヤマアラシの、トゲ。

　非日常が。

　顔をのぞかせる――寸前。

「――っ!!」

　ほんの一押しでぼくを突き飛ばし、冥利は立ちあがる時間すら惜しむような速さで更衣室から出ていった。

「お……おお？」

「え、今……」

「メイリ……速かったのです……？」

　突然の出来事に、みんなそろって狐きつねにつままれたような顔をする。

　ぼくが最初にすべきことは、彼女たちへのフォローで。

　けれど。

　実際に取った行動は。

「――ごめん！」

「ちょ、蓮見はすみ……」「まこちー」「マコト――？」

　全員の声を聞き流して、ぼくは夜の校舎を走り抜けていった。



　　　†



　行き先はわかっていた。

　……冥利めいりはそこにしか行けないから。

　だからいくら離されたって関係ない。どれだけ遅れたって大丈夫だ。

　むしろ、これから起こることを考えれば、気持ちを落ち着けて行ったほうがいい。

　そう頭で理解していても――身体が拒む。

　理屈じゃなく、感情でもない。

　想おもいの急せかすままに、ぼくはそこに辿たどり着いた。

　夜に沈む第二図書館。

　月明かりが薄白く差し込む空間に――彼女はいた。

　床に倒れ、頭を抱え、

　苦しげに震える、



　銀髪紅眼の吸血鬼。



　色という色が抜け落ちた銀ぎん髪ぱつは、彼女を縛る鎖のように広がり、ときおり天を向く紅くれないの瞳ひとみは、猫の瞳のように暗くら闇やみの中で爛らん々らんと輝く。

　現実離れした光景。

　何度見ても、慣れない。

「……なんて言ってる場合じゃないけどね」

　呟つぶやくぼくに反応するように、冥利がうめき声を漏らした。

「…………ぅ、……ぁ……ぁぁ……っ」

　声に交ざる感情は、苦しみだけじゃない。約束された快楽を前に、悦よろこびに悶もだえるような色も滲にじむ。

「……」

　緩慢に身を起こし、気だるげにこちらを向く冥利の目には、欲動を満たす強い悦楽の光が見て取れた。

「はぁ……っ」

「――」

　艶つやにまみれた吐息に、甘美にとろける眼まな差ざしに、頭の奥が痺しびれていく。

　それが吸血鬼の魅了能力なのだとわかるより早く――ぼくの肉体は冥利めいりに抱きしめられていた。

「ぁぁ……！」

　切なげな声。恋い焦がれた相手をやっと手に入れた――そんな狂おしいため息。

　しなやかに伸びる手は、ぼくの体を愛いとおしげに撫なでさすり、控えめに伸ばされた舌が執しつ拗ように首筋をなぞる。

　ぴちゃぴちゃと水っぽい音を立てて、それ自体一つの生物のように動く冥利の舌。

　首筋を丁寧に這はう様子は、口づけを請う恋人のようで、指で触れられる以上に繊細な感触に、ぼくはぐっと歯を噛かみしめ、たまった唾だ液えきが首筋から胸元へと滴り落ちていくのを他ひ人と事ごとのように感じる。

「…………」

　間近に目にした冥利の瞳ひとみに、意志の光はない。

　動物のような欲望が、溢あふれているだけ。

　熱い吐息を肌に感じ、切なげにもれる喘あえぎ声を耳にして、ぼくは――もう恐怖も嫌悪も悦楽も感じなかった。

　そこにいるのは雨夜あまや冥利という人ではなく、ただ一体の吸血鬼だったから。

　そうして、冥利の姿をした吸血鬼は、たっぷりとぼくの首筋を弄もてあそんだあとで、ゆっくりと唇をつけて――



「…………――――っ!?」



　血を吸わずに離れた。

「あ、ああ……っ、わ、わたし……っ、……いや……いやぁっ！」

　見開かれた瞳は猫のように輝いていたけど、苦く悶もんに歪ゆがむ顔はぼくの知る冥利のもの。

「冥利……」

　床を這いつくばる冥利に、ぼくは手を伸ばして――

「いやっ!!」

　身体ごと突き飛ばされ、長机の足に背中をしたたかにぶつける。

「……ぐっ」

「あ……ご、ごめんなさ――」

「……謝らなくていいよ」

　冥利の苦しみに比べればほんの一瞬のことでしかない。

　それよりも、絶対吸血衝動が――本来ならもう少し先に現れるはずのそれが、今の彼女に現れているのだとすれば。

「謝らなくていいから、早く血を吸わないと」

「い……いや……」

　波打つ銀ぎん髪ぱつ。脅おびえるように震える手。

「いやって……今は血が嫌いだとか言ってる場合じゃ」

「――いやなのっ!!」

　叫ばれる言葉に。

　嫌悪ではなく恐怖に染まった冥利めいりの表情に、ぼくは戸惑う。

「い、今、わ、わたし……わたしっ、マコトの血じゃなくて――人間の血を吸おうとした……！」

「……？　ぼくの血も人間の血だよ」

「――違うのっ、誰だれの血でもいいと思ったのっ、動物が餌を食べるみたいに、マコトの血を吸いたくなったの!!」

　冥利は震える自分の体を抱きしめ、うめくように呟つぶやく。

「い……いつか無差別に人を襲うようになるかもしれない……き、今日だって、もう少しでみんなを――」

「冥利」

　言葉を途中で奪って、ぼくは冥利を無む理り矢や理りこちらに振り向かせる。

　身体を強こわばらせた彼女を、胸に抱きとめるようにして、その口にぼくの首筋をあてがう。

「だったら――だったらぼくが、冥利に呪のろいをかけるよ」

　言葉は、人を縛るから。

　理屈じゃなく、感情でもない。

　あえて言うなら――想おもい。



「冥利は、ぼくの血だけを吸う」



　それは命令。

　それは懇こん願がん。

　それは呪じゆ縛ばく。

　矛盾を望む人間、ヤマアラシのトゲを望むヤマアラシの――願い。

　瞳ひとみを揺らがせた冥利は、ぼくの首に唇を寄せて、ゆっくりと牙きばをつきたてた。

「――――」

　痛みは一瞬。

　そのすぐ後に押し寄せる快楽の波に溺おぼれないように、ぼくは瞳を閉じる。

　なにも考えない。なにも思わない。

　嘘うそのように短く、冗談みたいに長い空白のあとで。

「は……ぁ」

　唇を離した冥利めいりが、授乳を受けた乳児のような声を漏らし、

「――ぅぇっ」

　激しくえずいた。

　ぼくは冥利の頭を自分の胸に当て、正面から抱きすくめるようにしながら背中を撫なでる。

　そうしていくうちに、少しずつ吸血鬼の髪や瞳ひとみ、犬歯の長さは元に戻っていき、完全に戻るころにはぼくの頭痛も冥利の吐き気も収まっていた。

「…………ごめん、なさい」

　ぼくの胸に頭を預けたままの冥利が謝ってきて、ぼくは軽く答える。

「ん、気にしてないよ」

「……そんなこと、ないはずです」

「いや……本当に気にしてないんだけど」

　月に一度起こる、避けることのできない絶対吸血欲求。

　それはもう、慣れていることだから。

「そんなわけ、ないです……！」

　胸から頭をはなし、床にぺたりと座り込んだ格好で、冥利は両手をきつく握りしめる。

「わ、わたしは……自分勝手で、いつもマコトに迷惑をかけています……マコトだけじゃなくて、シチガツさんやアニア、ククリ先輩だって……騙だまして、巻き込んで……言葉でねじ伏せて――」



「それ、ぼくも一緒だよ」



　冥利が顔をあげる。

　その表情は、一瞬戸惑ったように揺れてから、憤りに染まった。

「ふ、ふざけないで――」

「ふざけてなんていないよ。冥利は覚えてると思うけど、少し前のぼくは自分勝手で、周りを巻き込んで、誰だれとでも敵対して、人を欺いて生きてた」

　薄く笑ってみせると、冥利は首を横に振った。

「それでもマコトは……変わりました。ちゃんと、変わったんです」

「もし本当にそう思ってくれてるのなら……冥利だって同じなんじゃないかな」

　ぼくが変われたのなら。

　冥利だって、変われるはず。

　冥利は手のひらに載せた鍵かぎ型の髪飾りに視線を落とし、唇を震わせる。

「わたし、は……わたしじゃないときが、あるんです。大きなものに飲み込まれて、よくわからなくなって……振り回されてしまうんです。――だから」

　自分がわからない。わからないから信じられない。

　そう思うのだったら。

「わからないからこそ、信じる」

　知らんがゆえに我信ず。

「わからないからこそ自分を信じる……そう使ってもいいよね？」

　自分がわからない。つかみどころがない。

　だからこそ、信じてみる。……信じて、あげる。

「それが変われるきっかけなのかもしれないよ」

「…………きっかけ？」

　冥利めいりの問いかけに沈黙を返して、ぼくは少しだけ昔のことを思い出す。

　なんでもそこそこできたから、なんにも本気でやろうと思えなかった毎日。

　自分のやりたいことがわからなくて、不用意に周りの人間ともめていた。

　けれど、どれだけぼくが周りの人間ともめても、決定的な断裂が起こらなかったのは――雨夜あまや冥利が走り回ってくれたから。

　ぼくの代わりに頭を下げて、ぼくの代わりに罵ば倒とうを受ける。

　……ぼくの知らないところで。

　ぼくがそのことを知ったときには、もうすべて手遅れだった。

　雨夜冥利は変わってしまったから。

　失ったものは取り戻せない。できることは、償いだけ。

　だからぼくは、冥利のために委員会を作り、冥利のために噂うわさを流し、冥利のために血を与え――冥利のために知を廻めぐらせなければいけない。

　それが、蓮見はすみ真実マコトの生きる理由。

　もちろんそんなことは――

「言わないけどね」

「え……」

　冥利は不満げに、けれどどこかこちらの表情をうかがうように、上目づかいで訊きいてくる。

「き、気になるんですけど……」

「それよりさ、さっき吸血されてたときに思ったんだけど」

「――え、え、きゅ、吸血中にですか？」

　途端に顔が赤くなるのは、あれが恥ずかしい行為だと思っているからだろうか。

　まあそうじゃないと困る気もするけど。

「冥利めいり、吸血中に胸大きくなってない？」

「ぶっ!!」

「さっきアクシデントで触っちゃったときも思ったから、もしかすると吸血鬼化が進むと大きくなるのかな……？」

「な、なにを言って――」

「あ、それともう一つ」

「まだあるんですかっ!?」

「うん。まあ、こっちはたいしたことじゃないんだけど」

　軽く笑いながら、言う。

「なにがあっても冥利を助ける」

　軽口の延長。冗談にしか聞こえないタイミング。

　本当の想おもいで、嘘うその言葉を口にしたぼくに。

「……なんでですか」

　冥利は真剣に問い返してくる。

「なんで……マコトは、そこまでしてくれるんですか……？」

　揺らぐ瞳ひとみ。懇こん願がんするような眼まな差ざし。

　嘘の言葉を突き破って、貫いてくる本当の想い。

　それは、でも。

「知らんがゆえに我信ず……だよ、冥利」

「――」

　わからないからこそ信じるというのは、言葉にするものじゃなくて。

「……信頼、ですか」

　冥利はなぜか、拗すねるようにうつむく。

　少しだけ頬ほおが赤い気もしたけど、それはきっと気のせいなんだろう。

　冥利とぼくのあいだに横たわる、信頼。

　それは――ぼくたちだけのものじゃないから。

　そんなことを思っていると、いきなり第二図書館の扉が開かれた。

「――あ、やっぱりここにいた！　ちょっと蓮見はすみ、雨夜あまや、ケータイに出なさいよ……！　心配するじゃないの」

「まあまあナナ。見つかればそれで御おんの字だろう。ふむ、まこちーは先に到着か。さすがだな」

「よかったのです……メイリもマコトも……無事で」

　三者三様の反応に、冥利はあっけにとられたような顔でこちらを見てくる。

　どうしてみんながここにいるのか――そんな顔で。

　ぼくが肩をすくめてみせると、冥利めいりはぱちぱちとまばたいて、おそるおそるみんなのほうへ向き直った。

「な……なんで――ですか」

「なんでって……なにがよ？」

「なんで、わざわざ……追って」

「……はあ？　そんなの……仲間なんだから、当たり前でしょ」

　仲間なんだから、当たり前。

　その当たり前は――言葉にできない。

「と言いつつ照れてるな、ナナ」

「な――べ、別に照れてなんて」

「ナツキが……一番心配していたのです」

「ア、アニア！　っていうかそれは、蓮見はすみと雨夜あまやが一緒にいなくなったからで――」

「うんうん。やはりナナもかわいいなー」

「は、話を聞きなさいよ!!」

　七月なつきたちの会話を聞いていくうちに、戸惑う冥利の表情は、笑顔に変わっていった。

「……どうもご迷惑をおかけしました、雨夜冥利完全復活です！」

　朗ほがらかな声。

　いつもの冥利に。

「完全復活もなにも、あんたがいつやられたのよ」

　七月が呆あきれ、

「メイリ、元気になってよかったのです……」

　アニアが喜び、

「やはりめいめいは元気が一番だ」

　菊理くくり先輩が微笑ほほえむ。

　仲間たちを前に、冥利はこらえきれない笑顔を振りまきながらこちらに向き直ると、

「明日あしたもみんなで真理を探究しましょう！」



　――仲間の信頼は言葉にできない。

　だからぼくたちは、言葉にできることを探求していく。

　そこに、世界の真理と、自分たちを見いだすために。

「……なんて、ね」

　呟つぶやいたぼくは、ゆっくりと冥利たちの元へ歩いていった。



    

  
    
      


後日談



「今回は迷惑をかけてしまって本当にすまなかったな！」

　週をまたいで、放課後の第二図書館。

　なぜか先に中にいた菊理くくり先輩に、ぼくたちは目をまたたく。

「いや……えっと、なんでいるんですかっていうか、鍵かぎかかってませんでした？」

「愚問だなまこちー。宗像むなかたにそれを訊きくのか？」

　優雅な微笑ほほえみを前にして、ぼくはそれ以上続けられなくなる。

「確かに宗像先輩には愚問ね……」

　と諦あきらめるように言ったのはベースケースを担いだ七月なつきだ。今日も第二図書委員会を優先してくれたらしい。

　一緒に来た冥利めいりは「むー……勝手に入らないで欲しいです」と唇を尖とがらせていたけど、続く菊理先輩の言葉に首をかしげた。

「今日は事件の顛てん末まつについてみんなに伝えたくてな。無理を言って少し生徒会のほうを抜けてきた」

「事件の顛末って……解決したんですか？」

「ああ。といってもそうたいした話じゃない。エロスな話を期待してくれためいめいには大変申し訳ないが」

「……そんなことは一瞬たりとも期待してませんから安心してください」

「なんなら無む理り矢や理りエロス仕立てにしてもかまわないぞ？」

「しなくていいです！」

「大丈夫だ。宗像がしゃべればどんな話にも自然とエロスは混ざるから」

「ククリ先輩はまず人の話を聞きましょうね!?」

　などなどと話しているうちにアニアが合流して、菊理先輩は本題に入った。

「あの日、解散した後で戸締まりのために女子更衣室に戻ったんだ」

「ひ、一人で……？」

　目を丸くし、顔を強こわばらせる七月に、菊理先輩はこともなげにうなずく。

「宗像しか鍵をかけられる人間がいなかったし、後始末もしなければならなかったからな」

　そういえば床は濡ぬれっぱなし、ベンチも倒しっぱなしだった。そこらへんの気遣いはさすがの生徒会長、しっかりしている。

「まあそれは宗像が戻ったときにはすでにすんでいたのでよしとして、問題はそのあと寄った男子更衣室だ」

「男子更衣室にも……！」

「ああ、行ってきた。ちょっと思うところがあってな。で、その結果――」

　そこでためを作った菊理くくり先輩は、全員の顔を見渡してから言った。



「なんと子猫がいた」



「――猫っ？」

　と必要以上に驚いた冥利めいりの代わりに、ぼくが訊きく。

「なんでそんなところに」

「どうやら一部の中等部生が拾ってきて育てていたらしい」

　育てていたって……寮がペット厳禁だからとはいえ、よくもまあそんなところで。

「夜、人がいなくなったところで世話をする。なかなか骨のいる話ではあるな」

「じゃあ、もしかして……例の噂うわさを流したのは」

「その中等部生たちだ。実は生徒会のメンバーも一枚噛かんでいたらしくてな。女子更衣室やらシャワー室やら、やけに誤情報ばかり多いのでおかしいと思ったら……」

　瞳ひとみを鋭く細めて、声を低める菊理先輩。

「まあ関かかわっていた生徒には宗像むなかたみずから制裁を加えておいたので安心してほしい」

　……いや、そんなＳっ気たっぷりな笑顔で言われても不安になるだけですけど。

「ともあれ、今回の事件の犯人は子猫ということで落ち着いたってことですね」

　ぼくがまとめっぽくそう言うと、菊理先輩はさらりと黒くろ蜜みつの髪をかきあげ、長机の上に両りよう肘ひじをついて思わせぶりな眼まな差ざしを向けてくる。

「それは違うなまこちー。今回の事件の犯人は、あくまで『すすり泣く亡ぼう霊れい』の噂を流した人間だ。子猫は自ら幽ゆう霊れいを名乗ったりはしない」

「――」

　その言葉は、ぼくの胸に深々と突き刺さった。

　人を遠ざけるために流した『すすり泣く亡霊』の噂。

　……知恵を集めるために流した『白銀しろがねの悪魔』の噂。

　方向性こそ違えど、ぼくが冥利にしているのも彼らと同じことだ。

「手厳しいですね……」

　思わずうめくように呟つぶやくと、菊理先輩は朗ほがらかに笑って言う。

「そんなことはない。彼らは彼らで正義を貫いただけだからな。ただし――その正義に巻き込まれた子猫のことを考えていたかどうかは、ぜひ訊いてみたいところだが」

「…………」

「……なんですかマコト？　急にこっちを見て」

　小首をかしげる冥利は、なにも知らない。

　果たしてぼくのしていることは正しいのかどうか――

　なんて。

　いまさら考えてもしょうがないことで悩むつもりはなかった。

　ぼくは首を横に振って菊理くくり先輩に向き直ると、軽く笑ってみせる。

「当然考えていたと思いますよ。そして正しいと思っていた……いや、今も思っている。だって――それが正義を貫くってことですから」

　言った瞬間、菊理先輩は満足げに頬ほおをゆるめた。

「ふ……宗像むなかたはまこちーのその言葉が聞きたかった。これで――安心して楽しめる」

「はい、安心して楽しんでください」

「……？　よくわかりませんが、楽しいことならわたしも仲間にいれてください」

　そう言って身を乗り出す冥利めいりに、菊理先輩はすがすがしい笑顔で言う。

「ああ、もちろんだめいめい。ぜひ語らおう。めいめいのその素晴らしいおっぱいをいかにして維持するかについて」

「それのどこが楽しいんですか!?」

「うん、説明しなければならない。まずめいめいがおっぱいを触られたとき――」

「言わなくていいです!!」

　顔を赤くして机を叩たたく冥利。本気で取り合わなければいいのに……。

　まあ、そんなことをしたらますます菊理先輩が調子に乗るだけだろうけど。

　ぼんやりと二人のやりとりを見ていると、そのあいだに挟はさまれている七月なつきが探るように訊きいてくる。

「と、とにかく……噂うわさを流した人間が今回の事件の犯人だったのよね？」

「そういうことになるな」

　菊理先輩がうなずくのを見て、七月はほっと胸をなでおろした。

「なんだ……結局、幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばなだったわけね」

「真実なんて、わかってみればあっけないものですね」

　と言いながら、冥利もがっかりしているような気がする。

「そういうのを求めていくのが第二図書委員会なんじゃなかったっけ？」

「……も、もちろんです！」

　そのままなぜか強がるように胸を張った。

「むしろそこからさらなる真実を導き出す勢いですよ、第二図書委員会は」

　それは単なるこじつけだと思うけど。

　ともあれ、これで一件落着――と思いきや。

「あの……質問が……あるのですけど」

　おずおずと手を挙げたアニアが、菊理先輩を見る。

「うん？　おお、なんでも訊きいてくれアニア。その代わりと言ってはなんだが、アニアのプライベートなことについて訊いてもいいだろうか」

「え、え、え……？」

「アニア、無視して訊いていいと思いますよ」

「冷たいなめいめい……。で、なにかなアニア」

「あ、あの……ク、ククリはさっき、『あの日鍵かぎをかけられる人間は自分しかいなかった』と言っていたと思うのですが」

「ああ、生徒会の方で手回しをして、大人たちは早めに帰らせていたからな。あの時間は宗像むなかたしかいなかったんだ」

「――は？　宗像先輩……さっき自分が女子更衣室に戻ったときには全部片付いていたって言ってなかった……？」

「言ったな」

「え……？　じゃあ、女子更衣室は――」

「誰だれが……後片付けを、したのですか？」

　冥利めいりとアニアが続けて呟つぶやき、菊理くくり先輩はさらりと答える。

「うん、まさにそれが新たな謎なぞとして現れたわけだ」

「「「「ええぇっ!?」」」」

　全員の声が重なる。

「ク、ククリ先輩事件の顛てん末まつを伝えにきたって言ってたじゃないですか！」

「うん。男子更衣室の事件の顛末をな。その結果女子更衣室に新たな事件が起きるというのもおもしろい話じゃないか」

　涼やかに笑う菊理先輩。

　ようするに――

「枯かれ尾お花ばなの正体見たり幽ゆう霊れいってわけですか……」

「――い、いやあぁぁっ！」

　ぼくの言葉に七月なつきが頭を抱えて悲鳴をあげる。

「まあそんなわけで、そろそろ宗像がここに来た本当の理由も察してもらえたと思うのだが」

　と言いながら、菊理先輩はいそいそと服装を正しはじめるのだけど。

「断ります！」

　先輩が続ける前に、冥利が机を叩たたいて立ちあがった。

「もう一度女子更衣室に忍びこめという依頼なら、第二図書委員会は引き受けませんよ」

　凛りんと声を張って、明確な意思表示。

「ほう……これは意外な反応だ。一応理由を訊いてもいいかな？」

　なぜか嬉うれしげな菊理くくり先輩に促され、冥利めいりは堂々と言う。

「まず菊理先輩が信用にたりません。昨日もいろいろと手違いがありましたし、なにか裏がありそうです」

「心外だなぁ、めいめい」

「その顔は疑いを晴らす気があるんですか!?」

　……うん。菊理先輩、そこでにやりと笑うのはあんまりだと思う。

「もう一つ、昨日の今日で同じようなことをするのは本意じゃありません。より幅広く、日常に根ざした探究が第二図書委員会のモットーです。連続で同じような探究はしません」

「ふむ、それは少し異論が差し挟はさめそうだが」

　と言いながら、菊理先輩は冥利の続ける言葉を待つ。

「そして最後に……この手の依頼はシチガツさんが苦手としています」

「……あ、雨夜あまや」

　感激するように言う七月なつきと目が合って、冥利は咳せき払ばらいを一つ。……照れてる照れてる。

「た――ただし」

　ぴっと立てた人差し指。

「知恵を貸すことはできますよ」

　片手を腰に当て、そこはかとなく誇らしげなポーズで言う冥利は、口元に自信ありげな笑みを浮かべて、菊理先輩をまっすぐ見る。

　先輩はどこか慈しむような表情で、小さく笑った。

「……なるほどな。わかった、今回はめいめいの意見を尊重しよう」

　珍しく、菊理先輩が折れた。それだけ冥利の意思が強いと思ったのかもしれない。

　仲間を想おもう意思が。

「ただ、遠く離れた場所で考えることには限界がある。場合によっては現地まで行ってもらうこともあるかもしれないが……」

「む……その場合は仕方がありません。現地まで行きましょう」

「え、ちょ、雨夜!?」

　仲間を想う意思、あっさり折れた。

「あ、あの……メイリ、ナツキは幽ゆう霊れいさんが怖いのでは……」

「…………シチガツさん、なにごとも克服する勇気ですよ？」

「な、なにいい話っぽくまとめてるのよ!?　――っていうかシチガツ言うな!!」

「なにをいまさら」

「あ……あんたねぇ――！」

　そのままいつもの言い合いがはじまった。

　まあでも、やっぱり冥利と七月はこうじゃないと一日の調子が出ない気がする。

　いや、正確にはもうそろそろ一日が終わるけど、第二図書委員会の一日は――これからはじまるから。

「で、今日はどうするの？」

　ぼくが軽く尋ね、

「もちろん真理を探究しますよ！」

　冥利めいりが明るく答える。

　変わらない毎日。

　平穏で楽しい日常。

　その願いは、きっとこの場にいるみんなの抱く想おもいで――



「それが第二図書委員会ですから！」



　冥利の笑顔に、ぼくは小さく笑った。



〈了〉



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　本書をお手にとっていただきありがとうございます。いつでもどこでも刈野かりのミカタです。

　本作『ちがたり。』は新シリーズとなります。

　中身のほうをさっくりと説明させていただきますと、主人公蓮見はすみマコトが幼なじみの雨夜あまや冥利めいりを含む第二図書委員の美少女数名とまったりだべるお話です。

　実は冥利は吸血鬼で、おしゃべりをしなくちゃいけない切実な事情もあったりするんですが、メインは「ドＳを治したいとかいう幼――少女がいるけどどうする？」みたいなゆるいお話ですので、だらだらと寝転がりながら読んでいただければ幸いです。

　ちなみにタイトルの『ちがたり。』は、「血がたりない」と「知を語る」（担当編集ｓｓさんいわく「恥を語る」）がかかっていたりするんですが、某友達が少ないで有名な先輩は「タイトルの頭に『ち』が一つたりないんじゃないか」と呟つぶやいてらっしゃいました。

　ちちがたり――あながち間違ってもいないので、どうぞ中を見てご確認ください。



　ところで、今回も著作について担当編集ｓｓさんと熱い議論が交わされたのですが……



ｓｓ「刈野くん。この著者近影は、休日はいつも女の子と二人で寝てるってことでＯＫ？」

刈野「なにその解釈!?」

ｓｓ「またリア充ネタか……びっくりするわ」

刈野「ｓｓさんのその深読みにびっくりしますよ！」

ｓｓ「っていうか、いいの？　最近他ほかの作家さんにも『刈野ミカタはリア充』って言われてるみたいけど」

刈野「いやいや、普通はこの写真見てそんなこと思いませんから……！」

ｓｓ「そうかなあ」

刈野「――っ、じゃあもうこの写真他の人に見せてみますよ！　絶対ｓｓさんの考えすぎですって！」



　というわけで、同期の三原みはらみつきくんに見てもらったところ。



三原「刈野さん。この著者近影は、休日はいつも女の子と二人で寝てるってことですか？」



　どういうことなの……。



　さて、ここからはそこはかとなく真面目まじめな謝辞です。

　なにはともあれ、担当編集ｓｓさんこと庄司しようじ智さとし様。とてつもなくお忙しいにもかかわらず、常に丁寧かつ正確なご指摘をくださり、本当にありがとうございました。毎度のことですが、特に今回はお手をわずらわせてしまって申し訳ありません……最近は友人に「お前庄司さんいないと生きていけないな」とまで言われる始末です。次こそはしっかりと！

　また、素晴らしすぎるイラストをつけてくださったＹｕｙｉ様。初めて冥利めいりたちを見たとき、刈野かりのはどうにかなってしまいそうでした。狂おしいほど可愛かわいいキャラクターたちに、感謝の言葉もありません。少しでもＹｕｙｉ様の絵に追いつけるようがんばります！

　そういえば友人の荒木あらき智さとしくん。今回はルビがほとんどないからってがっかりしすぎです。

　それと、刈野が修羅場ってるすぐ後ろで、適当に聞きかじった『ちがたり。』のリレー小説をおもしろおかしく書いてくれた同期のあさのハジメくん、岩波いわなみ零りようくん、三原みはらみつきくん。ものすごく楽しそうで……刈野は涙が出るほど嬉うれしかったです。赤い涙でしたが。

　三坂みさか編集長をはじめとした編集部や営業部の方々、デザイナー様、校正様、印刷所や書店員の皆々様。本書をカタチにし、世に出していただき、ありがとうございました。

　そしてなによりも――ここまでお読みくださった皆様に、最大限の感謝を。

　またお会いできることを願っています！

刈野ミカタ



    

  
    
      

　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　埼玉南部産、26年もの。

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で＜∧佳作＞∨を受賞。



　　休日はいつもこんな感じです。



　イラスト

　Ｙｕｙｉ（ゆい）

　　２月生まれ・魚座・Ｂ型のゲーム原画家。

　　原画担当に『Clover Point』など。

　　趣味は中国旅行と歌と歌うこと。

　　ＨＰ「ゆいのす」http://blog.livedoor.jp/yuyi_yuyi/



    

  
    
      

ちがたり。
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